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このたびはコルグ Digital Recording Studio D8 をお買い上げ
いただき、まことにありがとうございます。本製品を末永く
ご愛用いただくためにもこの取扱説明書をよくお読みになっ
て正しい方法でご使用ください。 

 1997 KORG INC. 1102 GH Printed in Japan

■本社：〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ15ｰ12 ☎(03)3325-5691 ■インフォメーション：〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ11ｰ17 ☎(03)5376-5022
■東京営業所：〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ11ｰ17 ☎(03)3323-5241
■名古屋営業所/ショールーム/スタジオ：〒466-0825 名古屋市昭和区八事本町100ｰ51 ☎(052)832-1419
■大阪営業所：〒531-0072 大阪市北区豊崎3ｰ2ｰ1淀川５番館7F ☎(06)6374-0691
■福岡営業所：〒810-0012 福岡市中央区白金1ｰ325第２池田ビル1F ☎(092)531-0166

■製品をお買い上げいただいた日より一年間は保証期
間です。万一保証期間内に、製造上の不備による故障
が生じた場合は無償修理いたしますので、お買い上げ
の販売店に保証書を提示して修理をご依頼ください。
ただし次の場合の修理は有償となります。
1. 消耗部品（電池など）を交換する場合。
2. 輸送および移動時の落下、衝撃などお客様の取扱
方法が不適当のため生じた故障。

3. 天災（火災等）によって生じた故障。
4. 故障の原因が本製品以外の他の機種にある場合。
5. コルグ・サービスステーションおよびコルグ指定者以
外の手で修理、改造された部分の処理が不適当で
あった場合。

6. 保証書に販売店名、お客様氏名、ご住所、お買い上
げ日等が記入されていない場合。

7. 保証期間が切れている場合。
8. 日本国外で使用される場合。

■当社が修理した部分が再度故障した場合は、保証期
間外であっても３ヵ月以内に限り無償修理いたします。
また仕様変更に関しては有償になりますのでご了承く
ださい。
■お客様が保証期間中に移転された場合でも、保証書は
引き続きお使いいただけます。移転先のコルグ製品取
扱店、またはコルグ・インフォメーションまでお問い合わ
せください。
■保証期間が切れますと修理は有償になりますが、引き
続き製品の修理は責任を持ってさせていただきます。
修理用性能部品（電子回路など）は通常８年間を基準
に保有しております。ただし外装部品（パネルなど）の
修理は、類似の代替品を使用することもありますのでご
了承ください。
■その他、アフターサービスについてご不明の点は下記
へお問い合わせください。

アフターサービスアフターサービス

▼▲▼▲▼▲▼ 株式会社コルグ ▼▲▼▲▼▲▼
インフォメーション 〒 168ｰ0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ11ｰ17 ☎ (03)5376ｰ5022

東京営業所 〒 168ｰ0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ11ｰ17 ☎ (03)3323ｰ5241

名古屋営業所 〒 466ｰ0825 名古屋市昭和区八事本町100ｰ51 ☎ (052)832ｰ1419

大阪営業所 〒 531ｰ0072 大阪市北区豊崎3ｰ2ｰ1 淀川５番館7F ☎ (06)6374ｰ0691

福岡営業所 〒 810ｰ0012 福岡市中央区白金1ｰ3ｰ25 第２池田ビル1F ☎ (092)531ｰ0166

■修理等のお問い合わせは最寄りの各営業所、または下記までお問い合わせください。

営業技術課 〒 143ｰ0001 東京都大田区東海5ｰ4ｰ1
明正大井5号営業所  コルグ物流センター内 ☎ (03) 3799-9085

<WARNING!>

This Product is only suitable for sale in Japan. Properly qualified service is not available for this product if
purchased elsewhere. Any unauthorised modification or removal of original serial number will disqualify

this product from warranty protection.

（この英文は日本国内で購入された外国人のお客様のための注意事項です。）
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●本製品を使用する前に、以下の指示をよく読んで
ください。

●付属のAC/ACパワーサプライは、必ずAC100Vの
電源コンセントに差し込んで使用してください。

●次のような場合には直ちに電源を切り、AC/AC
パワーサプライをコンセントから抜きます。そし
て、コルグ営業所またはお買い上げになった販売
店に修理を依頼してください。

○AC/ACパワーサプライの電源コードやプラグ
が破損したとき

○異物が内部に入ったり、液体がこぼれたとき
○製品が（雨などで）濡れたとき
○製品に異常や故障が生じたとき

●次のような場所での使用や保存はしないでくだ
さい。

○温度が極端に高い場所（直射日光のあたる場
所、暖房機器の近く、発熱する機器の上など）

○水気の近く（風呂場、洗面台、濡れた床など）や
湿度の高い場所

○ホコリの多い場所
◯ぐらついた台の上や傾いた所などの不安定な
場所

●修理／部品の交換などで、取扱説明書に書かれて
いる以外のことは、絶対にしないでください。必ず
最寄りのコルグ営業所またはコルグ営業技術課
に相談してください。

●AC/ACパワーサプライのコードを無理に曲げた
り、上に重いものを乗せたりしないでください。
コードに傷がつき危険です。

●本製品をヘッドホン、アンプ、スピーカーと組み合
わせて使用した場合、設定によっては、永久的な
難聴になる程度の音量になります。大音量や不快
な程度の音量で、長時間使用しないでください。
万一、聴力低下や耳鳴りを感じたら、専門の医師
に相談してください。

●本製品に、異物（燃えやすいもの、硬貨、針金など）
や液体（水やジュースなど）を絶対にいれないで
ください。

●本製品およびAC/ACパワーサプライを分解した
り、改造したりしないでください。

注意
●本製品は正常な通気が妨げられることのない所
に設置して、使用してください。

●本製品はマイクロコンピュータを使用した機器で
す。このため他の電気機器を接近して同時にご使
用になりますと、それらに雑音が入ることがありま
す。逆に他の電気機器から本製品が雑音を受けて
誤動作する場合があります。

●AC/ACパワーサプライをご使用になる場合は、
必ず指定のものをご使用ください。他のパワーサ
プライやアダプターをご使用になりますと故障の
原因となります。また、使用後はAC/ACパワーサ
プライをコンセントから抜いてください。

●AC/ACパワーサプライは使用中に多少の熱を持
ちますが故障ではありません。通電中はAC/ACパ
ワーサプライをビニール製品等の上に置かない
でください。

●スイッチやツマミに必要以上の力を加えますと故
障の原因となりますので注意してください。

●外装のお手入れは、必ず乾いた柔らかい布で軽く
拭いてください。ベンジンやシンナー系の液体は
絶対にご使用にならないでください。（コンパウン
ド質、強燃性のポリッシャーも不可）。

●製品をお買い上げいただいた日より一年間は、保
証期間となり、修理は無償となりますが、保証書に
購入店での手続きがない場合は無効となります。
保証書は必ずお求めになった販売店で所定の手
続きを行った後、大切に保管してください。

●今後の参照のために、この取扱説明書はお読みに
なった後も大切に保管してください。

●AC/ACパワーサプライをコンセントから抜くとき
は、絶対にコードを引っぱらないでください。故障
の原因となります。

安全上のご注意

火災・感電・人身障害の危険を防止するには

以下の指示を守ってください

警告

データについて
万一異常な動作をしたときに、録音したデータ等の内容が消えてしまうことがありますので、大切なデータはハード･ディス
クやリムーバブル･ディスク等の外部ドライブやDATレコーダーにコピーやバック･アップをしてください。データの消失によ
る損害については、当社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

また、DATやCDなどの著作権のあるオーディオ素材からデジタル･レコーディングするときは、必ず使用許諾を得るか、著作権の
ないものを使用してください。当社では著作権法違反で生じた処置等に関する一切の責任を負いかねますのでご了承ください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

この取扱説明書について

この取扱説明書は次のように構成されています。

第1章　イントロダクション

D8のおもな特長と、各部の名称とその基本的な機能に
ついて説明しています。

第2章　オペレーション編

さまざまな録音方法や再生方法、またミックス・ダウン
や編集などの操作について順を追って説明しています。

第3章　リファレンス編

D8の各キーを押したときにディスプレイに表示される
パラメーターや各キー、フェーダーについて説明してい
ます。

第4章　付　録

D8に関する仕様、エラー･メッセージ、ブロック･ダイ
アグラムやエフェクト･プログラム･リスト、メトロノー
ム･タイプ･リスト等をまとめています。

ディスプレイ表示について
取扱説明書には、機能や操作の解説と共にディスプレイ
画面が記載されています。記載されているソング名、各
種のパラメーター、数値などは表示の一例ですので、製
品本体の実際のディスプレイ表示とは必ずしも一致しな
い場合があります。

内蔵ハード・ディスクのお取り扱いについて
本装置に衝撃を与えないでください。とくに電源が入った状
態で本装置を移動したり、衝撃を与えたり絶対にしないでくだ
さい。ディスク上のデータの一部またはすべてが失われたり、
ハード・ディスクや装置内部を損傷するなど、故障の原因にな
ります。

電源のオン/オフを頻繁に繰り返さないでください。本装置ば
かりでなく、接続しているSCSI機器の故障の原因になります。

HDDアクセス・インジケーターが点灯または点滅していると
きには絶対に電源をオフにしないでください。ディスク上の
データの一部またはすべてが失われたり、ハード・ディスクを
損傷するなど、故障の原因になります。

■ 本装置は、電源投入後、すぐにハード・ディスクにアクセス
を開始します。このときHDDアクセス・インジケーターが
点滅し、ディスプレイに“Working”を表示します。ディスプ
レイにソング名を表示し、HDDアクセス・インジケーター
が消灯するまでは電源を絶対にオフにしないでください。
電源をオンにした後のハード・ディスクへのアクセス時間
は、ハード・ディスクの容量や内部のデータ量によって異
なります。

■ 再生や録音などの動作を停止しても、万が一、音が鳴り続
けるなどのハード・ディスクのアクセスが止まらない場合
は、必ずHDDアクセス・インジケーターが消灯したことを
確認してから電源をオフにしてください。このような場
合、数分から数十分の間、アクセスが止まらないことも想
定されます。

操作上のミス、停電、あるいは事故的な電源供給停止によって起
こったハード・ディスクの破損の場合は、保証期間内に修理に持
ち込まれても有償交換になることがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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■ フルデジタル･プロセッシング（内部処理24bit、録音再生
16bit非圧縮、44.1kHz）の8トラック･デジタルMTRです。

■ 8トラック･レコーダー、12チャンネル･4バス･ミキ
サー、エフェクトを本体に搭載し、2トラックの同時録
音、8トラックの同時再生が行え、録音からエフェクト処
理、そして最終的なDATレコーダーなどへのミックス･ダ
ウンまでのすべての行程をフルデジタルで行えます。

■ 1.4GBのハードディスクを本体に内蔵し、録音データの
合計が最長約4.5時間可能です。最大50ソング×8トラッ
ク、合計400トラックのデータをストックできます。

■ D8のミキサー部の2つのアナログ入力には、フルデジタ
ルによる音質を損なわないように高性能のバランスド･
ヘッド･アンプを採用しています。本体フロント･パネル
のインプット･インピーダンスの設定を切り換えること
により、マイク･レベルから、業務レベルを超える
+16dBuまで対応し、マイクやギター、ベース、キー
ボード、サンプラーなどさまざまなサウンド･ソースを
直接接続することができます。また、この入力には
TRSジャック型のバランス･タイプを採用していますの
で、変換プラグを使ってXLR端子を持つバランス･タイ
プのマイクを接続することが可能です。もちろん通常の
ライン入力にも対応しています。
また、デジタル入力にはサンプリング･レート･コンバー
ターを搭載し、48kHz、32kHzのソースを44.1kHzに
変換して録音することができます。

■ 各チャンネルごとのハイEQ、ローEQに加え、高品位エ
フェクト50種を最大4個まで組み合わせた65種のエフェ
クト･プログラムを内蔵しています。アンプ･シミュレー
ションやローファイ･プロセッサーなどの楽器別エフェク
トや、アンビエンス系などの機能別エフェクトなど多彩な
エフェクト･プログラムを用意しています。さらにこれら
の65種のプリセット･エフェクト･プログラムを元に、
ユーザー･エリアに独自にエディットしたエフェクト･プロ
グラムを65種保存することができます。これらのエフェ
クト･プログラムは録音時、録音後のソングや各トラック
に、目的に応じて挿入する位置をインサート、マスター
（センド･タイプ、グローバル･タイプ）から選択することが
できます。

■ ミキサー部のフェーダー、EQ、パン、エフェクト･セン
ド、AUXセンド等の設定をシーンとして1ソングにつき
20種本体に記憶することができます。汎用の設定とし
て必要なときに呼び出したり、時間の経過にあわせて
シーンを切り換えながら再生することができます。

■ レコーディング、コピー、ペースト等の各作業は、ノン
ディストラクティブ･エディット（非破壊編集機能）が行
え、録音や編集をする一つ前の状態に戻したり（アン
ドゥ）、それを取り消す（リドゥ）ことができます。

■ 録音/編集したソング、フレーズをそのまま内蔵ハード
ディスクや外部ドライブに保持するオート･セーブ機能
により保存の作業が必要ありません。またマルチ･ソン
グ･オーディション機能により、他のソングへのアクセ
スを素早く行いますので、CDプレイヤーの曲を選ぶよ
うな簡単さと早さで他のソングが選曲でき、聴きたいト
ラックを即座に呼び出したり、ミックスの異なるソング
などの聴き比べもストレスなく行えます。

■ メトロノームに加え、よりテンポ感のあるレコーディン
グをガイドするさまざまな音楽ジャンルのリズム･パ
ターン131種を内蔵しています。リズム･マシーン等を
接続しなくても気に入ったリズムに合わせながら簡単に
録音できます。

■ オート･パンチ･イン/アウト録音、マニュアル･パンチ･
イン/アウト録音機能により、演奏を間違ってしまった
範囲だけを簡単に録音し直すことができます。

■ オーディオの入力をきっかけにして自動的に録音を開始
するオーディオ･トリガー録音機能により、ギターや
キーボードなどを両手で演奏しながらでも簡単に録音を
開始できます。

■ 各トラックの録音状況をオープンリール感覚で耳で聞き
ながら確かめられるスクラブ機能により、フレーズの頭
出し等が簡単に行えます。

■ ソングのロケーション（位置）を記録するロケート･ポイ
ント･メモリー機能（1ソングあたり3ヶ所）とマーク･ポ
イント･メモリー機能（1ソングあたり100ヶ所）により、
小節の各先頭や、後で確認したい位置を記録して、即座
に呼び出すことができます。

■ CD等にある、プログラム再生機能をもち、複数のソング
を任意の順序で連続再生できます。DATレコーダーへの
ミックス･ダウン時に連続して録音するのにも便利です。

■ レコードやCD等の外部の曲やフレーズを取り込み編集
するときに便利なタップ･テンポによるデンポ設定が行
えます。この他、数値でテンポ･データを入力したり（テ
ンポ･マップ）、外部MIDI機器からのMIDIクロックを記
録することできます。

■ MIDIクロック、MTCやMMC対応のシーケンサーやリズ
ム･マシンなどと同期できます。

■ SCSIポート、S/P DIFデジタル･インターフェイス、AUX
INなど、外部機器と接続するための主要な端子を標準装
備しています。SCSIポートを使用し、外部ハードディス
ク･ドライブ、リムーバブル･ディスク･ドライブ等への録
音、再生やデータのバック･アップが行えます。S/P DIF
はCDなどの外部デジタル機器からデジタル録音や、制作
したソングをDAT、MDへ直接デジタル出力してミック
ス･ダウン等を行うことができます。また、AUX IN/OUT
により、外部エフェクトも接続できます。

第1章　イントロダクション

ここでは、D8 Digtal Recording Studioのおもな特長と、D8の各部の名称とその基本的な機能について説明しています。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

D8のおもな特長
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各部の名称

■トップ･パネル

1 [TRACK STATUS]キー
各トラックを再生や録音できる状態に、またミュートの
状態にします。キーを押すたびにインジケーターが点灯
または消灯して、トラックの設定が切り換わります。
（58ページ参照）
アナログまたはデジタル録音時、奇数･偶数で隣り合う
2つのトラックまでを録音トラックとして選ぶことがで
きます。
ペアリング、シーン登録が可能です。

2 [EQ]キー
各チャンネルのEQを調節します。キーを押すたびにハ
イEQとローEQが切り換わります。（58ページ参照）
ペアリング、シーン登録が可能です。

3 [EFFECT SEND]キー
各チャンネル･フェーダー後に内蔵エフェクトとAUX
OUT（外部出力）へ送る音声レベルを調節します。（58、
59ページ参照）
ペアリング、シーン登録が可能です。
また、奇数･偶数で隣り合うキーを同時に押すことに
よってペアリング機能をオン/オフします。（25ページ
参照）

4 [PAN]ツマミ（Ch1...6）、 [BALANCE]ツマミ（Ch7/8）
各チャンネルのステレオ定位を調節します。チャンネル
1～6では各チャンネルのパンを、チャンネル7/8ではバ
ランスを調節します。（59ページ参照）
ペアリング、シーン登録が可能です。

5 [CHANNEL]フェーダー（1...7/8）
1～7/8の各チャンネルの録音･再生時の音量を調節しま
す。
ペアリング、シーン登録が可能です。（59ページ参照）

6 [MASTER]フェーダー
チャンネル全体の音量を調節します。バウンス時、バウ
ンスするトラックの録音レベルを調節します。（59ペー
ジ参照）

7 [REC SELECT]キー
録音するソースを選択します。キーを押すたびにインジ
ケーターが点灯して、機能が切り換わります。（60ペー
ジ参照）

8 [EFFECT]キー
エフェクト･プログラムの選択やモニター･エフェクトの
オン/オフを設定します。[EDIT]キーを押した後、この
キーを押すことによってエフェクトの各パラメーターを
選択し、調節します。（61ページ参照）
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9 [EFFECT ASSIGN]キー
エフェクトを挿入する位置を選択します。キーを押すた
びにインジケーターが点灯または点滅して、挿入する位
置が切り換わります。（64ページ参照）

10 [IN/LOC 1]キー･[OUT/LOC 2]キー･[TO/LOC 3]キー
ソングの任意の時刻を登録し、登録した時刻を呼び出し
ます。また、登録した時刻はオート･パンチ･イン/アウ
トの開始位置と停止位置として、さらにトラックのコ
ピーや削除などの編集する位置となります。その他、
マークを登録します。（55ページ参照）

11 [STORE]キー
ロケーションやシーン、マークを登録するときにこの
キーを押して登録を待機させ、各登録キーを押すことに
よって登録を実行します。（57ページ参照）

12 [SCENE]キー
シーン機能をオン/オフします。シーン機能をオンにす
ることによってミキサーの各設定をソングの任意の時刻
に登録し、登録をした時刻で各設定を切り換えながら再
生します。[EDIT]キーを押した後このキーを押すことに
よって登録したシーンを呼び出し、各シーンの設定を確
認することができます。（56ページ参照）

13 [SCRUB]キー
スクラブ機能、プレイ･トゥやプレイ･フロム機能をオ
ン/オフします。（57ページ参照）

14 [SYSTEM]キー
レベル･メーターが音量レベルを表示する場所を選択し
たり、録音時にモニターする音声を選択したり、フッ
ト･スイッチの機能を設定します。[EDIT]キーを押した
後このキーを押すことによって、同期に関する設定や、
ペアリングが有効になるパラメーターを選択したり、
INPUT 1/2に入力する音声信号の入力先の選択や、外
部ドライブに関する設定（初期化やバックアップ）をしま
す。（47ページ参照）

15 [SONG/TRACK]キー
ソング番号とソング名をディスプレイに表示します。
通常この画面を表示させておくとよいでしょう。
[EDIT]キーを押した後このキーを押すことによって、
現在選択している以外のドライブのソングを呼び出し
たり、ソングやトラックのコピー、削除などの編集を
します。（44ページ参照）

16 [DISPLAY MODE]キー
ロケーション･カウンターを小節単位や時間単位の表示
に切り換えます。（51ページ参照）

17 [UNDO]キー
トラックへの録音や編集をした後、編集する前の状態に
戻します（アンドゥ）。また、アンドゥ後、アンドゥの前
の状態に戻します（リドゥ）。（57ページ参照）

18 [REC MODE]キー
通常の録音やオート･パンチ･イン/アウト、リハーサル
録音などの録音のしかたを選択します。キーを押すたび
にインジケーターが点灯または消灯して、録音時の機能
が切り換わります。（51ページ参照）

19 [PLAY MODE]キー
通常の再生や、ある区間内（IN～OUT）のみを再生する
か“ ”、繰り返し再生するか“ ”を選択します。
[EDIT]キーを押した後このキーを押すことによって、IN
～OUT区間の前後に一定の時間を加える設定をしたり
（プリ･ロール･タイム、ポスト･ロール･タイム）、複数の
ソングを任意の順番で再生するプログラム再生が行えま
す。（51ページ参照）

20 [TRIGGER]キー
入力音をきっかけとして録音を開始するトリガー録音機
能をオン/オフします。[EDIT]キーを押した後このキー
を押すことによって、トリガー録音のきっかけとなる入
力音の音量レベル調節や、トリガー録音時の録音開始時
刻の前に加える時間を設定します。（52ページ参照）

21 [TEMPO]キー
テンポや拍子、メトロノーム･タイプなどを設定しま
す。[EDIT]キーを押した後このキーを押すことによっ
て、テンポ･ソースの選択やMIDIクロック、タップ･テ
ンポを記録します。（53ページ参照）

22 [METRONOME]キー
メトロノームをオン/オフします。[EDIT]キーを押した
後このキーを押すことによって、メトロノームの音量
や、メトロノームを録音時や再生時に鳴らすかなどを設
定します。（55ページ参照）

23 [EDIT]キー

このキーを押した後、キーの右横に の表示のあるキー
を押すと、各項目の詳細な設定をするページに入りま
す。

24 [ ]（NO）キー、[ ]（YES）キー
各ページへの移動やカーソルを移動します。[ ]キーと
[ ]キーを同時に押すことによってカーソルの位置を上
下に移動します。また、設定を確定･実行します。確定･
実行が必要なときはディスプレイに“?”を表示します。

25 [VALUE]ダイヤル
各設定値を変更したり、現在時刻を移動します。スクラ
ブ機能がオンのとき[VALUE]ダイヤルを回すとその速
さでトラックを再生します。（23ページ参照）

26 [REC]キー
キーを押すとインジケーターが点滅して録音を待機しま
す。録音待機状態にするにはいずれかのトラックの
[TRACK STATUS]REC（ANALOG）またはREC
（DIGITAL）にする必要があります。[PLAY]キーを押す
とインジケーターが点灯して録音が開始します。フッ
ト･スイッチの機能をPncI/Oに設定している場合、フッ
ト･スイッチが[REC]キーの代用にもなります。
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27 [PLAY]キー
[TRACK STATUS]PLAYのトラックを再生します。
[TRACK STATUS]RECにしているトラックに対して
[REC]キーを押した後このキーを押すことによって録音
を開始します（[REC]キー参照）。スクラブ機能がオンの
ときこのキーを押すことによってプレイ･フロム、またこ
のキーを押しながら[STOP]キーを押すことによってプレ
イ･トゥが行えます（23ページ参照）。

28 [STOP]キー
録音または再生を終了･停止します。

29 [REW]キー
停止時または再生時に、時刻を前に移動（早戻し）しま
す。現在時刻がソングの先頭（“001M 01B 000”など）
のときに[STOP]キーを押しながら[REW]キーを押すと
番号が1つ前のソングへ移動します。また現在時刻がソ
ングの途中のときに、[STOP]キー押しながら[REW]
キーを押すとそのソングの先頭に移動します。

30 [FF]キー
停止時または再生時に、時刻を後ろに移動（早送り）しま
す。[STOP]キーを押しながら[FF]キーを押すと番号が1
つ後ろのソングへ移動します。後ろにソングがない
（“NoDATA”ソングは除く）ときは、新しいソングを作成
します。スクラブ機能がオンのときにこのキーを押すこ
とによってスロー･プレイが行えます（23ページ参照）。

31 ディスプレイ
録音、再生時の音量情報（レベル･メーター）や、時間情
報（ロケーション･カウンター）、各編集作業時に必要な
設定値等を表示します。（『ディスプレイの表示につい
て』6ページ参照）。

32 [コントラスト調節]ツマミ
ディスプレイのコントラストを調節します。画面の表示
は、演奏者の目線の高さや角度によって見え方が異なり
ますので、必要に応じて調節してください。右へ回すと
文字が濃くなり、左へ回すと文字が薄くなります。

33 HDDアクセス・インジケーター
電源投入直後、録音時や再生時、編集時などの内蔵ハー
ド・ディスクにアクセスしているときに点灯します。

HDDアクセス・インジケーターが点灯または点滅して
いるときには、絶対に電源をオフにしないでください。
ディスク上のデータの一部またすべてが失われたり、
ディスクを損傷し、故障の原因になります。

34 MIDIアクセス・インジケーター
MIDI IN端子からMIDI情報を受信したときに点灯しま
す。

■ フロント･パネル

2 3 4 2 5 6 71

1 [GUITAR-LINE/MIC]スイッチ
INPUT 1端子のインプット･インピーダンスを切り換え
ます。
GUITARでは入力インピーダンスを1MΩにし、ギター
やベース等を直接入力することができます。LINE/MIC
では10kΩにし、キーボードやマイク等を接続すること
ができます。

2 [TRIM 1]ツマミ、[TRIM 2]ツマミ
INPUT 1/2端子の入力レベルを調節します。

3 INPUT 1端子
φ6.3mm TRSフォーン端子です。[GUITAR-LINE/MIC]
スイッチがLINE/MIC時バランス型に、またGUITAR時
アンバランス型になります。LINE/MIC時にも標準のア
ンバランス型フォーン･プラグを接続することができま
す。

4 INPUT 2端子
φ6.3mm TRSフォーン端子です。バランス型です。標
準のアンバランス型フォーン･プラグを接続することも
できます。

GND

バランス型フォーン・プラグ アンバランス型フォーン・プラグ 

COLD HOT GND HOT

5 ［PHONES VOLUME］ツマミ
ヘッドホンの音量を調節します。

6 PHONES端子
φ6.3mm ステレオ･フォーン端子です。ヘッドホンを接
続します。

7 FOOT SW端子
別売のフット･スイッチ（PS-1など）を接続します。再生
やマニュアル･パンチ･イン/アウト録音の開始と終了、
マークの登録やタップ･テンポの記録をするときに接続
します。
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■サイド･パネル

2 3 41 5

1 SCSI端子
D-Sub 25pinのSCSI端子です。外部ハード･ディスク･
ドライブ、リムーバブル･ディスク･ドライブを接続し
て、内蔵ドライブと同様に録音/再生やバックアップな
どが行えます。

2 DIGITAL OUT端子
オプティカル･タイプのS/P DIFフォーマット（IEC958、
EIAJ CP-1201）のデジタル出力端子（ステレオ）です。
ミックス･ダウン時などにデジタル･オーディオ機器の入
力端子に接続します。OUTPUT L/R端子と同じ音を出
力します。

3 DIGITAL IN端子
オプティカル･タイプのS/P DIFフォーマット（IEC958、
EIAJ CP-1201）のデジタル入力端子（ステレオ）です。
デジタル出力を持つ楽器やデジタル･オーディオ機器等
の出力端子を接続してD8に録音などを行います。

4 AUX OUT端子
RCAピン端子です。Aux Outバスからの音を出力しま
す。通常は外部エフェクターに接続します。

5 AUX IN （L、R）端子
RCAピン端子です。マスター･バスへ音を入力します。

■ リア･パネル

1 2 3 4 5

1 [POWER]スイッチ（パワースイッチ）
電源をオン/オフします。（8ページ参照）

2 AC/ACパワー･サプライ端子
付属のAC/ACパワー･サプライ･アダプターを接続しま
す。

3 MIDI OUT端子
MIDIデータを送信する端子です。接続した外部MIDI機
器をコントロールするときに使用します。

4 MIDI IN端子
MIDIデータを受信する端子です。接続した外部MIDI機
器からコントロールするときに使用します。

5 OUTPUT端子（L、R）
RCAピン端子です。マスターL･Rの信号をアナログ出力
します。パワード･モニターなどのモニター用のアナロ
グ･オーディオ機器や、ミックス･ダウン時などのアナロ
グ･オーディオ機器の入力端子に接続します。DIGITAL
OUT端子と同じ音を出力します。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディスプレイの表示について

1 2 6 73 5

4 8, 9

1 チャンネル･レベル･メーター （1...8）
各チャンネルの入出力音声レベルを表示します。

2 エフェクト･レベル･メーター （E）
各チャンネルからのエフェクト入力音声レベルを表示し
ます。

3 マスター･レベル･メーター （L、R）
MASTER OUT端子からの出力音声レベルを表示しま
す。

4 ソング名表示/パラメーター表示
ソング名や、各ページで設定するパラメーターを表示し
ます。

5 ロケーション･カウンター
ソングの現在時刻や、絶対時間、ドライブの空き容量時
間等を表示します。[DISPLAY MODE]キーを押すと表
示が順番に切り換わります（51ページ参照）。

6 プレイ･モードの表示
オート･プレイまたはオート･リピート･プレイが選択さ
れているときに表示します。

7 アンドゥ/リドゥの表示
アンドゥまたはリドゥが可能なときに表示します。

8 カーソル
設定を入力･変更する位置を示します。上段ではその項
目を点滅で、下段では“_”で表示します。
[ ]キーを押しながら[ ]キーを押すと、パラメーター/
ロケーション･カウンターの上下方向に移動します。
[ ]キーまたは[ ]キーを押して左右方向に移動します。
[VALUE]ダイヤルを回すことによって値を変更します。

9 ページの位置表示
現在選択しているページの位置をディスプレイ右上端に
表示します。

：矢印方向にページの続きがあります。矢印のど
ちらの方向にもページの続きがある場合、交互
に表示します。

：キャンセルや中止をすることができる状態のと
きに表示します。

ディスプレイ文字のコントラスト調節

[コントラスト調節]ツマミ(『フロント･パネル』参照)を回
してディスプレイの表示のコントラストを調節します。
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第2章　オペレーション 編

この章では、D8のさまざまな機能の操作について順を追って説明しています。

STEP1
接続、電源オン/オフ、デモ
D8にオーディオ機器等を接続して、デモ･ソ
ングを聴きます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. オーディオ機器等の接続
図はD8を使って録音するときの基本的な接続例です。
必要に応じて機器等をあなたのシステムに置き換えて
接続してください。

各接続は、必ず電源オフの状態で行ってください。不
注意に操作を行うと、スピーカー･システム等を破損
したり、誤動作を起こす原因になりますので十分に注
意してください。

1 付属のAC/ACパワー･サプライをD8のAC/ACパワー･
サプライ端子に接続します。接続後、コンセントに差
し込みます。

2 オーディオ機器を接続します。
OUTPUT L･R端子にRCAピン･ケーブルでパワード･
モニター（アンプ内蔵スピーカー：PM-15B＜別売＞）
等を接続します。

3 ヘッドホンでモニターするときはPHONES端子にヘッ
ドホンの標準プラグを接続します。音量は左側の
[PHONES]ツマミで調節します。

4 アナログ録音時、ギターやマイクなどの標準プラグを
INPUT 1端子に接続します（10ページ参照）。アナログ
録音をステレオで行う場合は、INPUT 1端子とINPUT
2端子にステレオ機器のL･R端子を標準プラグで接続
します。

5 デジタル録音時、デジタル出力を持つ楽器やCD、MD
などのDIGITAL OUTをDIGITAL IN端子へオプティカ
ル･ケーブルで接続します（11ページ参照）。

6 ミックス･ダウン時、デジタル録音機器（DAT、MDな
ど）に録音するときはこれらのDIGITAL INへD8の
DIGITAL OUT端子をオプティカル･ケーブルで接続し
ます（28ページ参照）。

7 外部エフェクトをAUX IN/OUT経由で使用時、エフェ
クトの入力端子をAUX OUT端子に、エフェクトの出
力端子をAUX IN端子に接続します（21ページ参照）。

8 フット･スイッチを使ってオート･パンチ･イン/アウト
や、再生の開始と停止、タップ･テンポを記憶すると
きは、ペダル･スイッチPS-1＜別売＞をFOOT SW端
子に接続します（47ページ参照）。

9 D8からMIDIシーケンサー等を同期するときは、D8の
MIDI OUT端子にMIDIシーケンサー等のMIDI INをMIDI
ケーブルで接続します。MMCを使用するときは、
MIDIシーケンサー等のMIDI OUTにD8のMIDI IN端子
も接続します（36ページ参照）。

マスターレコーダー 
（DAT、MDなど） 

PHONES

FOOT SW

パワード･モニターなど 

キーボード 

ギター マイク 

ヘッドホン 

エフェクター 

キーボード（デジタル出力） 
CD、DAT 、MDなど 

Hard Disk 
Removable Disk Drive

1トラックのみに録音するときは、INPUT1に接続して
ください。 
2トラック同時録音時のみ、INPUT2が有効になります。
 

ギターやベースが直接
接続できるのはINPUT 1
のみです。 

電源の接続 
必ず付属のAC/AC
パワーサプライを
使用してくださ

WRITE

UTILITY

PROGRAM�

EDIT

DISPLAY�

SELECT
INDIVIDPROGRAM BYPASS

ACHAIN/EFFECT

[BYPASS]

B C D E F

POWER

CARD

D8

ペダルスイッチ PS-1

AC/ACパワー･ 
サプライ端子 

電源コンセントへ 

MIDI 
シーケンサー 

YES

UNDODISPLAY�
MODE

TRIGGER

SYSTEM SONG/�
TRACK

TO/�
LOC 3

OUT/�
LOC 2

PLAY�
MODE

METRO�
NOME

REC�
MODE

TEMPO EDIT

IN/�
LOC 1EQ

7 / 8�
LR

6�
R

5�
L

4�
R

3�
L

2�
R

1�
L

EQEQEQEQEQEQ

REC�
SELECT

EFFECT

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
ASSIGN

SCRUBSCENESTORE

NO

READ

LOCATOR / SCENE

REC / PLAY

PAIR ON / OFFPAIR ON / OFFPAIR ON / OFF

PAN

L R L R L R L R L R L R L R

10�
9�
8�
7�
6�
5�
4�
3�
2�
1�
0

PAN PAN PAN PAN PAN BALANCE

INPUT 1/2

      TRACK STATUS�
GREEN� :PLAY�
RED� :REC (ANALOG)�
ORANGE�:REC (DIGITAL)�
OFF� :MUTE

HDD

MIDIOUTPUT

R INL OUT

MIDI

~AC9V POWER

MASTER

INPUT 1/2

MASTER

DIGITAL IN

AUTO PUNCH

REHEARSAL

REC PLAY

MASTER7 / 8654321

GUITAR TRIM 1 TRIM 2 PHONES FOOT SWINPUT 1 INPUT 2
LINE/MIC

STOP REW FF

TEMPO / MOTRONOME

MODE

MIDI  
IN･OUTOUTPUT L･R

INPUT

AUX IN L･R

AUX OUT

DIGITAL IN
DIGITAL IN

SCSISCSI

DIGITAL OUT

DIGITAL OUT

OUTPUT 
L･R

INPUT

INPUT 1         2
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. 電源のオン /オフ

電源が入った状態で本装置を移動したり、衝撃を与え
たり絶対にしないでください。また、電源投入直後、
録音時や再生時、トラックやソングの編集実行中など
のHDDアクセス・インジケーターが点滅している間
は、絶対に電源をオフにしないでください。ディスク
上のデータの一部またはすべてが失われたり、ディス
クや装置内部を損傷し、故障の原因になります。

■電源オン
1 接続している各機器の電源を入れます。

各機器のボリュームを最小にし、電源スイッチを送り
出し側の機器から順番に入れてください。外部ドライ
ブを接続している場合は38ページをご覧ください。

2 D8の[MASTER]フェーダーを絞りま
す。その他の接続している外部機器
のボリュームを最小にします。

3 入力機器やマスター･レコーダー（DATなど）の電源を
入れます。

4 D8の[POWER]スイッチを押して、電源を入れます。

オン オフ POWER

ディスプレイにオープニング･メッセージを表示した後、
前回電源をオフにする直前のソングを表示します。

5 パワード･モニターの電源を入れて、接続している各
機器の音量を適当な位置まで上げます。

■電源オフ
ソングの録音や再生がすべて終わったら電源をオフに
してください。

D8に録音した音声は、そのまま保存されます。エフェ
クトをエディットしたり、ミキサーを調節した場合は
これらの設定は保存しないと失われてしまいます。エ
フェクトの保存方法は12ページを、ミキサーの設定
（シーン）の登録方法は27ページをご覧ください。

1 接続している各機器のボリュームを最小にし、電源ス
イッチを受け側の機器から順番にオフにしてくださ
い。外部ドライブを接続している場合は39ページをご
覧ください。

2 エフェクトのエディットやミキサーの設定を残したい
ときは保存または登録をします。

3 パワード･モニターの電源をオフにします。

4 [POWER]スイッチを押して、D8の電源をオフにします。

5 音声入力機器等の電源をオフにします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. デモ･ソングを聴く

工場出荷時のD8には、デモ･ソングが録音されていま
す。デモ･ソングを再生して、D8のダイナミックかつ
クリアな音質を聴いてみましょう。

1 D8の1～7/8の[CHANNEL]フェーダーをユニティ･ゲ
イン（フェーダー目盛の“ ”）に設定し、[MASTER]
フェーダーを0に設定します。

3�
2�
1�
0

MASTER7 / 81

2 再生するソングを選びます。

01:Scukyll 01:Scukyll Express 
02:Moonlit sea 
（75ページ参照） 

◇ 次の番号のソングを選ぶには、[STOP]キーを押しな
がら[FF]キーを押します。後ろにソングが無い場合は
“NoDATA”を表示します。

◇ 前の番号のソングを選ぶには、ソングの先頭時刻にい
るとき（“001M01B000”など）に、[STOP]キーを押し
ながら[REW]キーを押します。ソングの先頭以外の時
刻にいるときには、そのソングの先頭時刻に移動しま
す。もう一度[STOP]キーを押しながら[REW]キーを
押すと、前の番号のソングへ移動します。
再生 停止 

次のソングへ/ 
新しいソングの作成 

ソングの先頭へ/前のソングへ 

早送り 早戻し 

3 1～7/8トラックの[TRACK STATUS]キー上のインジ
ケーターが緑色に点灯しているのを確認してくださ
い。消灯していたり、他の色に点灯している場合は、
それぞれの[TRACK STATUS]キーを数回押してイン
ジケーターを緑色に点灯させます。

緑色に点灯 

4 [PLAY]キーを押して再生を開始します。

5 [MASTER]フェーダーをゆっくり上げて音量を適当な
レベルに調節します。
ソングを再生しながら、[CHANNEL]フェーダーや
[PAN]ツマミ、EQ（25、26ページ参照）、またエフェ
クトの送り量（21ページ参照）やエフェクト･プログラ
ムを変更（12ページ参照）してソングの雰囲気が変わる
のを確認してもよいでしょう。

6 デモ･ソングの演奏が終了したら、[STOP]キーを押し
て再生を停止します。

10�
9�
8�
7�
6�
5�
4�
3�
2�
1�
0

MASTER
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STEP2
ソングの作成と選択
新しく曲を録音するにはまず新規ソングを作成
します。ここではソングの作成やその名前の付
け方、またEDIT SONG/TRACK P1 でのソン
グの選び方について説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 新しいソングの作成

1 最後の番号のソングを選択した後、[STOP]キーを押
しながら[FF]キーを押します。
ディスプレイに“NoDATA”を表示します。

03:NoDATA
STOP FF

2 次のいずれかの操作をしてソングを作成します。
• ソング名を“NoDATA”から変更します。
ここでは例としてソング名を変えることによってソン
グを作成します。『2. ソングに名前を付ける』参照。

• トラックにオーディオ･データを録音します。ディ
スプレイにソング名“NEWSONG”を表示します。

• テンポや拍子を設定します。テンポ･マップがテン
ポ･トラック上に作成され、ディスプレイにソング
名“NEWSONG”を表示します。

03:NEWSONG

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. ソングに名前を付ける

他のソングと区別が付くようにあらかじめ名前を付け
ておくことをお奨めします。

1 [EDIT]キーを押した後（インジケーター点灯）、[SONG/
TRACK]キーを押して、ディスプレイに“EditSong”を
表示します。
表示されない場合は、“EditSong”が表示されるまで
[SONG/TRACK]キーを押します。

EditSong ˙
SONG /�
TRACK

E

EDIT

2 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
して、ディスプレイに“Renam”を表示します。

Renam˘I03˙
YES

3 [ ]キーを数回押して、名前を変更する位置にカーソ
ルを移動し、[VALUE]ダイヤルを回してアルファベッ
トや記号を入力して、名前を付けます。

KORG1    ˙
YES

4 名前の入力が終わったら[EDIT]キーを押して（インジ
ケーター消灯）、EDIT SONG/TRACKのページから出
ます。このページから出ることによって名前が確定し
ます。

他のソングを選択する
ソングの選択方法には、[STOP]キーを押しながら
[FF]キーを押して次のソング番号を選び、[STOP]
キーを押しながら[REW]キーを押して前のソング番号
を選択ぶ方法（『デモ･ソングを聴く』操作2参照）と、
EDIT SONG/TRACK P1 でソングを選ぶ方法があり
ます。

1 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押して、ディスプレイに“I04:KORG1”などのソング名
を表示します（EDIT SONG/TRACK P1 ）。

I03:KORG1
SONG /�
TRACK

E

EDIT

2 [VALUE]ダイヤルを回して、ソング番号を選びます。

3 ハード･ディスク･ドライブやリムーバル･ディスク･ド
ライブなどの外部のドライブを接続していて、その中
のソングを選ぶ場合は、[ ]キーを押した後[VALUE]
ダイヤルを回して接続しているドライブを選びます。
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5 チャンネルの[CHANNEL]フェーダーをユ
ニティ･ゲイン（フェーダー目盛の“ ”）に
設定します。

6 INPUT 1端子に接続した楽器のボリュームをできるだ
け大きくして、ディスプレイのチャンネル･レベル･
メーター1を見ながら、少しずつ[TRIM 1]ツマミを右
に回して、録音レベルを調節します。

03:KORG1
CLIP�

–3�

–6�

–12�

–18�

–24�

–40�

dB1    2    3    4    5    6    7    8 E    L   R

◇ 2つのトラックに同時に録音をするときは録音するト
ラックの[CHANNEL]フェーダーをそれぞれユニティ･
ゲインに設定し、［TRIM 1］･［TRIM 2］ノブで録音レ
ベルを調節します。

“CLIP”が点灯しない範囲でレベルが大きく入るように
設定してください。

■ 録音開始と停止
7 トラックの最初から録音します。ロケーション･カウ

ンターが“001M01B000”になっているのを確認してく
ださい。他の時刻が選ばれている場合は、[STOP]
キー押しながら[REW]キーを押してソングの先頭に現
在時刻を移動します。

STOP REW

8 [REC]キーを押して（［REC］･［PLAY］インジケーター
点滅）、録音待機状態にします。

REC PLAY STOP

9 [PLAY]キーを押すと録音が始まります（ ［REC］･[PLAY]
インジケーター点灯。演奏を始めてください。

10 演奏が終わったら[STOP]キーを押して録音を終了し
ます（ [PLAY]･[REC]インジケーター消灯）。

■ 録音内容の確認（再生）
録音した内容を聴いてみましょう。

11 [STOP]キー押しながら[REW]キーを押してソングの
先頭に移動します。

12 録音したトラックの[ T R A C K
STATUS]キーを押してPLAY（インジ
ケーター緑色点灯）を選び、再生ト
ラックにします。

13 [PLAY]キーを押して再生を開始します（インジケー
ター点灯）。

14 演奏が終わったら[STOP]キーを押して再生を停止し
ます（ [PLAY]インジケーター消灯）。

STEP3
録 音
D8へのさまざまな録音方法について説明しま
す。目的にあった録音をしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 録 音（アナログ録音）

通常は、ドラムスなどのリズム楽器を最初に録音し、
その演奏を聴きながらベース、ギターやボーカルを録
音していきます。
ここでは基本的な録音のしかたとして、1つのトラッ
クに録音する方法と、2つのトラックに同時に録音す
る方法について説明します。

■入力機器の接続とレベル調節
1 D8の[MASTER]フェーダーを絞り、INPUT 1端子に

楽器等を接続します。1つのトラックに録音するとき
は必ずINPUT 1端子に接続してください。2トラック
同時録音時にのみINPUT 2端子が有効になります。

GUITAR TRIM 1 TRIM 2INPUT 1 INPUT 2
LINE/MIC

◇ 2つのトラックに同時に録音をするときはINPUT 1端
子とINPUT 2端子に接続します。このときエレクト
リック･ギター/ベースを使うときはこれらを優先して
INPUT 1端子に接続してください。また、ステレオ録
音するときは楽器のLチャンネル出力をINPUT 1端子
に、Rチャンネル出力をINPUT 2端子に接続します。

2 INPUT 1端子に接続した楽器の入力インピーダンスを
[GUITAR-LINE/MIC]スイッチで切り換えます。
GUITAR: ギターやベース等の出力インピーダンス

が高い楽器を入力するときに選びます。
MIC/LINE: マイクやライン機器（キーボード、ミキ

サーなど）を入力するときに選びます。

[GUITAR-LINE/MIC]スイッチはINPUT 1端子専用で
す。INPUT 2端子にギター/ベースを接続するときは
コンパクト･エフェクター等を経由して入力してくだ
さい。

3 [REC SELECT]キーを数回押して、
INPUT1/2（インジケーター点灯）を選
びます。

4 チャンネル1の[TRACK STATUS]
キーを数回押して、REC（ANALOG）
（インジケーター赤色点滅）を選び、
録音トラックにします。

◇ 2つのトラックに同時に録音をするときは奇数･偶数で
隣り合う2つのトラック（1-2、3-4、5-6、7/8）の
[TRACK STATUS]キーを押して、REC（ANALOG）（イン
ジケーター赤色点灯）を選び、録音トラックにします。

REC�
SELECT

INPUT 1/2

MASTER

DIGITAL IN

1�
L

赤色点滅 

1

1�
L

緑色点灯 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. 録音（デジタル録音）

デジタル出力を持つ楽器やCD、DATなどの外部デジ
タル機器からデジタル録音を行います。D8のデジタル
入力部にはサンプリング･レート･コンバーターを搭載
していますので、48kHz、32kHzのソースを44.1kHz
に変換して録音することができます。
ここでは例として、トラック3と4にステレオで録音し
ます。2つのトラックに同時に録音をするときは奇数･
偶数で隣り合う2つのトラック（1-2、3-4、5-6、7/8）
に録音します。

デジタル録音時、エフェクトはオフになり、すべてのト
ラックにもエフェクトを使用することができません。

■入力機器の接続とレベル調節
1 本体の[MASTER]フェーダーを絞り、DIGITAL IN端子

にキーボードやCD、DATなどのデジタル出力端子を
接続します。

2 [REC SELECT]キーを押してDIGITAL IN
（インジケーター点灯）を選びます。

3 チャンネル3と4の[TRACK STATUS]キーを押して、
REC（DIGITAL）（インジケーター橙色点滅）を選び、ト
ラック3と4を録音トラックにします。

4�
R

3�
L

橙色点滅 

4 ディスプレイのチャンネル･レベル･メーターを見なが
らチャンネル3と4の[CHANNEL]フェーダーを上げ下
げして、トラック3と4の録音レベルを調節します。

43

“CLIP”が点灯しない範囲でレベルが大きく入るように
設定してください。

■録音開始と停止
5 『1. 録音（アナログ録音）  ■ 録音開始と停止』を参照

して録音します。

■録音内容の確認（再生）
6 録音が終了したら『1. 録音（アナログ録音）  ■ 録音内

容の確認（再生）』を参照して再生します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. EQで音質を変えて録音する

入力音にD8の内蔵2バンド･イコライザー（EQ）をか
け、音質を調節し、その調節した音を録音します。

■ 入力機器の接続とレベル調節
1 前述の『1. アナログ録音』または『2. デジタル録音』を参

照して、録音する機器の接続とレベルを調節します。

アナログ録音時、[TRIM 1]･[TRIM 2]による入力レベ
ルが適切でないと入力音がひずんだり、ノイズが多く
なることがあります。チャンネル･レベル･メーターの
表示選択（47ページ参照）をPostに設定しているときに
チャンネル･レベル･メーターはEQと[CHANNEL]
フェーダーを通った後の音量レベルを表示するため
EQをかけたり、フェーダーをユニティ･ゲイン以外
（またはエフェクト[EFFECT ASSIGN]INPUT1/2時）
にすると入力レベルのみを確認できなくなります。

◇ [SYSTEM]キーを数回押してディスプレイに“ChMtr”
を表示し、[VALUE]ダイヤルを回しPreを選びます。
[TRIM 1]･[TRIM 2]ツマミを回してチャンネル･レベ
ル･メーターの“CLIP”が点灯しない範囲で大きく入る
ように入力レベルを調節します。調節後“ChMtr”の設
定を[VALUE]ダイヤルを回してPostに戻します。

ChMtr:Pre
SYSTEM

E

■ EQを調節する
2 音質を調節するチャンネルの[EQ]キーを押して、

“LEQ＊”または“HEQ＊”（＊はチャンネル番号）を表示
し、[VALUE]ダイヤルを回してEQを調節します。

HEQ1  :+03
EQ

■ 録音開始と停止
3 『1. 録音（アナログ録音）  ■ 録音開始と停止』を参照

して録音します。

■ 録音内容の確認（再生）
4 録音が終了したら『1. 録音（アナログ録音）  ■ 録音内

容の確認（再生）』を参照して再生します。

入力モニター（47ページ参照）がAUTOのとき[TRACK
STATUS]をRECに設定しているトラックには、EQと
フェーダーが入力音にのみかかり、再生音にはかかり
ません。[TRACK STATUS]をRECのまま再生すると
録音したそのものの音を確認することができます。
また、[TRACK STATUS]をPLAYにして再生するとき
は、そのEQの設定のままで再生すると二重にEQがかか
ることになりますので、EQの値を0にしてください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. 入力音にエフェクトをかけて
録音する

INPUT 1/2端子に接続した楽器などの入力音にD8の
内蔵エフェクトをかけ、そのエフェクト音を録音しま
す。

■入力機器の接続とレベル調節
1 『■ 入力機器の接続とレベル調節』（10、11ページ）を

参照して、入力機器の接続とレベル調節をします。

デジタル録音時はエフェクトを使用することができま
せん。

■エフェクトを挿入する場所を決める
2 [EFFECT ASSIGN]キーを数回押して、

INPUT1/2（インジケーター点灯）を選び
ます。

INPUT1/2は、[TRACK STATUS]をRECにしているミ
キサー･チャンネルの入力とEQの間に内蔵エフェクト
を挿入します。

INPUT
OUTPUT

RecTrackEffect

FADER

[EQ]

HEQ LEQ

3 楽器等の入力音を聞きながら以降のエフェクトの各設
定をしてください。

エフェクト（“E”）･レベル･メーターがCLIPまで点灯し
ないように[TRIM]ツマミで調節してください。

■エフェクト･プログラムの選択
4 [EFFECT]キーを数回押して、ディスプレイに図ような

エフェクト･プログラムを表示するページを選びます。

EG1:ROCK
EFFECT

E

5 [VALUE]ダイヤルを回して、エフェクト･プログラム
を選びます。

■エフェクトのエディット
6 エフェクト･プログラムは最大4種類のエフェクトで構

成されています（61ページ参照）。[EDIT]キーを押した
後、[EFFECT]キーを数回押して、エディットするエ
フェクトを選びます。

DISTORT:o˙
EDIT EFFECT

E

7 [VALUE]ダイヤルを回して、6で選んだエフェクトを
使用するときはo（オン）に、使用しないときは-（オフ）
にします。

8 [ ]キーを押してエディットするエフェクト･パラメー
ターを選びます。[ ]キーを押すと次のパラメーター
へ、[ ]キーを押すと前のパラメーターへ移動します
（72ページ参照）。

TYPE:DIST˙

9 [VALUE]ダイヤルを回して値を変えます。

■ エフェクト･プログラムの保存
エディットしたエフェクト･プログラムをそのソングに
使用したいときや、汎用のエフェクト･プログラムとし
てさまざまなソングに使用したいときにはエフェクト･
プログラムをユーザー･バンクに保存してください。

エディットしたエフェクトは、エディット後に保存を
しないで次の操作をするとエディットした設定を失い
ます。

• 他のエフェクト･プログラムを選ぶ
• 他のソングを選ぶ
• 電源をオフにする

10 ［EFFECT］キーを数回押して、ディスプレイに“Ren→
＊＊＊”（＊はエフェクト･プログラム･ネーム）を表示
します。

Ren˘ROCK

11 [ ]キーを数回押して、名前を変更する位置にカーソ
ルを移動し、[VALUE]ダイヤルを回してアルファベッ
トや記号を入力して、名前を付けます。

˙は特殊記号です。この表示を一度変えると新たに選
択することができません。

12 [EFFECT]キーを押して、ディスプレイに“Write→U＊
＊”（Uはユーザー･バンク･エリア、＊＊はエフェクト
番号）表示します。

Write˘U01?
EDIT EFFECT

E

13 [VALUE]ダイヤルを回して保存するエフェクト･プロ
グラムの保存先を選びます。

14 [ ]キーをおよそ1秒押してエフェクト･プログラムと
その名前の保存を実行します。保存が完了するとディ
スプレイに“Completed”を表示します。

保存を実行すると保存先の番号のエフェクト･プログ
ラムを上書きしますので、元のプログラムは失われま
す。

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

E
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■録音開始と停止
15 [REC]キーを押した後、[PLAY]キーを押して録音を開

始し、[STOP]キーを押して録音を終了します（『■ 録
音開始と停止』10ページ参照）。

■録音内容の確認（再生）
16 現在時刻を録音開始した時刻より前に移動します。そし

て録音したトラックの[TRACK STATUS]をPLAYにし、
[PLAY]キーを押して再生、[STOP]キーを押して停止し
ます（『■ 録音内容の確認（再生）』10ページ参照）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5. 入力音にエフェクトをかけて
入力音だけを録音する

録音時にINPUT 1/2端子に接続した楽器などの入力音
にD8の内蔵エフェクトをかけます。ここでは録音する
音は入力音だけです。再生時にさまざまなエフェクト
を試し、最終的な音色は後で決定する場合などに有効
です。

■入力機器の接続とレベル調節
1 『■ 入力機器の接続とレベル調節』（10、11ページ）を

参照して、入力機器の接続とレベル調節をします。

デジタル録音時はエフェクトを使用することができま
せん。

■エフェクトを挿入する場所を決める
2 [EFFECT ASSIGN]キーを数回押して、
MASTER（Send Type）（インジケーター
点灯）を選びます。MASTER（Send
Type）は、センド･バスから内蔵エフェ
クトへ送りマスター･バスに出力します。

INPUT
OUTPUT

RecTrack

Effect

FADER

[EQ]

HEQ LEQ

Snd

3 楽器等の入力音を聞きながら以降のエフェクトの各設
定をしてください。

■入力音をエフェクトへ送る
4 エフェクトをかけたい入力チャンネルの[EFFECT

SEND]キーを数回押して、ディスプレイに“Snd＊”
（＊はチャンネル番号）を表示します。

Snd1  :000
EFFECT�
SEND

5 [VALUE]ダイヤルを回して入力音をエフェクトに送る
量を調節します。

エフェクト（“E”）･レベル･メーターがCLIPまで点灯し
ないように注意してください。

■ エフェクト･プログラムの選択
6 『4. 入力音にエフェクトをかけて録音する　■エフェ

クト･プログラムの選択』を参照して、エフェクト･プ
ログラムを選びます。

■ エフェクトからの戻りレベルと戻りバラン
スの調節

7 [EDIT]キーを押した後、[EFFECT ASSIGN]キーを数
回押して、ディスプレイに“EffRet”（エフェクト･リ
ターン･レベル）を表示します。

EffRet:080
EDIT

E

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

8 [VALUE]ダイヤルを回して、エフェクトからの戻りレ
ベルを調節します。

9 [EFFECT ASSIGN]キーを押して、ディスプレイに
“EffBal”（エフェクト･リターン･バランス）を表示しま
す。

EffBal:CNT

E

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

10 [VALUE]ダイヤルを回して、エフェクトからの戻りバ
ランスを調節します。

■ エフェクト･プログラムの保存
11 『4. 入力音にエフェクトをかけて録音する ■エフェク

トのエディット～■エフェクト･プログラムの保存』を
参照してください。

■ 録音開始と停止
12 [REC]キーを押した後、[PLAY]キーを押して録音を開

始し、[STOP]キーを押して録音を終了します（『■ 録
音開始と停止』10ページ参照）。

■ 録音内容の確認（再生）
13 現在時刻を録音を開始した時刻より前に移動します。そ

して録音したトラックの[TRACK STATUS]をPLAYに
し、[PLAY]キーを押して再生、[STOP]キーを押して停
止します（『■ 録音内容の確認（再生）』10ページ参照）。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6. 入力音に専用ディレイをかける

D8は『4. 入力音にエフェクトをかけて録音する』、『5.
入力音にエフェクトをかけて入力音だけを録音する』
でのエフェクトに加え、入力音にのみディレイをかけ
るモニター･ディレイを内蔵しています。ボーカルや
ギターの録音時にディレイをかけて広がり感を付加し
て歌いやすく、演奏しやすくします。このディレイ音
は録音されません。内蔵エフェクトを占有しませんの
でエフェクトを効率よく使用することができます。

■入力機器の接続とレベル調節
1 『1. 録 音（アナログ録音）  ■ 入力機器の接続とレベ

ル調節』を参照して、入力機器の接続とレベル調節を
します。

デジタル録音時、エフェクトおよびモニター･ディレ
イを使用することができません。

■モニター･ディレイのオン/オフ
2 [EFFECT ASSIGN]キーを数回押して、

INPUT1/2（インジケーター点灯）を選び
ます。

3 [ E F F E C T ] キーを数回押して、ディスプレイに
“MoniDly”を表示します。

MoniDly:o˙
EFFECT

E

4 [VALUE]ダイヤルを回して、モニター･ディレイをオ
ン（o）します。

［EFFECT ASSIGN］INPUT1/2、［REC SELECT］IN-
PUT1/2選択時、［TRACK STATUS］REC（ANALOG）
のトラックにのみ、モニター･ディレイのオンが機能
し、INPUT 1/2端子に入力した音に対してモニター･
ディレイがかかります。

■モニター･ディレイのエディット
5 [ ]キーを押してエディットするモニター･ディレイ･

パラメーターを選びます。[ ]キーを押すと次のパラ
メーターへ、[ ]キーを押すと前のパラメーターへ移
動します（74ページ参照）。

T :200ms

6 ［VALUE］ダイヤルを回して値を設定します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7. 録音したトラックを聴きなが
ら、別のトラックに録音する
（オーバー･ダビング）

録音したトラックを聴きながら、別のトラックに録音
することを「オーバー･ダビング」といいます。
ここでは例として、トラック1に録音した音を再生し
ながら、トラック2にアナログ録音をします。

■ 再生/録音トラックの選択
1 録音したトラック1の[TRACK STATUS]キーを数回

押してPLAY（インジケーター緑色点灯）を選び、再生
トラックにします。

2�
R

1�
L

赤色点滅 緑色点灯 

2 トラック2の[TRACK STATUS]キーを数回押してREC
（ANALOG）（インジケーター赤色点滅）を選び、録音ト
ラックにします。

3 3～7/8の[CHANNEL]フェーダーを絞るか、[TRACK
STATUS]キーを数回押してMUTE（インジケーター消
灯）を選び、ミュート･トラックにして、再生時に音が
出ないようにします。

■ 録音トラックへの入力機器の接続とレベル調節
4 『■ 入力機器の接続とレベル調節』（10、11ページ）を

参照にして、INPUT 1端子に楽器等を接続して入力レ
ベルを設定してください。

5 演奏しやすいように再生トラックの音量レベルを
[CHANNEL]フェーダーを上下させて調節します。

■ 録音開始と停止
6 [REC]キーを押した後、[PLAY]キーを押して録音を開

始し、[STOP]キーを押して録音を終了します（『■ 録
音開始と停止』10ページ参照）。

■ 録音内容の確認（再生）
7 現在時刻を録音開始した時刻より前に移動します。そし

て録音したトラックの[TRACK STATUS]をPLAYにし、
[PLAY]キーを押して再生、[STOP]キーを押して停止し
ます（『■ 録音内容の確認（再生）』10ページ参照）。

■ アンドゥ
◇　録音後やトラックの編集後、またはリドゥ後、ディス

プレイに マークを表示します。[UNDO]キーを押
すとアンドゥを実行し、事前の状態に戻ります。

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

E
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8. 演奏の一部分を手動で録音する
（マニュアル･パンチ･イン/アウト）

録音した演奏の一部分を間違えたり、思ったような演奏
ができなかったときに、ソングの先頭から録音せずにそ
の一部分だけを録音し直すことができます。

「パンチ･イン」とは、ソングを再生状態から録音状態
に切り換えることをいい、「パンチ･アウト」は、逆に
ソングを録音状態から再生状態に切り換えることをい
います。
「マニュアル･パンチ･イン/アウト」とは、手動でパン
チ･インとパンチ･アウトを切り換えることをいいま
す。D8では再生中に[REC]キーを押すか、フット･ス
イッチ＜別売＞を踏むことによって録音を開始し、
[REC]キーまたは[PLAY]キーを押すか、フット･ス
イッチを踏むことによって録音を終了します。

REC

フット･スイッチ フット･スイッチ 

or or or

録音終了 録音開始 （再生） （録音） （再生） 

REC PLAY

■入力機器の接続とレベル調節
1 『■ 入力機器の接続とレベル調節』（10、11ページ）を参

照してください。このとき入力する楽器の音量が録音し
たトラックと音量差がないように調節してください。

■入力モニターの選択
2 [SYSTEM]キーを数回押して（インジケーター点灯）、

ディスプレイに“Mon”を表示した後、[VALUE]ダイヤ
ルを回して、Autoを選びます。

Mon:Auto
SYSTEM

E

■録音開始と停止
3 現在時刻を録音し直す時刻より前に移動します。

[STOP]キー押しながら[REW]キーを押すとソングの
先頭に移動します。

4 [PLAY]キーを押して（インジケーター点
灯）、再生を開始します。
RECに設定した[TRACK STATUS]イン
ジケーターが点滅し、トラック音が聴こ
えます。

[TRACK STATUS]をRECに設定しているトラックに
はEQとフェーダーが入力音にのみかかり、再生音には
かかりません。入力レベルを設定した後、再生してい
る間にフェーダーやEQの値を変えると入力音の音量、
EQが変更されてしまうので変更しないでください。

5 録音し直したい時刻で[REC]キーを押すと（マニュア
ル･パンチ･イン）、[TRACK STATUS]インジケーター

が点滅から点灯へ切り換わり、録音状態になります。
このとき外部入力音が聴こえます。演奏を始めて録音
してください。

2�
R

REC

6 録音を終了したい時刻でもう一度[REC]キーを押すか
[PLAY]キーを押すと録音状態から再生状態に切り換
わります。（マニュアル･パンチ･アウト）
[TRACK STATUS]インジケーターが点滅、[REC]イ
ンジケーター消灯し、トラック音が聴こえます。

7 [STOP]キーを押して（ [PLAY]インジケーター消灯）ソ
ングの再生を停止します。

■ 録音内容の確認（再生）
8 現在時刻を録音開始した時刻より前に移動します。そし

て録音したトラックの[TRACK STATUS]をPLAYにし、
[PLAY]キーを押して再生、[STOP]キーを押して停止し
ます（『■ 録音内容の確認（再生）』10ページ参照）。
また、[TRACK STATUS]をRECのまま再生すると
フェーダーとEQを通らない録音したそのものの音を
確認することができます。

■ フット･スイッチを使ったマニュアル･パン
チ･イン/アウト
フット･スイッチ＜別売＞を押すことによって、演奏
しながらや、離れたところから再生/録音を切り換え
ることができます。また、ソングの先頭からきちんと
録音したいときにも有効です。

◇ FOOT SW端子にフット･スイッチを接続します。
[SYSTEM]キーを数回押して（インジケーター点灯）、
ディスプレイに“Fsw”を表示し、[VALUE]ダイヤルを
回してPncI/Oを選びます。上記操作5、6で[REC]キー
押す変わりに（併用も可）、フット･スイッチを踏むこ
とによって行います。

Fsw:PncI/O
SYSTEM

E

◇ ソングを先頭から録音を開始するには、ソングの先頭
で[REC]キーを押し（インジケーター点滅）、フット･ス
イッチを押すと録音が始まります。

録音や編集の取り消し（アンドゥ/リドゥ）
録音や後に説明するトラックのコピーまたは削除など
の編集をした後に事前の状態に戻すことができます。
録音後、トラックの編集後やリドゥ後、ディスプレイ
の右側に“ ”マークを表示します。これらが表示さ
れているときは、その前の状態に戻すことができま
す。またアンドゥ実行後、“ ”を表示し、
アンドゥを行う前の状態に戻すリドゥが行
えます。
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■アンドゥ
◇　録音後やトラックの編集後、またはリドゥ後、ディス

プレイに“ ”を表示します。[UNDO]キーを押すと
アンドゥを実行し、事前の状態に戻ります。

■リドゥ
◇　アンドゥ実行後、ディスプレイに“ ”マークを表示し

ます。[UNDO]キーを押すとリドゥを実行し、リドゥ
前の状態に戻ります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9. 演奏の一部分を自動で録音する
（オート･パンチ･イン/アウト）

「オート･パンチ･イン/アウト」とは、あらかじめ設定
しておいた時刻でパンチ･インとパンチ･アウトを自動
的に切り換えることをいいます。録音し直したい部分
を正確にとり直すことができます。演奏に集中したい
ときなどに便利です。

IN�
(LOC 1)

OUT�
(LOC 2)

録音終了 録音開始 

プリ･ 
ロール･ 
タイム 

ポスト･ 
ロール･ 
タイム 

（再生） （録音） （再生） 

■ IN、OUT時刻の登録
録音開始時刻をIN（パンチ･イン）として、録音終了時
刻をOUT（パンチ･アウト）として登録します。

1 現在時刻を録音を開始する時刻へ移動します（『1. 現在
時刻の移動』22ページ参照）。

2 [STORE]キーを押して登録待機中にします。ディスプ
レイに“Store”を表示します。

Store˘
STORE

3 [IN/LOC 1]キーを押します。“Store→In（登録先）”を
表示し、IN（パンチ･イン）を登録します。
キーを離すと登録する前にいたページに戻ります。

Store˘In
IN /�

LOC 1

4 上記1～3を参照して、現在時刻を録音を終了する時刻
へ移動して、[STORE]キーを押した後、[OUT/LOC
2]キーを押してOUT（パンチ･アウト）を登録します。

◇ 再生をしながらIN（パンチ･イン）、OUT（パンチ･アウ
ト）を登録することができます。[STORE]キーを押し
た後、録音を開始する時刻で［IN/LOC1］キーを、同様
に［STORE］キーを押した後、録音を終了する時刻で
[OUT/LOC 2]キーを押します。

■ 入力機器の接続とレベル調節
5 『■ 入力機器の接続とレベル調節』（10、11ページ）を参

照してください。このとき入力する楽器の音量が録音し
たトラックと音量差がないように調節してください。

■ 入力モニターの選択
6 [SYSTEM]キーを数回押して（インジケーター点灯）、

ディスプレイに“Mon”（SYSTEM P3参照）を表示した
後、[VALUE]ダイヤルを回して、Autoを選びます。

Mon:Auto
SYSTEM

E

■ オート･プレイ機能とオート･リピート機能
オート･パンチ･イン/アウトを行うときにオート･プレ
イ機能またはオート･リピート機能を併用すると便利
です （51、52ページ参照）。
オート･プレイ機能オン時、[REC]キーを押した後に
[PLAY]キーを押すと自動的にプリ･ロール･タイムに
移動して再生を開始し、IN～OUT間を録音、ポスト･
ロール･タイムを再生して停止します。また、 オート･
リピート･オン時、オート･プレイ機能の動作を行った
後、停止しないでプリ･ロール･ タイムに移動し、ポス
ト･ロール･タイムまでを繰り返し再生します。

7 [PLAY MODE]キーを1回押すとディスプ
レイに“ ”を表示し、オート･プレイ機能
がオンになります。もう一度[ P L A Y
MODE]キーを押すと“ ”を表示し、オー
ト･リピート機能がオンになります。

8 [EDIT]キーを押した後、[PLAY MODE]キーを数回押
して“PreRol”を表示し、プリ･ロール･タイムを設定し
ます。[VALUE]ダイヤルを回して数値を、[ ]キーを
押した後、[VALUE]ダイヤルを回すことによって単位
を小節（M）または秒(s)で設定します。

PstRol:02M
EDIT PLAY�

MODE

E

9 [PLAY MODE]キーを押して“PstRol”を表示し、8を
参照してポスト･ロール･タイムを設定してください。
設定後、[EDIT]キーを押します。

* 以降の操作10～18は、オート･プレイ機能がオンのと
きの動作です。オート・プレイ/リピート機能を併用
しない場合は、現在時刻をIN時刻より前へ戻してから
録音や再生を開始してください。

■ オート･パンチ･イン/アウトのリハーサル
実際にオート･パンチ･イン/アウトの録音をする前に
録音をする演奏のリハーサルをしておくとよいでしょ
う。リハーサルが必要ないときは、『■ オート･パン
チ･イン/アウトの設定』へ進んでください。

PLAY�
MODE

E
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10 [REC MODE]キーを数回押して、
AUTO PUNCH + REHEARSAL（両イン
ジケーター点灯）を選びます。
AUTO PUNCH + REHEARSALでは、
録音を開始すると入力モニター等が録
音時と同じ動作をして録音のリハーサ
ルをすることができます。

11 [REC]キーを押した後（［REC］･［PLAY］インジケー
ター点滅）、[PLAY]キーを押して（［REC］･［PLAY］イ
ンジケーター点灯）再生を開始します。RECに設定し
た[TRACK STATUS]インジケーターが点滅し、ト
ラック音が聴こえます。

[TRACK STATUS]をRECに設定しているトラックに
はEQとフェーダーが入力音にのみかかり、再生音には
かかりません。入力レベルを設定した後、再生してい
る間にフェーダーやEQの値を変えると入力音の音量、
EQが変更されてしまうので変更しないでください。

12 IN時刻に達すると[TRACK STATUS]インジケーター
が点滅から点灯、［REC］インジケーターが点滅へ切り
換わり、外部入力音が聴こえます。演奏のリハーサル
を始めてください。

13 OUT時刻に達すると[TRACK STATUS]インジケー
ターが点滅、［REC］インジケーターが消灯し、トラッ
ク音が聴こえますので、演奏のリハーサルを止めてく
ださい。

■オート･パンチ･イン/アウトの設定
14 [REC MODE]キーを数回押して、
AUTO PUNCH（インジケーター点灯）を
選びます。

■録音開始と停止
15 [REC]キーを押した後（［REC］･［PLAY］インジケー

ター点滅）、[PLAY]キーを押して（［REC］･［PLAY］イ
ンジケーター点灯）再生を開始します。
RECに設定した[TRACK STATUS]インジケーターが
点滅し、トラック音が聞こえます。

16 IN時刻に達すると[TRACK STATUS]インジケーター
が点滅から点灯へ切り換わり、録音状態になります。
このとき外部入力音が聞こえます。演奏を録音してく
ださい。

17 OUT時刻に達すると[TRACK STATUS]インジケー
ターが点滅、[REC]インジケーターが消灯し、録音が
終了します。トラック音が聞こえます。

■録音内容の確認（再生）
18 現在時刻を録音開始した時刻より前に移動します。そし

て録音したトラックの[TRACK STATUS]をPLAYにし、
[PLAY]キーを押して再生、[STOP]キーを押して停止
します（『■ 録音内容の確認（再生）』10ページ参照）。
また、[TRACK STATUS]をRECのまま再生すると
フェーダーとEQを通らない録音したそのものの音を
確認することができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10. 複数トラックの演奏を1つ
または2つのトラックにま
とめる（バウンス）

複数のトラックの演奏を1つにまとめて別のトラック
に録音し、元のトラックを別の録音用トラックとして
確保します。この操作を「バウンス」または「ピンポン
録音」といいます。再生したいトラックの演奏が8つの
トラックに納まらないときなどに使用します。
ここでは例としてトラック1～5の音をトラック6にま
とめます。また、同様にトラック1～5のトラックの音
を、トラック7と8にステレオでまとめる場合について
も説明します。

Track 1�
Track 2�
Track 3�
Track 4�
Track 5

Track 6 (1+2+3+4+5)

■ 再生トラックと録音トラックの設定
1 [ REC  SELECT ]キーを数回押して
INPUT1/2+MASTER（両方のインジ
ケーター点灯)にします。I NPUT1 /
2+MASTERではマスター・バスからの
入力を録音することができます。

2 トラック1～5の各[TRACK STATUS]キーを数回押し
てPLAY（インジケーター緑色点灯）にして再生トラッ
クにします。トラック6の[TRACK STATUS]キーを
数回押してREC（ANALOG）（インジケーター赤色点滅）
にして録音トラックにします。

緑色点灯 

5�
L

赤色点滅 

1�
L

6�
R

◇ トラック7と8にステレオでまとめる場合は、トラック
7/8の[TRACK STATUS]キーを数回押してREC
(ANALOG)（インジケーター赤色点滅）にして録音ト
ラックにします。

3 録音するトラック6のバスは[TRACK STATUS]キー
上の表示“R”です。トラック1～5の[PAN]ツマミを右
一杯（R）に回して音声を右チャンネルに送ります。

1つのトラックにバウンスするときは、必ずバウンス
先のトラックの[TRACK STATUS]キー上の表示“L”ま
たは“R”に、バウンス元のトラックの[PAN]ツマミを
合わせてください。

PAN

L R

1

PAN

L R

5

◇ トラック7と8にステレオでまとめる場合は、トラック
1～5の[PAN]ツマミを回して各トラックの好みの位置
に定位します。
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■再生レベルと録音レベルの調節
4 [PLAY]キーを押して再生を開始します。

5 [CHANNEL]フェーダー1～5を上げて各トラックの再
生レベルを調節します（25ページ参照）。

6 [MASTER]フェーダーを上げてトラック6の録音レベ
ルを調節します。
マスター･レベル･メーターRにトラック6の録音レベ
ルを表示します。

◇ トラック7 と8 にステレオでまとめる場合は、
[MASTER]フェーダーはトラック7/8の録音レベルと
なり、マスター･レベル･メーターL･Rに録音レベルを
表示します。

7 [CHANNEL]フェーダー6はINPUT 1の入力レベル調節に
なりますので、バウンスしながら、入力音を録音する場
合は[CHANNEL]フェーダー6を上げて調節してくださ
い。録音しない場合はフェーダーを絞ってください。

◇ トラック7 と8 にステレオでまとめる場合は、
[CHANNEL]フェーダー7/8が入力レベル調節になりま
す。

8 録音しないトラック7･8は[CHANNEL]フェーダー7/8
を絞るか、[TRACK STATUS]キーを数回押して
MUTE（インジケーター消灯）にします。

◇ トラック7と8にステレオでまとめる場合は、録音しな
いのはトラック6です。[CHANNEL]フェーダー6を絞
るか、MUTEしてください。

■ EQ、エフェクトをかけて録音する
9 必要に応じてトラック1～5にEQをかけて録音します

（26ページ参照）。

10 必要に応じてトラック1～5にエフェクトをかけて録音
します。エフェクトのかけ方については『3. 再生音に
エフェクトをかける』（21ページ）、『2. ミックス･ダウ
ン時に内蔵エフェクトをかける』（28ページ）を参照し
てください。

[EFFECT ASSIGN]にMASTER(Send Type)選択時、エ
フェクトへ送られる信号はモノラルになりますのでス
テレオ入力タイプのエフェクトを選択しても、ステレ
オ効果が得られない場合があります。

■録音開始と停止
11 [REC]キーを押した後、[PLAY]キーを押して録音を開

始し、[STOP]キーを押して録音を終了します（『■ 録
音開始と停止』10ページ参照）。

■録音内容の確認（再生）
12 [TRACK STATUS]キーを押してトラック1～5を

MUTE（インジケーター消灯）し、トラック6をPLAY（イ
ンジケーター緑色点灯）にします。そして[CHANNEL]
フェーダー6を上げて再生レベルを調節します。

◇ トラック7と8にステレオでまとめた場合、[TRACK
STATUS]をトラック7/8はPLAY、それ以外はMUTE
にし、[CHANNEL]フェーダー7/8を上げて再生レベル
を調節します。

13 現在時刻を録音を開始した時刻より前に移動し、
[PLAY]キーを押して再生、[STOP]キーを押して停止
します（『■ 録音内容の確認（再生）』10ページ参照）。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11. メトロノームを聴きながら
の録音

D8には拍子ごとに数多くのメトロノーム･パターンが
納められています（『メロトノーム･パターン･リスト』
参照）。急に曲のアイデアが浮かんだときなどに、リ
ズム･マシーン等を接続することなく内蔵のメトロ
ノーム･パターンをガイドにして録音することができ
ます。

メトロノーム音は録音されません。
メトロノーム音はOUTPUT L･R端子からマスター音
声出力と共に出力します。

■メトロノームのオン/オフ
1 [METRONOME]キーを押して、メトロノームON（インジ

ケーター点灯）にします。
録音または再生を行うとメトロノーム音が鳴り始め

ます（『■  再生時と録音時にメトロノーム音を鳴らす』
参照）。

METRO�
NOME

E

■メトロノームの音量調節
2 [EDIT]キーを押した後（メトロノーム音が鳴ります）

（インジケーター点灯）、[METRONOME]キーを押し
て、ディスプレイに“M e t V o l ”を表示します。
“M e t M o d ”が表示される場合は、もう一度
[METRONOME]キーを押します。

MetVol:080
EDIT METRO�

NOME

E

◇ また[EDIT]キーを押さずに、[TEMPO]キーを数回押
すことによっても“MetVol”を表示し、メトロノームの
音量を調節することができます。

3 [VALUE]ダイヤルを回して、適当な音量にします。

■再生時と録音時にメトロノーム音を鳴らす
4 [METRONOME]キーをもう一度押して、ディスプレ

イに“MetMod”を表示します。

MetMod:P+R
METRO�
NOME

E

5 [VALUE]ダイヤルを回して、P+R（Play+Recording）
を選びます。これで再生時と録音時にメトロノーム音
が鳴ります。また、Recでは録音時のみメトロノーム
が鳴るようになります。

■ テンポと拍子の設定
6 [TEMPO]キーを押して（［EDIT］キーを押してインジ

ケーター消灯）、“0:120|4/4”などのテンポと拍子を表
示します（メトロノーム音が鳴ります）。

0:120|4/4˙
TEMPO

E

7 [VALUE]ダイヤルを回して、左端に0を表示します。
0はソングの先頭に置かれる基本となるテンポです。

8 [ ] キーを押してテンポにカーソルを移動し、
[VALUE]ダイヤルを回してテンポを設定します。同様
に、[ ] キーを押して拍子にカーソルを移動し、
[VALUE]ダイヤルを回して拍子を設定します。

◇ [METRONOME]キーを押して、メトロノーム音をオ
ン/オフすることができます。

■ メトロノーム･パターンの選択
9 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回してメト

ロノーム･パターンを選択します（『メトロノーム･パ
ターン･リスト』参照）。

˙:Metro4 ˙

◇ ソングの途中で拍子やテンポ、メトロノーム･パター
ンを変更することができます。（『テンポ･マップの設
定』34ページ参照）。

■ 入力機器の接続とレベル調節
10 入力機器を接続して、録音レベルを調節します。『■

入力機器の接続とレベル調節』（10、11ページ）を参照
して設定します。

■ 録音開始と停止
11 [REC]キーを押すとカウントが始まり、[PLAY]キーを

押して録音を開始すると選択したメトロノーム音が鳴
ります。メトロノーム音に合わせながら演奏をしてく
ださい（『■ 録音開始と停止』10ページ参照）。

■ 録音内容の確認（再生）
12 現在時刻を録音を開始した時刻より前に移動します。そ

して録音したトラックの[TRACK STATUS]をPLAYに
し、[PLAY]キーを押して再生、[STOP]キーを押して停
止します（『■ 録音内容の確認（再生）』10ページ参照）。

第

2章

 
オペ
レー
ショ
ン編
 

録　音 



20

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12. トリガー録音

入力音をトリガーにして録音を開始します。D8への音
声入力と同時に録音が始まります。

■ 入力機器の接続とレベル調節
1 『■ 入力機器の接続とレベル調節』（10、11ページ）を参

照して、録音するトラックを設定します。

■ トリガー録音の準備
2 [TRIGGER]キー押して、トリガーをオン（インジケー

ター点灯）にします。

TRIGGER

E

3 録音する時刻へ移動します。

4 [REC]キーを押して録音待機状態（インジケーター点
滅）にします。

■ トリガー録音の開始
5 演奏を始めます。入力がスレッショルド･レベルを越

えたところから録音が始まります。

プリ･トリガー･タイムを000mS以外に設定している
場合、録音をその秒前から開始し、その時間分の音が
消えますので注意してください（53ページ参照）。

6 演奏が終わったら[STOP]キーを押して録音を終了し
ます。

■録音内容の確認（再生）
7 現在時刻を録音開始した時刻より前に移動します。そし

て録音したトラックの[TRACK STATUS]をPLAYにし、
[PLAY]キーを押して再生、[STOP]キーを押して停止し
ます（『■ 録音内容の確認（再生）』10ページ参照）。

■スレッショルド･レベルの調節
録音が始まる位置が不適切なときは、どのくらいの音
量レベルに達したときに録音が始まるかをEDIT TRIG-
GER P1（53ページ参照）で設定し直してください。

STEP4
再 生
D8のさまざまな再生方法について説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 再 生
基本的な再生のしかたです。後述する『ミキサーの調
節と登録』も参照してください。

■ 再生トラックを選択する
1 録音したトラックの[ T R A C K

STATUS]キーを押してPLAY（イン
ジケーター緑色点灯）を選び、再生ト
ラックにします。

■ 現在時刻をソングの先頭に移動する
2 [STOP]キーを押しながら[REW]キーを押します。

その他の時刻に移動する場合は『現在時刻の移動』を参
照してください。

■ 再生開始と停止
3 [PLAY]キーを押して再生します（インジケーター点灯）。

4 [STOP]キーを押して停止します（[PLAY]インジケー
ター消灯）。

◇ フット･スイッチ＜別売＞を押すことによって再生開
始と停止が行えます（47ページ参照）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. ソングのある区間を1回また
は繰り返し再生する

ソングのIN～OUT区間を1回再生する「オート･プレイ
機能」、IN～OUT区間を繰り返し再生する「オート･リ
ピート機能」をオンにすることによって、その区間を
簡単に、再生/繰り返し再生をすることができます。
また、これらの機能はオート･パンチ･イン/アウト録
音と併用すると便利です。

1 再生したいトラックの[TRACK STATUS]キーを数回
押してPLAY（インジケーター緑色点灯）にします。

2 再生したい区間をINとOUTに登録します（『ロケート･
ポイント（LOC1、LOC2、LOC3）』23ページ参照）。

3 IN～OUT区間を1回再生するときは、
[PLAY MODE]キーを数回押して、ディス
プレイに“ ”を表示します。

IN～OUT区間を繰り返し再生するときは、[PLAY
MODE]キーを数回押して、ディスプレイに“ ”を表
示します。

4 “ ”表示時、[PLAY]キーを押すとIN～OUT区間を再
生して自動的に停止します。
“ ”表示時、[PLAY]キーを押すとIN～OUT区間を繰
り返し再生します。[STOP]キーを押して停止してく
ださい。

1�
L

緑色点灯 

PLAY�
MODE

E
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3. 再生音にエフェクトをかける

■再生トラックを選択する
1 再生したいトラックの[TRACK STATUS]キーを押し

てPLAY（インジケーター緑色点灯）を選び、再生ト
ラックにします。

2�
R

1�
L

緑色点灯 

■エフェクトを挿入する場所を決める
2 [EFFECT ASSIGN]キーを数回押して、
MASTER（Send Type）（インジケーター点
灯）を選びます。MASTER（Send Type）
は、センド･バスから内蔵エフェクトへ
送りマスター･バスに出力します。

Pb Track
OUTPUT

Effect

FADER

[EQ]

HEQ LEQ

Snd

3 [PLAY]キー押して再生を開始します。

■再生音をエフェクトへ送る
4 エフェクトをかけたい再生トラックの[ E F F E C T

SEND]キーを数回押して、ディスプレイに“Snd＊”
（＊はチャンネル番号）を表示します。

Snd1  :080
EFFECT�
SEND

5 [VALUE]ダイヤルを回して再生音をエフェクトに送る
量を調節します。

エフェクト（“E”）･レベル･メーターがCLIPまで点灯し
ないように注意してください。

■エフェクト･プログラムの選択

■エフェクトからの戻りレベルと戻りバラン
スの調節

■エフェクトのエディット

■エフェクト･プログラムの保存
6 『■ エフェクト･プログラムの選択』～『■ エフェクト･

プログラムの保存』（12、13ページ）を参照して、エ
フェクト･プログラムの各設定をします。

[EFFECT ASSIGN]にMASTER(Send Type)選択時、エ
フェクトへ送られる信号はモノラルになりますのでス
テレオ入力タイプのエフェクトを選択しても、ステレ
オ効果が得られない場合があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. 再生音に外部のエフェクトを
かける

1 D8のAUX OUT端子に外部エフェクトのINPUT端子
を、D8のAUX IN端子に外部エフェクトのOUTPUT端
子を接続します。外部エフェクトがステレオ出力の場
合はOUT L･R端子をD8のAUX IN L･R端子に接続し
ます。

外部エフェクター 

INPUTOUTPUT

L R

WRITE

UTILITY

PROGRAM�

EDIT

DISPLAY�

SELECT

INDIVIDPROGRAM BYPASS

ACHAIN/EFFECT

[BYPASS]

B C D E F

POWER

CARD

2 [EFFECT ASSIGN]キーを数回押して、MASTER
（Send Type）（インジケーター点灯）を選びます。

INPUT1/2またはMASTER（Global Type）選択時、AUX
IN端子からの入力が無効になります。

3 [PLAY]キー押して再生を開始します。

■ 再生音を外部エフェクトへ送る
4 外部エフェクトをかけたい再生トラックの[EFFECT

SEND]キーを数回押して、ディスプレイに“Aux＊”
（＊はチャンネル番号）を表示します。

Aux1  :100
EFFECT�
SEND

5 [VALUE]ダイヤルを回して再生音を外部エフェクトに
送る量を調節します。

外部エフェクトの入力がクリップしないように注意し
てください。

■ 外部エフェクトからの入力レベルと入力バ
ランスの調節

6 [EDIT]キーを押した後、[EFFECT ASSIGN]キーを数
回押して、ディスプレイに“AuxRet”（外部入力レベ
ル）を表示します。

AuxRet:080
EDIT

E

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

7 [VALUE]ダイヤルを回して、外部エフェクトからの戻
りレベルを調節します。

8 [EFFECT ASSIGN]キーを押して、ディスプレイに
“AuxBal”（外部入力バランス）を表示します。

AuxBal:CNT

E

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

9 [VALUE]ダイヤルを回して、エフェクトからの戻りバ
ランスを調節します。
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5. ソングをプログラム再生する

作成した複数のソングを任意の順番で再生します。
ソングをメドレー再生したり、DATやMDへのミック
ス･ダウン時に連続して録音することができます。プ
ログラム･プレイは複数のドライブ間でも有効です。
ここでは例としてソング番号I（内蔵ドライブ）01→I02
→A（SCSI ID 0）05の順番で再生します。

1 [EDIT]キーを押した後、[PLAY MODE]キーを数回押
して“P＊＊（＊＊は再生する順番）”を表示します。

P01:I01  ˙
EDIT

E

PLAY�
MODE

E

2 [VALUE]ダイヤルを回して再生する1曲目を選びま
す。P01にしてください。

3 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して再生
するドライブを選びます。ここでは内蔵ドライブIを選
びます。

4 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して再生
するソング番号を選びます。ここでは01を選びます。

5 [ ]キーをおよそ1秒押して、再生する1番目の曲を確
定します。確定すると“？”の表示が消えます。

6 [VALUE]ダイヤルを回して再生する2曲目を選びま
す。3～5を参照して、P02にI02を設定します。同様
にP03にA05を設定します。

7 [PLAY]キーを押すとI01から選曲した順番で再生を開
始します。

プログラム再生はこのページにいるときのみ行えま
す。また、このページから出ると選曲した順番をキャ
ンセルします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6. シーンを切り換えながら再生
する

登録したミキサーの設定を「シーン」といい、時間の経
過に合わせて「シーン」を切り換えながら再生すること
ができます（27ページ参照）。

STEP5
時刻の移動と登録
ソングの時刻の移動のしかたについて説明しま
す。また、ソングのある時刻をすぐに呼び出し
たいときなどのためにソングに特定の時刻を登
録する方法についても説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 現在時刻の移動

■ロケーション･カウンターによる移動
1 [ ]キーと[ ]キーを同時に押して、カーソルをロ

ケーション･カウンターの下に置きます。

01:KORG1 ˙
YESNO

2 時刻を移動したい単位（小節M拍子B1/96拍子、マーク
など）*へ[ ]キーまたは[ ]キーを押してカーソルを
移動します。マークについては24ページをご覧くださ
い。

3 ダイヤルを回して時刻を移動します。
右に回すとカウント･アップし、左に回すとカウント･
ダウンします。

* ディスプレイに表示する時刻の単位を変えることがで
きます。4通りの表示方法が行えます（『5. DISPLAY
MODE』51ページ参照）。

■ [STOP]、[REW]、[FF]キーによる移動

前方への移動

◇　[REW]キーを押すと、ソングの前方へ移動します。押
し続けると連続的に移動します。また再生中に移動す
ることもできます。

後方への移動

◇　[FF]キーを押すと、ソングの後方へ移動します。押し
続けると連続的に移動します。また再生中に移動する
こともできます。

ソングの先頭時刻への移動/前のソングの先頭時刻への移動

◇　現在時刻がソングの途中にあるときは、[STOP]キー
を押しながら[REW]キーを押すと、ソングの先頭へ移
動します。

現在時刻がソングの先頭にあるときに、[STOP]キー
を押しながら[REW]キーを押すと、1つ前の番号のソ
ングを呼び出し、そのソングの先頭へ移動します。

次のソングの先頭時刻への移動/新しいソングの作成

◇　[STOP]キーを押しながら[FF]キーを押すと、1つ後ろ
のソング番号を呼び出し、そのソングの先頭へ移動し
ます。また、後ろの番号にソングがないときは、次の
番号に新しいソングを作成します（9ページ参照）。
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2. 正確な時刻を検索する

音が鳴り出す正確な時刻を検索したいときや、ロケー
ト･ポイント、マークを登録するときに、スクラブ機
能やプレイ･フロム/プレイ･トゥ機能を使うことによ
り、より正確な時刻への検索と移動が行えます。

■スクラブ機能
オープン･リールのテープ･レコーダーと同様なスクラ
ブ機能が行えます。D8では[VALUE]ダイヤルを回す
ことによってソングを再生し、検索、移動が行えま
す。この機能を「スクラブ」といいます。

1 検索するトラックの[TRACK STATUS]をPLAY（イン
ジケーター緑色点灯）にします。

2 [SCRUB]キーを押して、スクラブ機能を
オン（インジケーター点灯）にします。

3　[VALUE]ダイヤルを回して、音を聴きながら正確な時
刻を検索します。トラック音が[VALUE]ダイヤルの回
転に合わせて再生されます。

このとき、レベル･メーターは各トラックの音量レベ
ルをプリ･フェーダーで表示します。
ダイヤルを停止したとき、その時刻に置ける音量レベ
ルを表示します。

■プレイ･フロム/プレイ･トゥ/スロー･プレイ機能
1 検索するトラックの[TRACK STATUS]をPLAY（イン

ジケーター緑色点灯）にします。

2 [SCRUB]キーを押して、スクラブ機能をオン（インジ
ケーター点灯）にします。

3 [PLAY]キーを押すと、現在時刻から2秒間再生して停
止し、自動的に再生を開始した時刻に戻ります（プレ
イ･フロム）。
[STOP]キー押しながら[PLAY]キー押すと、現在時刻
の約2秒前から現在時刻まで再生して停止します（プレ
イ･トゥ）。
［FF］キーを押すと現在時刻から1/2倍速で再生し、
［STOP］キーを押すと停止し、自動的に再生を開始し
た時刻に戻ります（スロー･プレイ）。

PLAY STOP

◇ スクラブ機能またはスロー･プレイで時刻を検索し、
プレイ･フロム/プレイ･トゥ機能でその位置を確認す
るとよいでしょう。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. ロケート･ポイント
（LOC1、LOC2、LOC3）

特定の時刻を登録して、その時刻へ瞬時に移動するこ
とができます。1ソングにつき最大3箇所に時刻を記憶
する「ロケート」と、同じく1ソングにつき最大100箇
所に時刻を記憶する「マーク」があります。ロケートに
は時刻を呼び出す機能の他に、オート･パンチ･イン/
アウト録音時などのIN/OUT時刻として、また編集
（29ページ参照）時の編集するトラック区間などのIN/
OUT/TO1時刻としても機能します。

■ ロケート･ポイントを登録する
現在時刻をロケート機能を使って登録します。登録す
る時刻を「ロケート･ポイント」といいます。

1 現在時刻を登録したい時刻へ移動します（『1. 現在時刻
の移動』22ページ参照）。

2 [STORE]キーを押して登録待機中にします。ディスプ
レイに“Store”を表示します。

Store˘
STORE

3 登録先の[IN/LOC 1]、[OUT/LOC 2]、[TO/LOC 3]
キーを押します。“Store→＊＊＊（登録先In、Out、
To）”を表示し、現在時刻をキーに登録します。
キーを離すと登録する前にいたページに戻ります。

Store˘In
TO /�

LOC 3
OUT /�
LOC 2

IN /�
LOC 1

再生中または録音中の登録

ソングを再生中または録音中に上記2以降の操作を行
うことによりロケート･ポイントを登録することがで
きます。[IN/LOC 1]、[OUT/LOC 2]、[TO/LOC 3]
キーを押した瞬間の時刻を登録します。

■ ロケート･ポイントへの移動
◇　登録した[IN/LOC 1]、[OUT/LOC 2]、[TO/LOC 3]

キーを押すと、登録した時刻（ロケート･ポイント）へ
移動します。

TO /�
LOC 3

OUT /�
LOC 2

IN /�
LOC 1
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. マーク･ポイント

特定の時刻を登録して、その時刻へ瞬時に移動するこ
とができます。「マーク」は1ソングにつき最大100箇
所まで時刻を記憶することができます。

■マーク･ポイントを登録する
現在時刻をマーク機能を使って登録します。登録する
時刻を「マーク･ポイント」といいます。

1 現在時刻を登録したい時刻へ移動します。

2 [STORE]キーを2度押して登録待機中にします。ディ
スプレイに“Mark”を表示します。

Mark˘
STORE

3 ［IN/LOC 1］、［OUT/LOC 2］、［TO/LOC 3］のいずれ
かのキーを押します。“Mark→M＊＊＊（登録番号）”を
表示し、現在時刻をマーク･ポイントとして登録しま
す。キーを離すと登録する前にいたページに戻ります。

Mark˘M001
TO /�

LOC 3
OUT /�
LOC 2

IN /�
LOC 1

再生中または録音中の登録

ソングを再生中または録音中に上記2以降の操作を行
うことによりマーク･ポイントを登録します。［IN/
LOC 1］、［OUT/LOC 2］、［TO/LOC 3］のいずれか
のキーを押した瞬間の時刻を登録します。

フット･スイッチを使った登録

1 [SYSTEM]キーを数回押してディスプレイに“Fsw”を
表示した後、[VALUE]ダイヤルを回してMarkを選び
ます。

2 フット･スイッチを押した時刻でマーク･ポイントを登
録します。再生中または録音中にも登録できます。

■マーク･ポイントへの移動
1 [ ]キーと[ ]キーを同時に押して、カーソルをロ

ケーション･カウンターの下に置きます。

2 [ ]キーを数回押して、ロケーション･カウンターの下
にすべてのカーソルを表示します。

01:SngNam

3 [VALUE]ダイヤルを回して、登録したマーク･ポイン
トを呼び出し、時刻を移動します。

■ マークを削除する
1 [EDIT]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押し

て、ディスプレイに“Mark”を表示します。

Mark     ˙

E

SYSTEMEDIT

2 [ ]キーを押してディスプレイに“Del”を表示し、
[VALUE]ダイヤルを回して削除するマークを選びま
す。Allではソングのすべてのマークを削除します。

Del˘M004 ?

3 [ ]キーをおよそ1秒押して削除を実行します。削除
が完了すると“Completed”を表示します。[ ]キーを
押して表示を戻してください。
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STEP6
ミキサーの調節と登録
各チャンネルごとに入力・録音・再生時の音
量や音質、定位などを調節し、全体として最
も効果的なサウンドになるようにまとめてい

きます。この作業を「ミキシング」といいます。
また、このミキシングした各設定を「シーン」として登録
し、シーンを時間の経過に合わせて自動的に切り換えなが
ら再生したり、汎用の設定として呼び出します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. ペアリングを設定する

隣り合う奇数･偶数チャンネル（1-2、3-4、5-6）のミキ
サーの各設定を一方のチャンネルの値を変更すること
によって両方のチャンネルの値を同時に変えることが
できます。これを「ペアリング」といいます。ステレオ
録音したトラックをミキシングしたい場合などに便利
です。

ペアリングが行えるのは、[TRACK STATUS]キー、
ハイEQ“HEQ”、ローEQ“LEQ”、エフェクト･センド
“S n d ”、A u xセンド“A u x”、[ P A N ]ツマミ、
[CHANNEL]フェーダーです。
このうち[TRACK STATUS]キーと[CHANNEL]フェー
ダー以外をペアリング･オン時にペアを有効にするか
を事前に設定することができます。

■ペアリングのオン/オフ
1 隣り合う奇数･偶数チャンネル（1-2、3-4、5-6）の

[EFFECT SEND]キーを同時に押すとペアリングがオ
ンになります。

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

PAIR ON / OFF

オン時、ペアリングを有効にした各項目は次のように
操作することができます。

[TRACK STATUS]キー、“HEQ”、“LEQ”、“Snd”、
“Aux”は偶数･奇数チャンネルのどちらからでも設定す
ることができます。
[CHANNEL]フェーダーと[PAN]ツマミ（パンはペアリ
ング時左右バランス調節として機能します）は、奇数
チャンネル（1、3、5）で設定します。偶数チャンネル
での操作は無効になります。

ペアリング･オン時、EQなどを調節するときディスプ
レイは次のように表示をします。

HEQ1-2:+00

2 オフにするときは、もう一度隣り合う奇数･偶数チャ
ンネルの[EFFECT SEND]キーを同時に押します。

■ ペアリングの有効設定
［PAN］ツマミ、“Snd”、“Aux”、“EQ”についてペアリ
ングを有効にするかを選択します。この設定は全ソン
グで共通になります。

1 [EDIT]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して
（インジケーター点灯）、ディスプレイに“ChPairSw”
を表示します。

ChPairSw ˙
SYSTEM

E

2 [ ]キーを押してカーソルを移動した後、[SYSTEM]
キーを押して有効にしたいペアリングの項目を選びま
す。

EQ      :o˙

3 [VALUE]ダイヤルを回して有効（o）/無効（-）を設定し
ます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. 各チャンネルの音量を調節する

各チャンネルの入力･録音･再生時の音量を調節しま
す。OFFからユニティ･ゲイン（ ）*、さらに+12dBの
ゲインを得ることができます。通常、フェーダーをユ
ニティ･ゲインに設定し、音量の小さなチャンネルの
フェーダーを上げるのではなく、他のフェーダーを下
げていくようにして調節していくとよいでしょう。

* ユニティ･ゲインでは音声信号レベルが変化のない状
態になり、音声は最適なレベルになります。

◇ 音量を調節するチャンネルの[CHANNEL]
フェーダーを上げ下げして音声レベルを変
えます。
ペアリング･オン時は奇数チャンネル側で
調節します。

シーンの登録が可能です。

入力モニター（47ページ参照）がAUTOのとき[TRACK
STATUS ]をRECに設定しているトラックには、
フェーダーが入力音に対してのみかかり、再生音には
かかりません（58ページ参照）。

1
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. 音の定位を調節する

各チャンネルの音の定位を調節します。通常、ボーカ
ルやベースを中央に定位し、ギターを左右の一方に、
ピアノをギターの反対側にというように定位します。

◇ [PAN]ツマミまたは[BALANCE]ツマミを回して、各
チャンネルの音の定位を調節します。チャンネル1～6
の[PAN]ツマミでは、L側に回すと音が左に定位し、
右に回すと右に定位します。チャンネル7 / 8 の
[BALANCE]ツマミでは左右のバランスを調節しま
す。ペアリング･オン時[PAN]ツマミは、左右のバラン
スを調節となり、奇数チャンネル側で調節します。

PAN

L R

1

PAN

L R

6
L R

BALANCE

7/8

シーンの登録が可能です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. EQで音質を調節する

各チャンネルの音質をEQで調節します。入力音声に
対し、EQを調節して録音した場合、その音質で録音
されます。

ヒス･ノイズなどの聴き苦しい周波数帯域をカットし
たり、低域または高域をカット/ブーストして音質を
調節します。
通常、EQを使用することによって音がはっきりと引
き締まって聴こえるようにします。各チャンネルの
EQの値を最大までブーストするなど、高めに設定し
すぎると全体のミキシングが極端になり、聴き疲れす
るサウンドになります。EQはカットする方向へも使
用し、できるだけ微妙な値で調節していくとよいで
しょう。

■ハイEQの調節
ハイEQは、10kHzのカットオフ周波数を－15～+15dB
の範囲でカット/ブーストします。

1 音質を調節するチャンネルの[EQ]キーを押して、ディ
スプレイに“HEQ＊”（＊はチャンネル番号）を表示しま
す。キーを押すたびにHEQとLEQが切り換わります。

HEQ1  :+00
EQ

2 [VALUE]ダイヤルを回して、EQゲインを調節します。

■ ローEQの調節
ローEQは、100Hzのカットオフ周波数を－15～+15dB
の範囲でカット/ブーストします。

1 音質を調節するチャンネルの[EQ]キーを押して、ディ
スプレイに“LEQ＊”（＊はチャンネル番号）を表示しま
す。キーを押すたびにHEQとLEQが切り換わります。

LEQ1  :+00
EQ

2 [VALUE]ダイヤルを回して、EQゲインを調節します。

入力モニター（47ページ参照）がAUTOのとき[TRACK
STATUS]をRECに設定しているトラックには、EQが
入力音に対してのみかかり、再生音にはかかりませ
ん。
また、EQをかけて録音した後、EQの設定をそのまま
で[TRACK STATUS]をPLAYにして再生すると二重に
EQがかかってしまいますので注意してください（58
ページ参照）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5. エフェクト･センド、AUXセンド、
トラック･ステータスの設定

エフェクト･センド（“Snd”）は、各チャンネルの内蔵
エフェクトへの送り量を調節します（13、21ページ参
照）。

AUXセンド（“Aux”）は、各チャンネルのAUX OUTへ
の送り量を調節します（21ページ参照）。

トラック･ステータス（[TRACK STATUS]）は、各ト
ラックを録音･再生できる状態に、またミュートしま
す。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6. シーン

ミキシングした各設定を「シーン」として登録し、シー
ンを時間の経過に合わせて自動的に切り換えながら再
生したり、汎用の設定として呼び出します。シーンは
1ソングに最大20まで登録できます。

■シーンの登録
各チャンネルの[CHANNEL]フェーダーによる音量レ
ベル、[PAN]ツマミ、[BALANCE]ツマミによる音の
定位、ハイEQ“HEQ”、ローEQ“LEQ”、エフェクト･セ
ンド･レベル“Snd”、AUXセンド･レベル“Aux”をシー
ンとして登録することができます。

1 シーンを登録する時刻へ現在時刻を移動します。

2 その時刻でのミキサーの各設定を調節します。

3 [STORE]キーを押してディスプレイに“Store”を表示
し、登録待機中にします。

Store˘

4 [SCENE]キーを押して、“Store→S＊＊”（＊は登録先
シーン番号）を表示し、調節したミキサーの設定を
シーンとして現在時刻に登録します。
登録先シーン番号は空いている小さい番号から順に割
り振ります。

Store˘S01
SCENE

READ

E

再生中または録音中の登録

ソングを再生中または録音中に上記3以降の操作を行
うことによりシーンを登録することができます。
そのときは[SCENE]キーを押した瞬間の時刻とミキ
サーの設定をシーンとして登録します。

■ シーンをソングの再生中に切り換える
登録したシーンを時間の経過に合わせて切り換えなが
ら再生します。

1 『■ シーンの登録』を参照して、ソングの各時刻にシー
ンを登録します。

2 [SCENE]キーを押して、シーン･リード･オン（インジ
ケーター点灯）にします。オン/オフは押すたびに切り
換わります。

SCENE

READ

E

3 再生したい時刻へ移動し、［PLAY］キーを押して再生
を開始します。（『1. 再生』20ページ参照）。

登録した時刻になるとシーンが自動的に切り換わりま
す。

■ シーンを呼び出す
1 [SCENE]インジケーターが点灯しているときは、

[SCENE]キーを押してシーン･リード･オフ（インジ
ケーター消灯）にします。

SCENE

READ

E

2 [EDIT]キーを押した後、[SCENE]キーを押してディス
プレイに“S＊＊:Fader”（＊はシーン番号）を表示しま
す。

S01:Fader
EDIT SCENE

READ

E

3 [VALUE]ダイヤルを回してシーン番号を選びます。選
択したシーンが呼び出されます。

■ シーンの削除
1 [EDIT]キーを押した後、[SCENE]キーを数回押して

ディスプレイに“Del→S＊＊”（＊はシーン番号）を表示
します。

Del˘S01  ?
EDIT SCENE

READ

E

2 [VALUE]ダイヤルを回して、削除するシーン番号
（S01～S20）を選びます。Allを選択するとすべての
シーンを削除することができます。

3 [ ]キーをおよそ1秒押して削除を実行します。削除
が完了すると“Completed”を表示します。[ ]キーを
押して表示を戻してください。
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STEP7
ミックス･ダウン
各トラックに録音、ミキシングして完成した
ソングを外部のカセット･ テープ･ レコー
ダー、DATレコーダーやMDレコーダーなど

の2チャンネル･レコーダーに録音します。この作業を「ミッ
クス･ダウン」といいます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. マスター･テープに録音する
（ミックス･ダウン）

■完成したソングの確認
1 各トラックの音量レベルを[CHANNEL]フェーダーで

調節します。

2 各トラックの音の定位を[PAN]ツマミ、[BALANCE]
ツマミで調節します。

3 各トラックの音質を［EQ］キーを押して［VALUE］ダイ
ヤルで調節します。

4 エフェクトを調節します。ミックス･ダウン時にかけ
ると効果的なエフェクトについては『2.ミックス･ ダ
ウン時にエフェクトをかける』をご覧ください。

■外部録音機器の接続と録音
5 アナログ録音する場合は、カセット･テープ･レコー

ダー、DATレコーダーやMDレコーダーなどのアナロ
グのLINE IN端子にD8のOUTPUT L/R端子をRCAピ
ン･ケーブルで接続します。

カセットテープ･ 
レコーダーなど 

LINE IN L

R

デジタル録音する場合は、DATレコーダーやMDレ
コーダーなどのDIGITAL IN端子にD8のDIGITAL OUT
端子をオプティカル･ケーブルで接続します。

DAT･MDレコーダーなど 
DIGITAL IN

6 D8を再生して、カセット･テープ･レコーダー、DAT
レコーダーやMDレコーダーなどに録音するレベルを
調節した後、D8をソングの先頭に戻してレコーダーに
録音してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. ミックス･ダウン時にエフェ
クトをかける

ミックス･ダウン時、リミッター（入力信号の音量を一
定にするエフェクト）やコンプレッサー（入力信号を圧
縮し、音の粒をそろえてパンチを与えるエフェクト）
などのエフェクトを通すことによって、外部レコー
ダーに音量のバラツキを少なくして出力し、録音する
ことができます。

■ エフェクトを挿入する場所を決める
1 [EFFECT ASSIGN]キーを数回押して、MASTER
（Global Type）（インジケーター点滅）を選びます。

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

E

点滅 

Pb Track

OUTPUT

Effect

Master�
FADER

Master�
�L�R

PAN

2 再生しながら以降のエフェクトの各設定をしてくださ
い。

■ エフェクト･プログラムの選択
3 『■ エフェクト･プログラムの選択』（12ページ）を参照

して、“DY1：˙LIMIT”（TOTAL LIMITER）などのエ
フェクト･プログラムを選びます。

■ エフェクトのエディット

■ エフェクト･プログラムの保存
4 『■ エフェクトのエディット』～『■ エフェクト･プロ

グラムの保存』（12ページ）を参照して、必要に応じて
エフェクト･プログラムの各設定をします。
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STEP8
トラックの編集
トラックに関する編集（コピー、空白の挿入、
削除、交換など）について説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. IN、OUT、TO時刻の登録

トラック･データーの編集時、編集する時刻を登録す
る必要があります。『3.ロケート･ポイント （LOC1、
LOC2、LOC3）』（23ページ）で説明したLOC1はIN時
刻、LOC2はOUT時刻、LOC3はTO時刻として機能し
ます。

1 現在時刻をIN時刻として登録する時刻へ移動します
（『1. 現在時刻の移動』22ページ参照）。

IN時刻は、各編集時、次のようになります。
コピー･トラック時: コピー元のコピーを開始する時刻
インサート･トラック時: 空白を挿入する開始時刻
イレース･トラック時: 消去を開始する時刻
デリート･トラック時: 削除を開始する時刻
スワップ･トラック時: 交換を開始する時刻

2 [STORE]キーを押してディスプレイに“Store”を表示
し、登録待機の状態にした後、[IN/LOC 1]キーを押し
てIN時刻を登録します。

3 現在時刻をOUT時刻として登録する時刻へ移動しま
す。

OUT時刻は、各編集時、次のようになります。
コピー･トラック時: コピー元のコピーを終了する時刻
インサート･トラック時: 空白を挿入する終了時刻
イレース･トラック時: 消去を終了する時刻
デリート･トラック時: 削除を終了する時刻
スワップ･トラック時: 交換を終了する時刻

4 [STORE]キーを押してディスプレイに“Store”を表示
し、登録待機の状態にした後、[OUT/LOC 2]キーを
押してOUT時刻を登録します。

5 現在時刻をTO時刻として登録する時刻へ移動しま
す。

TO時刻は、コピー･トラック編集時のみ登録を必要と
し、コピー先のコピーを開始する時刻となります。

6 [STORE]キーを押してディスプレイに“Store”を表示
し、登録待機の状態にした後、[TO/LOC 3]キーを押
してTO時刻を登録します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. トラック上のデータをコピー
する（コピー･トラック）

録音したトラック･データの一部の区間（IN～OUT）を
他の場所（TO）にコピーします。一つのトラックだけ
でなく複数のトラックを同時にコピーすることができ
ます。このとき一度にコピーを複数回繰り返すことも
できます。また他のソングへもクリップ･ボードを
使ってコピーすることができます。

数小節のドラム･パターンなどのフレーズを何度も繰
り返しコピーしたり、あるトラックに気に入ったフ
レーズを録音しておき、他のトラックやソングにコ
ピーして使用することができます。

■ 同じソング内で、あるトラック1のIN～OUT
間を他のトラックのTO時刻に複数回コピー
ここでは例としてトラック1のIN～OUT間をトラック
2のTO時刻に3回コピーします。

1 『1. IN、OUT、TO時刻の登録』を参照して、IN、
OUT、TO時刻を登録します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditTrack”を表示します。

EditTrack˙
SONG /�
TRACKEDIT

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
してディスプレイに“Cpy”を表示します。

CpyTr  1 ˘

4 [VALUE]ダイヤルを回してソース･トラック（コピー元
のトラック）を1にします。

5 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回してデス
ティネーション･トラック（コピー先トラック）を2にし
ます。

˘Tr  2x 3˙

6 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回してコ
ピー回数を3にします。

7 設定が正しくされているのを確認してください。コ
ピーを実行してよければ[ ]キーをおよそ1秒押しま
す。コピーが完了するとディスプレイに“Completed”
を表示します。[ ]キーを押して表示を戻してくださ
い。
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8 TO時刻へ移動した後、再生をしてコピーが正しく行
われているかを確認してください。誤った位置にコ
ピーしてしまったときは[UNDO]キーを押して、実行
前の状態に戻して、コピーをし直してください。

例：同じソング内でトラック1のIN～OUT間をトラック2のTO時刻に3回コピーする 

ソース･トラック 
（コピー元） 

デスティネーション･ 
トラック（コピー先） 

1 2
IN

TO

OUT
3 4 5

A B 3 3 3

6

■あるソング･トラックのIN～OUT間を他の
ソング･トラックのTO時刻に1回コピー
ここでは例としてソング1のトラック1のIN～OUT間
をソング2のトラック1のTO時刻に1回コピーします。

1 『1. IN、OUT、TO時刻の登録』を参照して、ソング1の
トラックに、IN、OUT時刻を登録します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditTrack”を表示します。

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
してディスプレイに“Cpy”を表示します。

4 [VALUE]ダイヤルを回してソース･トラック（コピー元
のトラック）を1にします。

5 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回してデス
ティネーション･トラック（コピー先トラック）をTrCLP
（クリップ･ボード）にします。

˘TrCLP   ˙

6 [ ]キーを押すと、ディスプレイに“？”を表示しま
す。設定が正しくされているのを確認してください。
クリップ･ボードにコピーを実行してよければ[ ]キー
をおよそ1秒押します。コピーが完了するとディスプ
レイに“Completed”を表示します。

7 [STOP]キーを押しながら[FF]キーを押してソング2を
呼び出します。

8 『1. IN、OUT、TO時刻の登録』を参照して、TO時刻を
登録します。

9 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditTrack”を表示します。

10 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
してディスプレイに“Cpy”を表示します。

11 [VALUE]ダイヤルを回してソース･トラック（コピー元
のトラック）をTrCLP1にします。

CpyTrCLP˙˘

12 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回してデス
ティネーション･トラック（コピー先トラック）を1にし
ます。

˘Tr  1x 1˙

13 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回してコ
ピー回数を1にします。

14 設定が正しくされているのを確認してください。コ
ピーを実行してよければ[ ]キーをおよそ1秒押しま
す。コピーが完了するとディスプレイに“Completed”
を表示します。[ ]キーを押して表示を戻してくださ
い。

15 TO時刻へ移動した後、再生をしてコピーが正しく行
われているかを確認してください。誤った位置にコ
ピーしてしまったときは[UNDO]キーを押して、実行
前の状態に戻して、コピーをし直してください。

例：ソング1のトラック1のIN～OUT間をソング2のトラック1のTO時刻に1回コピーする 

ソング1 
ソース･トラック 
（コピー元） 

ソング2 
デスティネーション･ 
トラック（コピー先） 

1 2
IN

TO

OUT
3 4 5

A B C D 4

6
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. トラック上のデータに空白を挿
入する（インサート･トラック)

録音したトラック･データの一部の区間（IN～OUT）に
空白を挿入します。空白を挿入すると、元のデータは
空白を挿入した部分から後ろにずれます。一つのト
ラックだけでなく同時に複数のトラックに空白を挿入
することができます。演奏データの途中にフレーズを
追加したいときは、そのフレーズの長さだけ空白を挿
入し、その箇所に録音をしてください。

■トラックのIN～OUT間に空白を挿入
ここでは例としてトラック1のIN～OUT間に空白を挿
入します。

1 『1. IN、OUT、TO時刻の登録』を参照して、IN、OUT
時刻を登録します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditTrack”を表示します。

EditTrack˙
SONG /�
TRACKEDIT

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
してディスプレイに“Ins”を表示します。

Ins˘Tr  1?

4 [VALUE]ダイヤルを回してデスティネーション･ト
ラック（空白挿入先のトラック）を1にします。

5 設定が正しくされているのを確認してください。空白挿
入を実行してよければ[ ]キーをおよそ1秒押します。空
白挿入が完了するとディスプレイに“Completed”を表示
します。[ ]キーを押して表示を戻してください。

6 IN時刻へ移動した後、再生をして空白の挿入が正しく
行われているかを確認してください。誤った位置に空
白を挿入してしまったときは[UNDO]キーを押して、
実行前の状態に戻して、挿入し直してください。

例：トラック1のIN～OUT間に空白を挿入 

デスティネーション･ 
トラック 
（実行前） 

デスティネーション･ 
トラック 
（実行後） 

1 2
IN

IN

OUT

OUT

3 4 5

1 2 3 4

6

5 6

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. トラック上のデータの消去
（イレース･トラック)

録音したトラック･データの一部の区間（IN～OUT）を
消去します。一つのトラックだけでなく複数のトラッ
クを同時に消去することができます。消去した区間は
空白になり、後ろに演奏データがあっても前には詰ま
りません。

■ トラックのIN～OUT間のデータを消去
ここでは例としてトラック1のIN～OUT間のデータを
消去します。

1 『1. IN、OUT、TO時刻の登録』を参照して、IN、OUT
時刻を登録します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditTrack”を表示します。

EditTrack˙
SONG /�
TRACKEDIT

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
してディスプレイに“Ers”を表示します。

Ers˘Tr  1?

4 [VALUE]ダイヤルを回してデスティネーション･ト
ラック（消去先のトラック）を1にします。

5 設定が正しくされているのを確認してください。消去
を実行してよければ[ ]キーをおよそ1秒押します。
消去が完了するとディスプレイに“Completed”を表示
します。[ ]キーを押して表示を戻してください。

6 IN時刻へ移動した後、再生をして消去が正しく行われ
ているかを確認してください。誤った位置を消去して
しまったときは[UNDO]キーを押して、実行前の状態
に戻して、消去し直してください。

例：トラック1のIN～OUT間のデータを消去する 

デスティネーション･ 
トラック 
（実行前） 

デスティネーション･ 
トラック 
（実行後） 

1 2
IN

IN

OUT

OUT

3 4 5

1 2 5

6

6
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5. トラック上のデータの削除
（デリート･トラック)

録音したトラック･データの一部の区間（IN～OUT）を
削除します。一つのトラックだけでなく複数のトラッ
クを同時に削除することができます。削除した区間の
後ろに演奏データがある場合そのデータはIN～OUT分
前に詰まります。

■トラックのIN～OUT間のデータを削除
ここでは例としてトラック1のIN～OUT間のデータを
削除します。

1 『1. IN、OUT、TO時刻の登録』を参照して、IN、OUT
時刻を登録します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditTrack”を表示します。

EditTrack˙
SONG /�
TRACKEDIT

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
してディスプレイに“Del”を表示します。

Del˘Tr  1?

4 [VALUE]ダイヤルを回してデスティネーション･ト
ラック（削除先のトラック）を1にします。

5 設定が正しくされているのを確認してください。削除
を実行してよければ[ ]キーをおよそ1秒押します。
削除が完了するとディスプレイに“Completed”を表示
します。[ ]キーを押して表示を戻してください。

6 IN時刻へ移動した後、再生をして削除が正しく行われ
ているかを確認してください。誤った位置を削除して
しまったときは[UNDO]キーを押して、実行前の状態
に戻して、削除し直してください。

例：トラック1のIN～OUT間のデータを削除する 

デスティネーション･ 
トラック 
（実行前） 

デスティネーション･ 
トラック 
（実行後） 

1 2
IN OUT

3 4 5

1 2 5 6

6

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6. トラック上のデータの交換（ス
ワップ･トラック）

録音したトラック･データの一部の区間（IN～OUT）を
他のトラック･データの一部の区間とスワップ（交換）
します。一つのトラックだけでなく複数のトラックを
同時にスワップすることができます。

■ 2つのトラックのIN～OUT間をスワップ
ここでは例としてトラック1とトラック2のIN～OUT
間を入れ換えます。

1 『1. IN、OUT、TO時刻の登録』を参照して、IN、OUT
時刻を登録します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditTrack”を表示します。

EditTrack˙
SONG /�
TRACKEDIT

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
してディスプレイに“SwpTr”を表示します。

SwpTr  1 ˘ ˘Tr  2   ?

4 [VALUE]ダイヤルを回してソース･トラック（スワップ
元のトラック）を1にします。

5 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回してデス
ティネーション･トラック（スワップ先のトラック）を2
にします。

6 設定が正しくされているのを確認してください。交換
を実行してよければ[ ]キーをおよそ1秒押します。
交換が完了するとディスプレイに“Completed”を表示
します。[ ]キーを押して表示を戻してください。

7 IN時刻へ移動した後、再生をして交換が正しく行われ
ているかを確認してください。誤った位置を交換して
しまったときは[UNDO]キーを押して、実行前の状態
に戻して、交換し直してください。

例：トラック1とトラック2のIN～OUT間をスワップする 

ソース･トラック 

デスティネーション･ 
トラック 

1 2
IN OUT

IN OUT

C D 5

A B 3 4 E

6
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STEP9
ソングの編集
ソングに関する編集（コピー、削除、移動）に
ついて説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. ソングのコピー

現在選択しているドライブ内の現在選択しているソン
グを任意のドライブ内の任意のソング番号にコピーし
ます。

1 コピーするソング（の入っているドライブ）を選びます
（『他のソングを選択する』9ページ参照）。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditSong”を表示します。

EditSong ˙
EDIT SONG /�

TRACK

E

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
して“Cpy”を選びます。

Cpy:I01  ˘

4 [VALUE]ダイヤルを回してコピーするドライブ内のい
ずれかのソングまたはすべてのソング1-＊＊（＊＊は
最後のソング番号）を選びます。

5 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回してコ
ピーする先のドライブを選びます。4ですべてのソン
グを選んだときはドライブ･タイプ（ハード･ディスク
“HD”かリムーバブル･ディスク“RM”）を認識して自動
的に表示します。

6 4でいずれかのソングを選んだときは[ ]キーを押した
後、[VALUE]ダイヤルを回してコピーする先のソング
番号を選びます。

7 [ ]キーを押して“？”を表示します。

8 [ ]キーをおよそ1秒押すと、4でいずれかのソングを
選んだときは現在選択しているソングを指定したドラ
イブのソング番号にコピーします。4ですべてのソン
グを選んだときは5で選んだドライブ内の既存ソング
の後ろにコピーします。コピーが完了するとディスプ
レイに“Completed”を表示し、1で選んだ番号のソン
グを呼び出します。[ ]キーを押して表示を戻してく
ださい。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. ソングの削除

現在選択しているソングを削除します。

1 削除するソングを選びます（『他のソングを選択する』9
ページ参照）。

削除したソングにはアンドゥ機能は無効ですので、削
除を実行すると永久に呼び出すことができなくなりま
す。削除する前にソングを再生をして削除してよいソ
ングが選ばれているかを必ず確認してください。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditSong”を表示します。

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
して“Del”を表示します。
その横に削除するドライブ番号とソング番号を表示し
ますので確認をしてください（図のI04は、内蔵ドライ
ブのソング4番です）。

Del:I04ok?

4 [ ]キーをおよそ1秒押すとソングを削除します。削
除が完了するとディスプレイに“Completed”を表示
し、削除した次の番号のソングを呼び出します。[ ]
キーを押して表示を戻してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. ソングの移動

現在選択しているソングを同じドライブ内の別のソン
グ番号に移動します。

1 移動するソングを選びます（『他のソングを選択する』9
ページ参照）。

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回
押してディスプレイ“EditSong”を表示します。

3 [ ]キーを押した後、[SONG/TRACK]キーを数回押
して“Mov”を表示します。

Mov˘I06ok˙

4 [VALUE]ダイヤルを回してドライブ内のソングを移動
する先の番号を選びます。

5 [ ]キーを押して“？”を表示します。移動する先が正
しいか確認してください。

6 [ ]キーをおよそ1秒押すとソングを移動します。移
動が完了するとディスプレイに“Completed”を表示
し、移動した先の番号で現在選択していたソングを呼
び出します。[ ]キーを押して表示を戻してくださ
い。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. ソングのリカバー

現在選んでいるソングを、選択した直後の状態に戻し
ます。このとき次のソング番号に、現在のソングのコ
ピーを自動的に作成します（45ページ参照）。
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STEP10
テンポの設定
D8のソングは、テンポ･マップ、MIDIクロッ
ク、タップ･テンポによるテンポ設定が行えま
す。この設定はソングのテンポを管理する

のと同時に、D8から外部MIDI機器を同期するときのテンポ
も管理します。ここではそれぞれのテンポの設定のしかた
について説明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. テンポ･マップの設定

「テンポ･マップ」とはテンポの変化（拍子、テンポ）を
小節単位で設定するものです。指定した小節の位置で
拍子とテンポが切り換わります。テンポ･マップは、
ソングの先頭に置く基本となる初期テンポのテンポ･
マップ0、途中の小節で拍子とテンポを変更するテン
ポ･マップ1～9があります。

■テンポ･マップを作成する
1 [TEMPO]キーを押して、テンポ･マップ番号、テンポ

と拍子を表示します。

0:120|4/4˙
TEMPO

E

テンポ･ 
マップ･ 
番号 テンポ 拍子 

2 ソングの基本となる初期テンポを設定するときは、
[VALUE]ダイヤルを回してテンポ･マップ0を選びま
す。途中の小節で拍子とテンポを変更するときは、テ
ンポ･マップ1～9のいずれかの番号を選びます。

3 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、テ
ンポを設定します。

4 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、拍
子を設定します。

5 テンポや拍子を変える小節を設定します。[ ]キーと
[ ]キーを同時に押してカーソルをロケーション･カウ
ンターに移動します。

1:116|3/4˙
YESNO

テンポ･マップのロケーション 

6 [ ]キーまたは[ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤ
ルを回して小節を設定します。

テンポ･マップ0の小節は“001”に固定のためここでの
設定はできません。

7 [TEMPO]キー以外のキーを押してこのページから出
ると、ソング･マップを自動的に小節の若い番号から
振り直し、登録します。

メトロノーム･パターンについて
テンポ･マップごとに異なるメトロノーム･パターンを
設定することにより、D8のメトロノームだけでさまざ
まなパターンを取り入れたリズム･トラックを作ること
ができます（『■ メトロノーム･パターンの選択』19ペー
ジ参照）。

■ テンポ･マップを削除する
1 [TEMPO]キーを押して、テンポ･マップ番号、テンポ

と拍子を表示します。

0:120|4/4˙
TEMPO

E

2 テンポ･マップ番号を[VALUE]ダイヤルを回し、削除
するテンポ･マップを選びます。下段のロケーション･
カウンターで削除するテンポ･マップ位置を確認して
ください。

テンポ･マップ番号は自動的にロケーションを前の番
号から順に振り直すため、設定したときのテンポ･
マップ番号と異なることがあります。

3 [ ]キーと[ ]キーを同時に押してカーソルをロケー
ション･カウンターに移動します。

1:116|3/4˙
YESNO

4 [VALUE]ダイヤルを回して、小節のロケーションを
000に設定します。

5 [TEMPO]キー以外のキーを押してこのページから出
ると、小節のロケーションを000に設定したテンポ･
マップを削除します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. MIDIシーケンサーのMIDIク
ロックを記録する

MIDIシーケンサーで作った曲データに設定したテン
ポ･データをD8に記録し、そのテンポでD8のテンポを
管理します。曲データとD8のソング･データを同期さ
せるときや、D8のソングのテンポを連続的に変更し
たいときなどに便利です。

■ D8にテンポ･データを記録する
1 曲データに変拍子がある場合は、D8のテンポ･マップ

で拍子を設定します。

作成しないと誤ったテンポとして認識します。

2 MIDIシーケンサーのMIDI OUT端子をD8のMIDI IN端
子に接続します。

3 MIDIシーケンサーがMIDIクロックを出力するように設
定します（詳しくはMIDIシーケンサーの『取扱説明書』
参照）。
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4 [EDIT]キーを押した後、[TEMPO]キーを数回押して
ディスプレイに“TempoRec”を表示します。

TempoRec ˙

E

TEMPOEDIT

5 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、記
録するテンポ･ソースとしてMIDIclk（MIDIクロック）を
選びます。

MIDIclk  ?

6 [ ]キーをおよそ1秒押してD8のディスプレイに
“StartSEQ”を表示し、MIDIクロックが入力されるの
を待機させます。

7 MIDIシーケンサーをスタートします。MIDIシーケン
サーのMIDIクロックのスタート情報を受信するとD8
は“Working”を表示します。

8 MIDIシーケンサーの再生を停止すると記録を終了し
D8は“Complete”を表示します。

MIDIシーケンサーからMIDIクロックが正常に送られな
い場合、途中で終了する場合があります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. タップ･テンポを記録する

ソングを再生しながら小節の頭で[PLAY]キーまたは
フット･スイッチを押す（タップする）ことによってテ
ンポを記録します。録音済みのソングに後からテンポ
を記録することができます。
テンポを設定していないソングに対して、トラックを
小節単位で編集するときや外部MIDI機器を接続して同
期させるときなどに便利です。

1 テンポを記録したいソースをあらかじめソングの先頭
から録音しておきます。ソングの先頭から正確に録音
するにはトリガー録音（『トリガー録音』20ページ参照）
を使用するとよいでしょう。

2 ソング中に変拍子がある場合はテンポ･マップで拍子
を設定します。

作成しないと誤ったテンポとして認識します。

3 タップ･テンポをフット･スイッチで入力する場合、ま
たはフット･スイッチと[PLAY]キーを併用して入力す
る場合はD8のFOOT SW端子にフット･スイッチ（PS-
1、PS-2など）を接続します。

4 [EDIT]キーを押した後、[TEMPO]キーを数回押して
ディスプレイに“TempoRec”を表示します。

TempoRec ˙

E

TEMPOEDIT

5 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、記
録するテンポ･ソースとしてMeasTap（小節の頭のタッ
プを記録する）を選びます。

MeasTap  ?

6 [ ]キーをおよそ1秒押してD8のディスプレイに
“Press”と“Play/Fsw”を交互に表示し、タップが入力
されるのを待機させます。

Press

7 [PLAY]キーまたはフット･スイッチ（タップ記録時の
みタップ･マーカーに自動設定）を押して再生します。
このときディスプレイに“Play/Fsw”を表示し、1つめ
のタップが入力されます。

Play/Fsw

8 各小節の頭に合わせて[PLAY]キーまたはフット･ス
イッチ（双方有効）を押してタップを入力していきま
す。例えば4小節分タップするなら5小節目頭までタッ
プします。

9 最後のタップを入力した後、[STOP]キー押して終了
します。
ソングのテンポがほぼ一定の場合、途中までタップを
入力するだけでもかまいません。このとき最後にタッ
プを入力した小節のテンポを自動的にソングの最後ま
でコピーします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. テンポ･ソースを選択する
1 [EDIT]キーを押した後、[TEMPO]キーを数回押して

ディスプレイに“TmpSrc”を表示します。

TmpSrc:Trk

E

TEMPOEDIT

2 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して使用
するテンポ･ソースを選択します。テンポ･マップを使
用するときはMapを、記録したMIDIクロックまたは
タップ･テンポを使用するときはTrkを選びます。
MIDIクロックを記録するかタップ･テンポを記録後
は、自動的にTrkになります。またMIDIクロックや
タップ･テンポを記憶していない場合はTrkを選択でき
ません。
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STEP11
MIDIシーケンサーの同期と
コントロール

D8からMIDIシーケンサーを同期させる方法と、MIDIシーケ
ンサーからD8の録音、再生等をコントロールする方法につ
いて説明します。
D8とMIDIシーケンサーやリズム･マシーンなどを同じタイ
ミングで動作させることを「同期」といいます。同期クロッ
クを出力する側の機器を「マスター」、同期クロックを受信
してそれに同期する側の機器を「スレーブ」といい、D8はマ
スターとして使用することができます。また、MIDIシーケ
ンサー等からMMCを送信してD8の録音や再生をコント
ロールすることができます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. D8からMIDIシーケンサーを
MIDIクロックで同期させる

D8をマスターにしてD8から送信するMIDIクロック
で、スレーブのMIDIシーケンサーを同期させます。

1 D8のMIDI OUT端子とMIDIシーケンサーのMIDI IN端
子をMIDIケーブルで接続します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して
ディスプレイ“MIDI/Sync”を表示します。

MIDI/Sync˙
EDIT SYSTEM

E

マスターレコーダー（DAT、MDなど） 

ミキサー 

MIDIキーボード 

ギター 

マイク 

D8

YES

UNDODISPLAY�
MODE

TRIGGER

SYSTEM SONG/�
TRACK

TO/�
LOC 3

OUT/�
LOC 2

PLAY�
MODE

METRO�
NOME

REC�
MODE

TEMPO EDIT

IN/�
LOC 1EQ

7 / 8�
LR

6�
R

5�
L

4�
R

3�
L

2�
R

1�
L

EQEQEQEQEQEQ

REC�
SELECT

EFFECT

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
SEND

EFFECT�
ASSIGN

SCRUBSCENESTORE

NO

READ

LOCATOR / SCENE

REC / PLAY

PAIR ON / OFFPAIR ON / OFFPAIR ON / OFF

PAN

L R L R L R L R L R L R L R

10�
9�
8�
7�
6�
5�
4�
3�
2�
1�
0

PAN PAN PAN PAN PAN BALANCE

INPUT 1/2

      TRACK STATUS�
GREEN� :PLAY�
RED� :REC (ANALOG)�
ORANGE�:REC (DIGITAL)�
OFF� :MUTE

HDD

MIDIOUTPUT

R INL OUT

MIDI

~AC9V POWER

MASTER

INPUT 1/2

MASTER

DIGITAL IN

AUTO PUNCH

REHEARSAL

REC PLAY

MASTER7 / 8654321

GUITAR TRIM 1 TRIM 2 PHONES FOOT SWINPUT 1 INPUT 2
LINE/MIC

STOP REW FF

TEMPO / MOTRONOME

MODE

MIDI OUT

MIDI OUT

MIDI IN

MIDI IN

MIDI OUT

MIDI IN

INPUT 
1 2

L 

L 

R
OUTPUT

OUTPUT

INPUT INPUT
L R

R

L R

AUX 
IN

DIGITAL 
OUT

MASTER 
OUT

DIGITAL 
IN

MIDI音源 

MIDIインターフェース 

MMC（スレーブ） 

MTC 
（マスター） 

（スレーブ） 

MIDIクロック 
（マスター） 

MIDI OUT

MIDI IN

3 [ ]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して
“Gen”を表示します。

Gen:Clock˙

4 [VALUE]ダイヤルを回してClockを選びます。

5 MIDIシーケンサーのMIDIクロック設定を外部からの
MIDIクロックを受信するように設定します（詳しくは
MIDIシーケンサーの『取扱説明書』参照）。

6 MIDIシーケンサーをスタート（再生待機状態になりま
す）します。

7 D8の[PLAY]キーを押して再生を開始すると、D8で設
定しているテンポでMIDIシーケンサーもスタートしま
す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. D8からMIDIシーケンサーを
MTCで同期させる

D8をマスターにしてD8から送信するMTC（MIDI Time
Cord）でスレーブのMIDIシーケンサーを同期させます。

MTC対応のMIDIシーケンサーを使用してください。
MTCに対応していないMIDIシーケンサーを使用する
場合はMIDIクロックによる同期を行ってください。

1 D8のMIDI OUT端子とMIDIシーケンサーのMIDI IN端
子をMIDIケーブルで接続します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して
ディスプレイ“MIDI/Sync”を表示します。

MIDI/Sync˙
EDIT SYSTEM

E

3 [ ]キーを押した後、[SYSTEM]キーを押して“Gen”
を表示します。

Gen:MTC30˙

4 [VALUE]ダイヤルを回してMTC30を選びます。

5 MIDIシーケンサーを外部MTCに同期するように設定しま
す（詳しくはMIDIシーケンサーの『取扱説明書』参照）。

6 MIDIシーケンサーをスタート（再生待機状態になりま
す）します。

7 D8の[PLAY]キーを押して再生を開始すると、MIDIシー
ケンサーもスタートします。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. MIDI シーケンサーからD8 を
MMCでコントロールする

MIDIシーケンサーから送信するMMC（MIDI Machine
Control）でD8の停止、再生、早送り、巻戻し、録音、
ロケートをコントロールします。

MMC対応のMIDIシーケンサーを使用してください。
MMCに対応していないMIDIシーケンサーではここで
の操作は行えません。

1 D8のMIDI IN端子とMIDIシーケンサーのMIDI OUT端
子をMIDIケーブルで接続します。

2 MIDIシーケンサーがMMCを出力して外部機器をコン
トロールするように設定します（詳しくは『MIDIシーケ
ンサーの取扱説明書』参照）。

3 [EDIT]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して
ディスプレイ“MIDI/Sync”を表示します。

MIDI/Sync˙
EDIT SYSTEM

E

4 [ ]キーを押した後、[SYSTEM ]キーを押して
“RcvMMC”を表示します。

RcvMMC:o ˙

5 [VALUE]ダイヤルを回してo（On）を選びます。

6 [ ]キーを押して“RcvMMC”にカーソルを移動し、
[SYSTEM]キーを押して“DevID”を表示します。

DevID: 01˙

7 [VALUE]ダイヤルを回してD8のデバイスIDをMIDI
シーケンサーのMMCのデバイスID設定に合わせま
す。

8 MIDIシーケンサーの停止、再生、早送り、巻戻し、録
音、ロケートを操作してD8をコントロールします（詳し
くはMIDIシーケンサーの『取扱説明書』参照）。

◇ このときD8からMTC（またはMIDIクロック）を出力
し、MIDIシーケンサーを同期させることによって、
MIDIシーケンサー側での停止、再生、早送り、巻戻
し、録音、ロケートの操作でD8とMIDIシーケンサー
を同期させることができます（『2. D8からMIDIシーケ
ンサーをMTCで同期させる』、『1. D8からMIDIシーケ
ンサーをMIDIクロックで同期させる』参照）。

STEP12
外部ドライブを使用する
ハード･ディスクやリムーバブル･ディスクな
どのドライブの接続と初期化のしかた、また
リムーバブル･ディスク･ドライブへのソング
のバックアップ/リストアのしかたについて説
明します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. 外部ドライブの接続

ハード･ディスクやリムーバブル･ディスク*などの外
部ドライブを7台まで接続できます。接続できる外部
ドライブの最大容量は4Gbyteです。接続にはD-Sub
25pinのSCSIケーブルを使用します。

* 「リムーバブル･ディスク･ドライブ」とは、この取扱説
明書ではディスクを取り外せるドライブの総称として
います。

1 D8と外部ドライブの電源をオフにします。

SCSIケーブルの抜き差しや、ドライブのSCSI ID番号
の変更は、D8とドライブの電源をオフにしてから行っ
てください。

2 外部ドライブのSCSI ID（0～6）を設定します。
SCSI IDはなるべく小さい番号を選び、複数の外部ド
ライブを接続している場合は、それぞれの番号が重な
らないように設定します（外部ドライブのSCSI IDの設
定方法は外部ドライブの『取扱説明書』参照）。

複数のドライブで同じIDを設定すると、故障やデータ
破損の原因になります。

3 D8のSCSI端子と外部ドライブのSCSI端子を接続しま
す。

Hard Disk�
Removable Disk

SCSI

Hard Disk�
Removable Disk

Hard Disk�
Removable Disk

ID2ID1ID0

SCSI SCSI SCSI SCSI

ターミネーション 
処理をする 

SCSIケーブルの長さの合計を6メートル以内にする 

外部ドライブの終端にはターミネーターを入れてくだ
さい。また、複数の外部ドライブを接続するときは、
接続に使用するケーブルの長さが合計で6m以下にな
るようにしてください（取り付け方法は外部ドライブ
の『取扱説明書』参照）。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. 外部ドライブ接続時の電源オ
ン/オフ

■電源オン
◇ 外部ドライブの電源をオンにしてから、D8の電源を

オンにします。

■電源オフ
◇ 電源をオフにするときは、D8の電源をオフにしてか

ら外部ドライブの電源をオフにします。

ただし、現在選択しているソングがリムーバブル･
ディスク･ドライブ上にあるときに、ディスクを入れ
たままD8の電源をオフにすると、リムーバブル･ディ
スク･ドライブのイジェクト･キーを押してもディスク
を取り出せなくなります。必要に応じて次のように
ディスクを抜いてから電源をオフにしてください。
現在選択しているソングがリムーバブル･ディスク･ド
ライブ上にないときは、リムーバブル･ディスク･ドラ
イブのイジェクト･キーを押すことによってディスク
を取り出すことができます。

1 [ ]キーと[ ]キーを押し続けて、ディスプレイにディ
スクをイジェクトするかどうかを要求する“Eject→＊?”
（＊はドライブのSCSI ID A～G）を表示します。

Eject˘A  ?
YESNO

2 ディスクをイジェクトしてよければ[ ]キーをおよそ
1秒押します。ディスクをイジェクト後、次のディス
クの挿入または電源オフを要求する“Next/PwOff”を
ディスプレイに表示します。

Next/PwOff

3 ◇を参照して電源をオフにしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3. ドライブの初期化とフォーマット

接続している外部ドライブを初期化またはフォーマッ
トします。ドライブ購入時や、ドライブの中身を消去
してはじめから使用したいときは初期化を選んでくだ
さい。別の機器で使用していたディスクをD8で使用す
るときや、再生中などにDisk Error表示が頻繁に出る
ようになったらフォーマットを選んでください。

初期化およびフォーマットを行うとディスクにセーブ
していたデータをすべて消去しますので、確認してか
ら初期化およびフォーマットを実行してください。

1 [EDIT]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押し
て、ディスプレイに“DiskUtil”を表示します。

DiskUtil ˙

E

SYSTEMEDIT

2 [ ]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して、
ディスプレイに“Initial”を表示します。

Initial  ˙

3 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、初
期化またはフォーマットをするドライブ番号（SCSI ID
A～G）を選びます。ドライブ番号を選ぶと、その表示
の隣りにドライブ･タイプ“HD”（ハード･ディスク）ま
たは“RM”（リムーバブル･ディスク）を表示します。

˘A:RM 100˙

4 初期化またはフォーマットしてよい場合は、[ ]キー
をおよそ1秒押して初期化またはフォーマットを実行
してください。ディスプレイに実行中“Working”を、
実行が完了すると“Completed”を表示します。[ ]
キーを押して表示を戻してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4. リムーバブル･ディスク･ドラ
イブのディスクを入れ換える

■現在選択中のリムーバブル･ディスク･ドラ
イブの入れ換え
現在選択しているソングがリムーバブル･ディスク･ド
ライブ内にある場合、次のようにしてディスクを入れ
換えてください。

1 [ ]キーと[ ]キーを押し続けて、ディスプレイにディ
スクをイジェクトするかどうかを要求する“Eject→＊?”
（＊はドライブのSCSI ID A～G）を表示します。

Eject˘A  ?

2 [ ]キーをおよそ1秒押して、ディスクをイジェクト
します。ディスクをイジェクト後、次のディスクの挿
入または電源オフを要求する“Next/PwOff”をディス
プレイに表示します。

Next/PwOff
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3 リムーバブル･ディスク･ドライブに別のディスクを挿
入します。
初期化していないドライブを挿入すると、初期化を行
うかどうかを確認する“Init→＊?”（＊はドライブの
SCSI ID A～G）を表示します。初期化する場合は[ ]
キーをおよそ1秒押して初期化を実行します（『3. ドラ
イブの初期化とフォーマット』参照）。

■現在選択中でないリムーバブル･ディスク･
ドライブの入れ換え
現在選択しているソングが、リムーバブル･ディスク･
ドライブ以外のドライブにある場合、次のようにして
ディスクを入れ換えてください。

◇ 外部リムーバブル･ディスク･ドライブのイジェクト･
キーを押してディスクを取り出して、別のディスクを
挿入してください（イジェクト･キーの位置については
リムーバブル･ディスク･ドライブの『取扱説明書』を参
照してください）。

未初期化ディスクは『3 .  外部ドライブの初期化と
フォーマット』を参照して初期化してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5. リムーバブル･ディスク･ドラ
イブへのソングの保存（バッ
クアップ）

外部ディスクへのソングの保存方法には、ソング･コ
ピーとバックアップの2つの方法があります。このソ
ング･コピーとバックアップの違いは次の点です。

ソング･コピー バックアップ

ソングを選択できない（ソ
ングを選択するにはリスト
アする）

常に上書きでソング番号を
指定できない

複数枚にまたがるソング･
データの保存ができる

対象がリムーバブル･ディ
スク･ドライブとDAT

外部ハード･ディスク･ドライブやリムーバブル･ディ
スク･ドライブにコピーすることによって保存すると
きは『ソングのコピー』（33ページ）を参照してくださ
い。

ここでは、リムーバブル･ディスク･ドライブへのバッ
クアップの方法について説明します。DATレコーダー
へのバックアップについては『1. DATレコーダーへの
ソングの保存（バックアップ）』（41ページ）を参照して
ください。

正常にバックアップ/リストアが行えなかったために
データが失われても当社は一切の責任を負いません。

■ ソングをリムーバブル･ディスク･ドライブ
にバックアップする

1 [EDIT]キーを押した後、[SONG TRACK]キーを数回押
してソング名を表示（EDIT SONG/TRACK P1）します。

A01:SngNa˙

E

SONG /�
TRACKEDIT

2 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、
バックアップするソングの入っているドライブを選び
ます。1ソングのみをバックアップするときは、さら
に[ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、
ソング番号も選んでください。

3 [ S Y S T EM ]キーを数回押して、ディスプレイに
“DiskUtil”を表示します。

DiskUtil ˙

4 [ ]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して、
ディスプレイに“Backup”を表示します。

Backup   ˙

E

SYSTEMEDIT

5 [ ]キーを押します。2で選択したドライブ、ソング番
号を表示します。現在選択しているドライブ内のすべ
てのソングをバックアップするときは、[VALUE]ダイ
ヤルを回して、1-＊＊（All）を選びます。1ソングを
バックアップするときはそのままにします。

6 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、
バックアップ先（デスティネーション･ドライブ）のド
ライブ（A～G）を選びます。

˘B:RM 100˙

7 [ ]キーを押すと、ディスクの必要枚数を表示します
ので、現在ドライブに入っているディスクと同じサイ
ズのものを指定した枚数だけ用意してください。

˘x02Disks˙

8 [ ]キーを押すと、バックアップ内容を表示します。
[ ]キーを押します。バックアップ先のディスクに上
書きすることを確認する“Over Wrtok?”を表示しま
す。バックアップを実行してよければ[ ]キーをおよ
そ1秒押してください。

I**˘B**ok?

ソングを選択して再生で
きる

保存先のソング番号を指
定できる

複数枚にまたがるソング･
データの保存ができない

対象がハード･ディスク･
ドライブとリムーバブル･
ディスク･ドライブ
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9 バックアップが複数枚にわたる場合、1枚目が終わっ
たらイジェクトし、ディスプレイに2枚目のディスク
を挿入を要求する“InsNextDsk”を表示します。1枚目
のディスクを抜いて2枚目のディスクを挿入すると実
行を続行します。

InsNextDsk

10 バックアップが終了すると“Completed”を表示しま
す。[ ]キーを押して表示を戻してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6. リムーバブル･ディスク･ドラ
イブからバックアップしたソ
ングを読み込む（リストア）

リムーバブル･ディスク･ドライブやDATレコーダーに
バックアップしたソングを呼び出すことを「リストア」
といいます。ここではリムーバブル･ディスク･ドライ
ブからリストアします。

■リムーバブル･ディスク･ドライブからバッ
クアップしたソングを読み込む（リストア）

1 [EDIT]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押し
て、ディスプレイに“DiskUtil”を表示します。

DiskUtil ˙

E

SYSTEMEDIT

2 [ ]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して、
ディスプレイに“Restore”を表示します。

Restore  ˙

3 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、リ
ストアするドライブ（I、A～G）を選びます。ドライブ
を選択するとその隣りにドライブのタイプと容量を表
示します。

A:RM 100 ˘

4 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、リ
ストアするソングを選びます。01～50は3で選択した
ドライブ内の対応する番号の1ソングを、1-＊＊（All）
ではドライブ内のすべてのソングをリストアします。

A01:SngNa˘

5 [ ]キーを押します。このとき4での選択（1ソングま
たは全ソングをリストアするのか）で表示が異なりま
す。

1ソングのみをリストアする場合は、[VALUE]ダイヤ
ルを回して、リストア先（デスティネーション･ドライ
ブ）ドライブ（A～G）を選びます。続いて[ ]キーを押
してから[VALUE]ダイヤルを回して、リストア先のソ
ング番号を選びます。

˘B02:NoDA˙

全ソングをリストアする場合は、[VALUE]ダイヤルを
回して、リストア先（デスティネーション･ドライブ）
ドライブ（A～G）を選びます。隣りにそのドライブの
容量を表示します。

˘B:HD1300˙

6 [ ]キーを押すと実行を確認する“？”を表示します。
1ソングのみのリストアを実行すると、指定した番号
にソングを読み込み、リストア先番号以降のソングが
1つずつ後ろにずれます。
全ソングのリストアを実行すると、指定したドライブ
に上書きして読み込みます。

全ソング･リストア時、リストア先のデータはすべて
失われますので注意してください。

A01˘B02ok?

7 リストアを実行してよければ[ ]キーをおよそ1秒押
します。

8 リストアが複数枚にわたる場合、1枚目が終わったら
イジェクトし、ディスプレイに2枚目のディスクを挿
入を要求する“InsNextDsk”を表示します。1枚目の
ディスクを抜いて2枚目のディスクを入れると実行を
続行します。

InsNextDsk

9 全ソング・リストア時、終了前に“OvWrtEff ?”を表示
します。
リストア元(RM/DAT)内に保存されたユーザー・エ
フェクトを現在使用中のユーザー・エフェクトに上書
きする場合は[ ]キーを、上書きしないで現在使用中
をそのまま有効にする場合は[ ]キーをそれぞれおよ
そ1秒間押してください。

10 リストアが終了すると“Completed”を表示します。
[ ]キーを押して表示を戻してください。
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STEP13
DATへの保存と読み込み
DATレコーダーへのソング･データのバック
アップと、DATレコーダーからのリストアに
ついて説明します。

正常にバックアップ/リストアが行えなかったために
データが失われても当社は一切の責任を負いません。

DATレコーダーへのバックアップはデータ量が120分
テープ1本以内に納まるものに限ります。

MDレコーダー、DCCレコーダーやADATなど、DAT
レコーダー以外のデジタル･オーディオ機器にはバッ
クアップできません。

DATレコーダーに接続しているオーディオ機器の音量
を最小にして、DATレコーダーの音をスピーカーや
ヘッドホンから出さないようにしてください。音量を上
げたまま再生するとスピーカーなどの故障や聴覚に障害
を与える可能性がありますので注意してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1. DATレコーダーへのソングの
保存（バックアップ）

ここでは、D8のソングをDATレコーダーへバック
アップします。

1 D8のDIGITAL OUT端子とDATレコーダーのDIGITAL
IN端子を接続します。DATレコーダーがDIGITAL INか
らの入力を録音できるように設定してください（DAT
の設定についてはDATの『取扱説明書』参照）。

DIGITAL OUT

リストア 

バックアップ 

DIGITAL IN

2 [EDIT]キーを押した後、[SONG TRACK]キーを数回
押してソング名を表示します。

A01:SngNa˙

E

SONG /�
TRACKEDIT

3 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、
バックアップするソングの入っているドライブを選び
ます。1ソングのみをバックアップするときは、さら
に[ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、
ソング番号も選んでください。

4 [ S Y S T EM ]キーを数回押して、ディスプレイに
“DiskUtil”を表示します。

DiskUtil ˙

E

SYSTEMEDIT

5 [ ]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して、
ディスプレイに“Backup”を表示します。

Backup   ˙

6 [ ]キーを押します。3で選択したドライブ、ソング番
号を表示します。現在選択しているドライブ内のすべ
てのソングをバックアップするときは、[VALUE]ダイ
ヤルを回して、1-＊＊（All）を選びます。1ソングを
バックアップするときはそのままにします。

7 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、
バックアップ先（デスティネーション･ドライブ）の
DAT“H”を選びます。必要なテープの長さ（分）を表示
しますので、それ以上の長さのテープを準備してくだ
さい。

˘H:DAT100˙

8 [ ]キーを押すと、バックアップ内容を表示します。

I**˘DATok˙

9 [ ]キーを押すと、DATレコーダーへの録音開始を要
求する“RecDAT”と“RecStart_?”を交互に表示します
ので、DATテープの先頭から録音を始めてください。

RecDAT

10 DATレコーダーへの録音開始後、[ ]キーをおよそ1
秒押してバックアップを始めてください。

11 バックアップが終了すると“Completed”と“StopDAT”
を交互に表示します。DATレコーダーを停止してくだ
さい。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. DAT レコーダーからバック
アップしたソングを読み込む
（リストア）

DATレコーダーからバックアップしたソングをリスト
アします。バックアップを1-＊＊（All）でしたときはす
べてのソングを、1ソングでしたときはその1ソングを
リストアします。

■ DATレコーダーからバックアップしたソン
グを読み込む（リストア）

1 D8のDIGITAL IN端子とDATレコーダーのDIGITAL
OUT端子を接続します。

2 [EDIT]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押し
て、ディスプレイに“DiskUtil”を表示します。

DiskUtil ˙

E

SYSTEMEDIT

3 [ ]キーを押した後、[SYSTEM]キーを数回押して、
ディスプレイに“Restore”を表示します。

Restore  ˙

4 [ ]キーを押した後、[VALUE]ダイヤルを回して、リ
ストアするDAT“H”を選びます。

H:DAT100 ˘

5 [ ]キーを押して“PlayDAT”を表示します。DATレ
コーダーを再生してください。

6 再生を続けるとD8が“StopDAT”を表示しますので、
DATレコーダーを停止してください。

7 [ ]キーを押してDATテープに入っているソング名を
確認することができます。バックアップを1-＊＊(All)
で行っている場合は[VALUE]ダイヤルを回すことに
よって入っている他のソング名を確認することができ
ます。

8 リストアを続ける場合は、[ ]キーを押します。1ソ
ングまたは全ソングのリストアで表示が異なります。

1ソングをリストアする場合は、[VALUE]ダイヤルを
回して、リストア先（デスティネーション･ドライブ）
ドライブ（A～G）を選びます。続いて[ ]キーを押して
から[VALUE]ダイヤルを回して、リストア先のソング
番号を選びます。

˘B02:NoDA˙

全ソングをリストアする場合は、[VALUE]ダイヤルを
回して、リストア先（デスティネーション･ドライブ）
ドライブ（A～G）を選びます。隣りにそのドライブの
容量を表示します。

˘B:HD1300˙

他のDATテープからリストアする場合は[ ]キーを押
して4の操作からやり直してください。

9 [ ]キーを押すと実行を確認する“？”を表示します。
1ソングのみのリストアを実行すると、指定した番号
にソングを読み込み、リストア先番号以降のソングが
1つずつ後ろにずれます。
全ソングのリストア時、リストア先のドライブに上書
きをすることを確認する“OverWrtok?”を表示しま
す。実行すると指定したドライブに上書きして読み込
みます。

全ソング・リストア時、リストア先のデータはすべて
失われますので注意してください。

10 リストアを実行してよければ[ ]キーをおよそ1秒押
します。D A T レコーダーの再生開始を要求する
“PlayDAT”を表示します。

PlayDAT  ˙

11 DATテープの最初から再生を始めると、リストアを開
始します。

12 全ソング・リストア時、終了前に“OvWrtEff ?”を表示
します。
リストア元(RM/DAT)内に保存されたユーザー・エ
フェクトを現在使用中のユーザー・エフェクトに上書
きする場合は[ ]キーを、上書きしないで現在使用中
をそのまま有効にする場合は[ ]キーをそれぞれおよ
そ1秒間押してください。

13 リストアが終了すると“Completed”と“StopDAT”を
交互に表示します。DATレコーダーを停止してくださ
い。[ ]キー押すと表示が戻ります。
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第3章 リファレンス編

この章では、D8の各キーを押したときにディスプレイに表示されるパラメーターや各キー、フェーダーについて解説しています。
下図に示す番号は、参照する見出しを示します。
例えば、1、2の[SONG/TRACK]キーを押したときに表示されるパラメーターについて確認したいときは「1.  SONG/TRACK」
でそのパラメーターの機能を確認することができます。また、[SONG/TRACK]キーの右下には が表示されています。[EDIT]
キーを押した後にその表示があるキーを押すことによって、EDITモードに入ります。パラメーターの機能は「2.  EDIT SONG/
TRACK」で確認することができます。ディスプレイに複数のページに渡って機能を持つ場合は、そのキーを押してページを切り
換えます。パラメーターの機能は「PX  XXXXXXXX」の項目で確認することができます。

1. SONG/TRACK ................................ 44
P1 ソング番号/ソング名の表示 ...... 44

2. EDIT SONG/TRACK ..................... 44
P1 ドライブ/ソングの選択 .............. 44
P2 エディット･ソング ...................... 44
P3 エディット･トラック .................. 46
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1. SONG/TRACK

P1 ソング番号/ソング名の表示
1 2

01:SngName

P1-1　ソング番号の表示 ................................ (01...50)

現在選択しているドライブ内のソング番号を表示します。
ドライブ内に最大50ソングまで持つことができます。ただ
し、選択できるソング番号は、既存のソングと1（New）ソ
ングです。
ソングの選択方法については『他のソングを選択する』（9
ページ）をご覧ください。

P1-2　ソング名の表示 .......（表示7文字/再生･録音時16文字）

現在選択しているソング名（7文字まで）を表示します。
再生や録音を開始すると表示がスクロールし、ソング名（最
大16文字）すべてを表示します。

◇ ソング名の変更は、EDIT SONG/TRACK P2で行います。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2. EDIT SONG/TRACK

P1 ドライブ/ソングの選択
1 2 3

I01:SngNa˙

P1-1　ドライブ番号の選択............................. [I, A...G]

使用するドライブを選びます。

I：Internal IDE（内蔵ドライブ）、 A：SCSI ID 0、B：SCSI
ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI ID 3、E：SCSI ID 4、
F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6

P1-2　ソング番号の選択 ................................ [01...50]

P1-1で選択したドライブ内のソングを選びます。
選択できるのは、既存のソングと1（New）ソングです。

P1-3　ソング名の表示 .............................（表示16文字）

P1-2で選択したソング名をすべて（最大16文字）表示しま
す。P1-2で[ ]キーを押すと名前がスクロールします。

P2 エディット･ソング

EditSong ˙

1 2 3

Cpy:I01  ˘

4 5

˘A02   ok˙

P2-1 エディット･ソングの種類の選択 ......................
[Cpy, Renam, Del, Mov, Recov]

ソングに対するエディットの種類を選びます。“EditSong”
表示時に[ ]キーを押し、その後[SONG/TRACK]キーを押
すことによって選びます。

Cpy（Copy Song [Current Song→Dest Drive、 Dest
Song]）：
現在選択しているソングまたはドライブ内のすべての既存
ソングを、任意のドライブ内にコピーします。
1ソングのコピー時、コピー先ドライブ内のソング番号に
コピーします。コピー先の番号（含む）以降のソングは1つ
ずつ後ろにずれます。
全ソングのコピー時、コピー先ドライブ内の既存するソン
グの後ろにコピーします。
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Renam（Rename Song [→Dest Drive、Dest Song、 Dest
Song Name 16文字]）：
任意のドライブの任意のソングに名前を設定します『2. ソ
ングに名前を付ける』（9ページ参照）。

1 4 5

Renam:A01˙

6

SngName  ˙

Del（Delete Song [→Current Song]）：
現在選択しているソングを削除します。
消去したソングより後ろにソングがある場合、ソング番号
が1つ前に詰まります。消去後は消去したソングの次のソ
ングが選ばれます。

1 4 5

Del:I01ok˙

Mov（Move Song [Current Song→Current Drive: Dest
Song]）：
現在選択しているソングを同じドライブ内の任意のソング
番号に移動します。
移動先の番号前後のソングは移動元と移動先のソングの位
置関係により適宜、1つずつ前後にずれます。

1 4 5

Mov˘I01ok˙

Recov (Recover Song [Current Song→Current Drive:
Current Song+1, Original→Current Song])

現在のソングを選択した直後の状態に戻します。このとき
同時に現在のソングの状態を次の番号にコピーし保存しま
す。コピー先の番号（含む）以降のソングは1つずつ後ろに
ずれます。また、すでにソングが50個存在するときは、上
書きしてよいかどうかを確認するメッセージを表示し、
[ ]キーを押すと上書きを実行します。

1 2 3

Recov:I01?

P2-2　ソース･ドライブ番号の表示（Copy Songのみ）（I, A...G）

P2-1でCpy（Copy Song）選択時、現在選んでいるドライブ
を表示します。
I：Internal IDE（内蔵ドライブ）、A：SCSI ID 0、B：SCSI
ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI ID 3、E：SCSI ID 4、
F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6

P2-3 ソース･ソング番号の選択（Copy Songのみ）......
[01...50, 1-＊＊]

コピー元（ソース）のソングを選びます。現在選択している
ドライブ内の1ソングまたはすべての既存のソングから選
びます。

01...50：1ソングをコピーします。
1-＊＊（＊＊：最後の曲番）：ドライブ内のすべてのソングをコ
ピーします。

P2-4 デスティネーション･ドライブ番号選択（Copy
Song, Rename Song）/表示（Delete Song, Move
Song, Recover Song）......................... [（I, A...G）]

P2-1でCpy（Copy Song）またはRenam（Rename Song）選
択時、エディット先（デスティネーション）のドライブ番号
を選びます。
I：Internal IDE（内蔵ドライブ）、A：SCSI ID 0、B：SCSI
ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI ID 3、E：SCSI ID 4、
F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6

P2-1でDel（Delete Song）、Mov（Move Song）または
Recov（Recover Song）選択時、現在選択しているドライ
ブを自動的に表示します。

P2-5 デスティネーション･ソング番号の選択（Copy
Song, Rename Song, Move Song）/表示（Delete
Song, Recover Song）........................ [（01...50）]

P2-1でMov（Move Song）選択時、エディット先（デスティ
ネーション）ドライブ内の既存のソングを選びます。

P2-1でCpy（Copy Song）またはRenam（Rename Song）選
択時、エディット先（デスティネーション）ドライブ内の既
存のソングおよびNewソングを選びます。ただしCpy時、
P2-3でソース･ソングにすべてのソングを選んだ場合、デ
スティネーション･ドライブの最後のソングの次の番号から
コピーする最後の番号までを表示します。

1つのドライブに作成できるソング数は50までです。その
ためソース･ソングとデスティネーション･ソングの最後の
番号を足した合計が50までになるようにしてください。50
を越えるとエラー･メッセージを表示しコピーできません。
次のディスプレイは、内蔵ドライブの1～35のソングを
SCSIドライブBにコピーするとき、すでにコピー先の1～5
にソングがある場合の例です。この場合6～40にコピーさ
れることを表します。

1 2 3

Cpy:I1-35˘

4 5

˘B06-40ok˙

P2-1でDel（Delete Song）またはRecov（Recover Song）選
択時、現在選択しているソング番号を自動的に表示します。

P2-6　ソング名の設定（Rename Songのみ）................
[(blank), A...Z, a...z, 0...9, @, !, ", #, $, %, ', (, ), ＊, +, ,, -, .,
/, :, ;, <, =, >, ?, [, ¥, ], ^, _, {, ¦, }]

P2-1でRenam（Rename Song）選択時、ソング名を設定し
ます。最大16文字まで入力できます。
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P3 エディット･トラック
エディットの範囲は『15. IN/LOC1、OUT/LOC2、TO/
LOC3』（55ページ参照）で設定します。

EditTrack˙

1 2

CpyTr  1 ˘

3 4

˘Tr  1x99˙

P3-1 エディット･トラックの種類の選択...................
[CpyTr, Ins, Ers, Del, SwpTr]

トラックに対するエディットの種類を選びます。“Ed i t
Track”表示時に[ ]キーを押し、その後[SONG/TRACK]
キーを押すことによって選びます。

CpyTr（Copy Track [SourceTrack→DestTrack、Times]）：
ソース･トラックのIN～OUT間を、デスティネーション･ト
ラックのTO時刻に指定した回数だけコピーします。

IN OUT

TO

SourceTrack

DestTrack
TIMES

Ins（Blank Insert Track [→DestTrack]）：
デスティネーション･トラックのIN～OUT間にブランク（空
白）を挿入します。
IN時刻以降のデータはIN～OUT分後ろにずれます。

IN OUT

Blank

DestTrack

DestTrack

1 3

Ins˘Tr  1?

Ers（Erase Track [→DestTrack]）：
デスティネーション･トラックのIN～OUT間を消去しま
す。このとき、IN～OUT間は空白になります。

IN OUT

Blank

DestTrack

DestTrack

1 3

Ers˘Tr  1?

Del（Delete Track [→DestTrack]）：
デスティネーション･トラックのIN～OUT間を削除しま
す。OUT時刻以降はIN～OUT分前に詰まります。

IN OUT DestTrack

DestTrack

1 3

Del˘Tr  1?

SwpTr（SwapTrack←→DestTrack]）：
ソース･トラックとデスティネーション･トラックのIN～
OUT間を交換します。

SourceTrack

DestTrack

IN OUT

SourceTrack

DestTrack

IN OUT

SwpTr  1 ˘ ˘Tr  2   ?

P3-2 ソース･トラックの選択（Copy Track、Swap Track）
[1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 1-2, 3-4, 5-6, 7-8, 1-4, 5-8, 1-8, CLP＊
（Copy Trackのみ）]

P3-1でCpyTrまたはSwpTr選択時に表示します。エディッ
ト元（ソース）のトラックを選択します。
CLP＊（＊はクリップ･ボードに何トラック分入っているか
を示します）は、CpyTr選択時のみ表示します（P3-3参照）。

P3-3 デスティネーション･トラックの選択 [1, 2, 3, 4, 5,
6, 7, 8, 1-2, 3-4, 5-6, 7-8, 1-4, 5-8, 1-8, CLP（Copy Trackのみ）]

エディット先（デスティネーション）トラックを選択します。

CLP（Clip Board）は、CpyTr選択時のみ表示します。別のソ
ングのトラックへデータをコピーするときや、あるデータ
を頻繁にコピーするような場合などに効果的です。クリッ
プボードにコピーするには、P3-2でコピー元のトラック（1
～1-8）を選び、P3-3でCLPを選びます。クリップ･ボード
のデータをトラックにコピーするには、P3-2でCLPを選
び、P3-3でコピー先のトラック（1～1-8）を選びます。
クリップボードのデータは、クリップボードに次のデータ
をコピーするか電源を落とすと失われます。

ソースとデスティネーションのトラックの数が合わないと
コピーは行えません（例：3→5-6、1-8→4など）。

P3-4 コピー回数の指定（Copy Trackのみ）....... [1...99]

ソース･トラックのIN～OUT間のデータを、デスティネーショ
ン･トラックのTO時刻に何回コピーするかを設定します。
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3. SYSTEM

P1 チャンネル･レベル･メーターの表示
選択

1

ChMtr:Pre

P1-1 チャンネル･レベル･メーターの表示選択 [Pre, Post]

チャンネル･レベル･メーターが音量レベルを表示する場所
を選択します。チャンネル1～8が対象となります。

Pre：各チャンネルのEQとフェーダーの前の音量レベルを
表示します。
外部音声を入力時に[TRIM]が適正かどうか、また再生時に
トラックに音声が入っているかどうかを確認することがで
きます。
Post：各チャンネルのEQとフェーダーの後の音量レベルを
表示します。
再生時に出力からの音量レベルや、録音時に各トラックの
録音レベルを確認することができます。

P2 エフェクト･レベル･メーターの表示
選択

1

EfMtr:In 

P2-1 エフェクト･レベル･メーターの表示選択 [In, Out]

エフェクト･レベル･メーターが音量レベルを表示する場所
を選択します。

In：エフェクトへの入力音量レベルを表示します。
エフェクトへの入力が適正かを確認することができます。
Out：エフェクトからの出力音量レベルを表示します。
エフェクトからの出力が適正かを確認することができます。
ステレオ入力や、複数の出力が行われる場合、サンプル単
位でL/Rのレベルの大きい方を表示します。

P3 入力モニターの選択
1

Mon:Auto

P3-1 入力モニターの選択 ...................... [Auto, Source]

入力モニター音の出力のしかたを選択します。

Auto：[TRACK STATUS]でRECを指定したチャンネル
は、再生時は再生トラック音、録音（リハーサル）･停止時は
外部入力音を聞くことができます。ただし[REC SELECT]
がMASTERに設定されているときは、常に再生トラック音
が聞こえます。

IN OUT

再生音 外部入力 
録 音 

（リハーサル） 

再生音 

Source：[TRACK STATUS]でRECを指定したチャンネル
は常に外部入力音を聴くことができます。

P4 フット･スイッチの使用モードの選
択

1

Fsw:PncI/O

P4-1 フット･スイッチの使用モードの選択 ...............
[PncI/O, PlyStp, Mark]

フット･スイッチの機能を選択します。

PncI/O（Punch In/Out）：マニュアル･パンチ･イン/アウト
録音の開始と終了を切り換えます。
[TRACK STATUS]で任意のトラックをRECに選択し、再
生開始後、フット･スイッチを押したところから録音を開始
し、もう一度押したところで録音を終了します。
PlyStp（Play/Stop）：再生の開始と停止を切り換えます。
フット･スイッチを押すと再生を開始し、もう一度押すと停
止します。
Mark：マークを登録します。
フット･スイッチを押すとマークを登録します。

タップ録音（EDIT TEMPO P2参照）開始後、フット･スイッ
チはSYSTEM P4の設定に関係なくタップ･マーカーになり
ます。

P5 フット･スイッチ極性の設定
1 2

FswPol *:-

P5-1 フット･スイッチ極性判別マーク .........（＊,（Off））

P5-2 フット･スイッチ極性の設定..................... [－, +]

フット･スイッチの極性を設定します。
フット･スイッチを押したときに“＊”が点灯するように設定
してください。
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4. EDIT SYSTEM

P1 マークの削除
1

Mark     ˙ Del˘All  ?

P1-1 削除するマークの選択 .................. [All, 001...100]

削除するマークを選択します。選択後、およそ1秒くらい
[ ]キーを押すことによって、削除を実行します。

A l lA l lA l lA l lA l l: すべてのマークを削除します。
001...100001...100001...100001...100001...100: 指定した番号のマークを削除します。

マークを削除後、アンドゥが行えます。

P2 MIDI/SYNCの設定
1 2

MIDI/Sync˙ Gen:Clock˙

P2-1 同期信号の選択.................. [Gen, RcvMMC, DevID]

同期に必要な各パラメーターを選びます。“MIDI/Sync”表
示時に[ ]キーを押し、その後[SYSTEM]キーを押すこと
によって選びます。

Gen（Sync Generate from MIDI）：MIDI OUTから同期信
号を送信します。P2-2でその信号の種類を選びます。
RcvMMC（Receive MMC）：MIDI INからのMMC（MIDI
Machine Control）を受信するとき選びます。P2-3で受信
のオン/オフを、P2-4でデバイスIDを設定します。
DevID（Device ID）：MMCにおけるデバイスIDを設定しま
す。P2-4で外部機器からのMMC受信時のデバイスIDを設
定します。

P2-2 Sync Generateの設定 .............. [Clock, MTC30, Off]

P2-1でGen選択時、設定します。

Clock：MIDI OUTよりMIDIクロックを送信します。
MTC30：MIDI OUTよりMTC30NDF（MIDIタイム･コード
30ノン･ドロップ･フォーマット）を送信します。
Off：MIDI OUTより同期信号を送信しません。

P2-3 MMC受信のオン/オフ .............................. [o, -]

P2-1でRcvMMC選択時、設定します。

o（On）：MIDI INよりMMCを受信します。P2-4でデバイス
IDを設定してください。
-（Off）：MIDI INよりMMCを受信しません。

1 3

RcvMMC:o ˙

P2-4 デバイスIDの設定 ................................ [01...32]

P2-1でDevID選択時、外部機器からのMMC受信時のデバ
イスIDを設定します。

P2-1でRcvMMC、P2-3でo（On）選択時、外部機器と本体と
でデバイスIDを一致させることによりMMCを受信します。

1 4

DevID: 01˙

P3 チャンネル･ペアの有効設定
1 2

ChPairSw ˙ EQ     :o˙

P3-1 ペアの有効選択....................... [Pan, Snd/Aux, EQ]

P3-2 ペア有効のオン/オフ................................ [o, -]

パン、エフェクト･センド/Auxセンド、EQの各機能につい
て、ペアリングOn時（『26. PAIR On/Off』60ページ参照）、
ペアとして有効にするかしないかを設定します。o（On）
で、有効になります。“ChPair Sw”表示時に[ ]キーを押
し、その後[SYSTEM]キーを押すことによってP3-1の各機
能を選び、P3-2でそれぞれのOn/Offを設定します。選択
した設定はチャンネル1～6に対して共通で有効になりま
す。チャンネルごとに個別の設定はできません。

ペアリングの対照となるその他の[Channel]フェーダーと
[TRACK STATUS]は、ペアリングをONにすると、自動的
にペアの設定が有効になります。

P4 INPUT1/2のアサイン
1

InAssign ˙ In1/2˘Ch ˙

P4-1 INPUT1/2のアサイン .......................... [Ch, Mst]

INPUT1/2端子に入力する音声信号の入力先を設定しま
す。

Ch（Channel）：ミキサー･チャンネルに入力します。通常
はこちらで使用します。
Mst （Master）：マスター･バスに入力します。カスケード
時、あるいは8トラック再生に外部音源を加えてミックス･
ダウンしたいときなどに使用します。
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P5 ドライブ情報/ソング･バックアップ/
リストア/初期化/フォーマット

DiskUtil ˙

2 3

A:RM 100 ˙

4

FMT:Play ˙

1

DriveInfo˙

P5-1 ディスク･ユーティリティ･メニュー .................
[Drivelnfo, Backup, Restore, Initial, Format]

Drivelnfo：任意のドライブのフォーマット情報を表示します。
Backup：ソングを外部メディアへバックアップ（保存）します。
Restore：ソングを外部メディアからリストア（呼び出し）
します。
Initial：任意のドライブを初期化します。
Format：任意のドライブを物理フォーマットします。

□ドライブ情報
P5-1でDrivelnfoを選択時、表示します。

P5-2 デスティネーション･ドライブの選択 .... [I, A...G]

フォーマットを確認したいドライブを選択します。
I：Internal IDE（内蔵ドライブ）、A：SCSI ID 0、B：SCSI
ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI ID 3、E：SCSI ID 4、
F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6

P5-3 デスティネーション･ドライブの表示 .. [HD...RM]

ドライブのタイプを表示します。
HD：Hard Disk、 RM：Removable Disk

P5-4 ドライブ･フォーマットの表示 .......... [Play, Bkup]

P5-2で選択したドライブのフォーマットがソング作成用
（Play）、バックアップ用（Bkup）かを表示します。

□ソング･バックアップ

85 6 7 9 10

I01:SngNa˘ ˘A:RM 100˙

Backup   ˙

P5-1でBackup選択時、表示します。

現在選択しているドライブ内の1ソングまたは全ソングを
バックアップ（保存）します。

バックアップできるメディアは、4Gbyteまでのリムーバブ
ル･ディスクまたは120分までのDATテープです。リムーバ
ブル･ディスクには同じ容量の複数枚のディスクに渡って
バックアップすることができ（マルチ･ボリュームに対応）、

DATテープには1本にのみバックアップすることができま
す。

バックアップ時、バックアップ先のドライブやDATに上書
きし、バックアップ先のデータはすべて失われますので注
意してください。

なお、ハード･ディスクにはバックアップを行えません。
別のハード･ディスクにソングを保存するときはソング･
コピーを行ってください（『2. EDIT SONG/TRACK』P2、
44ページ参照）。

P5-5 ソース･ディスク番号の表示.................. [I, A...G]

現在選択しているドライブ番号を表示します。
I：Internal IDE（内蔵ドライブ）、A：SCSI ID 0、B：SCSI
ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI ID 3、E：SCSI ID 4、
F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6

P5-6 ソース･ソング番号の選択 .............. [01...50, ＊＊]

01...50：現在選択しているドライブ内の指定した1ソング
をバックアップします。
＊＊（All）：現在選択しているドライブ内のすべてのソング
をバックアップします。

P5-7 ソース･ソング名の表示 .................（ソング名/All）

バックアップをとるソングのソング名を表示します。
P5-6で01～50を選択時、そのソング名を、＊＊選択時、
“All”を表示します。

P5-8 デスティネーション･ドライブ/DATの選択 .......
[A...G, H]

バックアップ先のリムーバブル･ディスク･ドライブまたは
DATを選択します。
A：SCSI ID 0、B：SCSI ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI
ID 3、E：SCSI ID 4、F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6、
H：DAT

ハード･ディスク･ドライブ選択時は実行できません。

P5-9 デスティネーション･ドライブ/DATタイプの表示
（RM, DAT）

P5-10 デスティネーション･ドライブ/DAT容量の表示 .
（ディスク容量/テープ長）

P5-9がRMのときはフォーマット時の容量（byte）、DATの
ときはバックアップに必要なテープ長（min）を表示します。

P5-11 デスティネーション･ドライブ必要枚数の表示
[0...99（RMのみ）]

P5-8でリムーバブル･ディスクを選択時、表示します。

リムーバブル･ディスクへのバックアップ時、バックアップ
に必要なディスクの枚数を表示します。デスティネーショ
ン･ドライブに挿入しているディスクと同じ容量のディスク
を表示する枚数分用意してください。

11

˘x02Disks˙
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□ソング･リストア
P4-1でRestoreの選択時、表示します。

バックアップしたソングをリストア（呼び出し）ます。
リストア元はリムーバブル･ディスク（複数枚対応）、DAT
（複数本未対応）が選択できます。
全ソング･バックアップをリムーバブル･ディスクに行った
場合、リストアは全ソングまたはその中の1ソングを選択
できます。
全ソング･バックアップをDATに行った場合、リストアは
全ソングのみです。

全ソングのリストアを行うと、リストア先のドライブに上
書し、リストア先のデータはすべて失われますので注意し
てください。

 
1715 16 18 19

A01:SngN ˘ ˘B02:NoDA

Restore  ˙

12 13 14

A:RM 100 ˘

P5-12 ソース･ドライブ/DATの選択 ............... [A...G, H]

リストア元のリムーバブル･ディスク･ドライブまたはDAT
を選びます。

リストアはRM（Removable Disk）、DATを対象に行うため
ハード･ディスク選択時には実行できません。

A：SCSI ID 0、B：SCSI ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI
ID 3、E：SCSI ID 4、F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6、
H：DAT

P5-13 ソース･ドライブ/DATのタイプ表示 ...（RM, DAT）

P5-14 ソース･ドライブ容量の表示 ..（ディスク容量/表示なし）

P5-13がRMのときはフォーマット時の容量（byte）を、DAT
のときは表示しません。

P5-15 ソース･ソング番号の選択 ................ [01...50, All]

リストア元ドライブ/DAT内のソングを選びます。

01...50を選択時、選んだソングをリストアします。
Allを選択時、すべてのソングをリストアします。

1ソング･バックアップを行ったドライブからは01のみが選
べます。
全ソング･バックアップをDATからリストアする場合、All
のみが有効です。そのため個々のソング番号を選択しても
無効になります。

P5-16 ソース･ソング･ネームの表示............（表示4文字）

P5-17 デスティネーション･ドライブの選択 ........ [I...G]

リストア先のドライブを選びます。
I：Internal IDE（内蔵ドライブ）、A：SCSI ID 0、B：SCSI
ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI ID 3、E：SCSI ID 4、
F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6

P5-18 デスティネーション･ソング番号の選択 . [01...50]

1ソング･リストア（P5-15で01...50）を選択時のみ、リスト
ア先のソング番号を選びます。

選択した番号にリストアし、リストア先番号以降のソング
は1つずつ後ろにずれます。

P5-19 デスティネーション･ソング･ネームの表示 .......
（名前表示4文字）

1ソング･リストア（P5-15で01...50）を選択時のみ表示しま
す。

20 21

˘B:HD1300˙

P5-20 デスティネーション･ドライブ･タイプの表示....
（HD, RM）

全ソング･リストア（P5-19でAll）を選択時のみ、ディスク
のフォーマット時の容量（byte）を表示します。

HD：Hard Disk、RM：Removable Disk

P5-21 デスティネーション･ドライブ容量の表示.........
（ディスク容量）

□ 初期化/フォーマット
22 23

Initial  ˙ A:RM 100 ˙

P5-1でInitialまたはFormat選択時、表示します。
ドライブ購入時などは初期化してください。また、別の機
器で使用していたものをD8で使うときや、再生中などに
Disk Error表示が頻繁に出るようなときはフォーマットし
てください。

P5-22 デスティネーション･ドライブの選択 .... [I, A...G]

初期化またはフォーマット先のドライブを選択します。

I：Internal IDE（内蔵ドライブ）、 A：SCSI ID 0、B：SCSI
ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI ID 3、E：SCSI ID 4、
F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6

P5-23 デスティネーション･ドライブ･タイプの表示....
（HD, RM）

ドライブのタイプを表示します。

HD：Hard Disk、RM：Removable Disk



51

第

3章

 
リフ
ァレ
ンス
編 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5. DISPLAY MODE

P1 カウンターの表示選択

P1　ロケーション･カウンター表示の選択 ..................
[MBT, MSM, MSF, FreeTime]

ロケーション･カウンターの表示のしかたを選びます。
[DISPLAY MODE]キー押すたびに表示が切り換わります。

MBT（Measure［小節］/Beat［拍子］/Tick［1拍子/96］/
Mark*）: ソングの先頭から小節単位で表示します。
表示するテンポと拍子はTEMPO P1で設定します。

01:SngName

MSM（Minutes［分］/Second［秒］/Mil l isecond［1秒/
1000］/Mark*）: ソングの先頭からの絶対時間を表示しま
す。

01:SngName

MSF（Minutes［分］/Second［秒］/Frame［1秒/30］/Mark*）:
ソングの先頭からの絶対時間を表示します。（MTC同期用）

01:SngName

FreeTime（Minutes［分］/Second［秒］）: 現在選択中のドラ
イブの録音が可能な時間を表示します。通常、モノラル録
音（1トラック）の録音可能な時間を表示します。2つの
[TRACK STATUS]をRECにすることによって、ステレオ
録音または2トラック同時録音による録音可能な時間を表
示します。

01:SngName

* Mark（マーク）は、ロケーション･カウンターの下にすべ
てのカーソルが表示されている状態です。このとき
[VALUE]ダイヤルを回すことによって、登録したマー
ク･ポイントへ時刻を移動することができます（『■ マー
ク･ポイントへの移動』24ページ参照）。

プログラム･プレイ（『EDIT PLAY MODE P3』参照）時のみ、
カウンター表示は次のように切り換わります。

ソングの残り時間
（Minutes［分］/Second［秒］/Millisecond［1秒/1000］）
ソングの経過時間
（Minutes［分］/Second［秒］/Millisecond［1秒/1000］）
総演奏残り時間
（Minutes［分］/Second［秒］/Millisecond［1秒/1000］）
総演奏経過時間
（Minutes［分］/Second［秒］/Millisecond［1秒/1000］）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6. REC MODE

録音方法の選択 ........................................................
[Off, AutoPunch+RehearsalOn, AutoPunchOn, RehearsalOn]

録音のしかたを選びます。[REC MODE]キーを押すたびに
設定が切り換わります。

Off（インジケーター消灯）：通常の録音を行
います。

AutoPunch+Rehearsal（両インジケーター点
灯）：[TRACK STATUS]RECのトラック
に、IN（LOC1）～OUT（LOC2）間でオート･
パンチ･イン/アウト録音のリハーサル*を行
います。

AutoPunch（インジケーター点灯）：[TRACK
STATUS]RECのトラック、IN（LOC1）～
OUT（LOC2）間でオート･パンチ･イン/アウ
ト録音を行います。

Rehearsal（インジケーター点灯）：[TRACK
STATUS]RECのトラックに、録音のリハー
サル*を行います。

* AutoPunch+Rehearsal、Rehearsal選択時、録音を開始
すると入力モニター（SYSTEM P2参照）等が録音時と同
じ動作をし、録音のリハーサルが行えます。実際には録
音は行われません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7. PLAY MODE

再生方法の選択 ............... [Off, AutoPlayOn, AutoRepeatOn]

再生のしかたを選びます。［PLAY MODE］キーを押すたび
に設定が切り換わります。

Off：通常の再生モードです。

AutoPlayOn：再生を行うとIN（LOC1）～OUT
（LOC2）間*を再生し、OUT時刻で自動的に停
止します。
再生中に[STOP]キーを押すことによっても停
止することができます。

AutoRepeatOn：再生を行うとIN（LOC1）～
OUT（LOC2）間*で再生を繰り返します。
[STOP]キーを押すことによって停止します。

* AutoPlayOnまたはAutoRepeatOn選択時にオート･パン
チ･イン/アウトを行うと、INの前にプリ･ロール･タイ
ム、OUTの後ろにポスト･ロール･タイムが加わります
（EDIT PLAY MODE P1、P2参照）。
IN、OUTの設定方法は『ロケート･ポイントを登録する』
（23ページ）を参照してください。

REC�
MODE

AUTO PUNCH

REHEARSAL

REC�
MODE

AUTO PUNCH

REHEARSAL

REC�
MODE

AUTO PUNCH

REHEARSAL

REC�
MODE

AUTO PUNCH

REHEARSAL
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8. EDIT PLAY MODE

P1 プリ･ロール･タイムの設定
オート･パンチ･イン/アウトを行うとき、オート･プレイ･オ
ン、オート･リピート･オンのIN時刻に加えるプリ･ロール･
タイムを設定します。
オート･プレイ･オンまたはオート･リピート･オンとオート･
パンチ･イン/アウトを併用時、パンチ･インの前のプリ･
ロール･タイムを聴くことができ、録音開始までの準備期間
をとることができます。

1 2

PreRol:02M

P1-1 プリ･ロール･タイムの数値設定............. [00...10]

P1-2 プリ･ロール･タイムの単位選択................. [M, s]

小節または秒単位でプリ･ロール･タイムを設定します。
P1-1で数値（00～10）を、P1-2でM（Measure:小節）または
s（Second:秒）の単位を選びます。プリ･ロール･タイムの単
位を変更するとポスト･ロール･タイムの単位も合わせて変
わります。M選択時、最大10小節、s選択時、最大10秒が
プリ･ロール･タイムになります。

電源オン時、プリ･ロール･タイムとポスト･ロール･タイム
は自動的に02Mになります。

P2 ポスト･ロール･タイムの設定
オート･パンチ･イン/アウトを行うとき、オート･プレイ･オ
ン、オート･リピート･オンのOUT時刻に加えるポスト･
ロール･タイムを設定します。
オート･プレイ･オンまたはオート･リピート･オンとオート･
パンチ･イン/アウトを併用時、パンチ･アウト後のポスト･
ロール･タイムを聴くことができるため、録音終了後のつな
がりを確認することができます。

1 2

PstRol:00M

P2-1 ポスト･ロール･タイムの数値設定 ......... [00...10]

P2-2 ポスト･ロール･タイムの単位選択 ............. [M,s]

小節または秒単位でポスト･ロール･タイムを設定します。
P2-1で数値（00～10）を、P2-2でM（Measure:小節）または
s（Second:秒）の単位を選びます。ポスト･ロール･タイムの
単位を変更するとプリ･ロール･タイムも合わせて変わりま
す。M選択時、最大10小節、s選択時、最大10秒がポスト･
ロール･タイムになります。

電源オン時、プリ･ロール･タイムとポスト･ロール･タイム
は自動的に02Mになります。

IN OUT

プリ·ロール· 
タイム 

プリ·ロール· 
ポイント 

ポスト·ロール· 
ポイント 

ポスト·ロール· 
タイム 

P3 プログラム･プレイ
最大50曲までのソングを任意の順番で再生します。
プログラム･プレイは、このページにいるときのみ機能しま
す。
各ソングは最後の音声が終了し無音になったところで次の
ソングに移ります。

1 2 3

P01:I--  ˙

P3-1 プログラムの再生番号の選択 ................ [01...50]

再生するソングの順番を選びます。数字の小さい方から順
番に再生します。P3-3で指定していない番号や、P3-2、
P3-3で確認しないドライブのソング番号は飛ばして次のソ
ングを再生します。

P3-2 再生ドライブの選択 ............................. [I, A...G]

I：Internal IDE（内蔵ドライブ）、A：SCSI ID 0、B：SCSI
ID 1、C：SCSI ID 2、D：SCSI ID 3、E：SCSI ID 4、
F：SCSI ID 5、G：SCSI ID 6

P3-3 再生ソング番号の選択 .......................... [01...50]

再生するドライブとソング番号を選択します。

このページから出ると選曲した順番をリセットします。

プログラム･プレイ時のみ、ロケーション･カウンターの表
示のしかたが異なります（『5. DISPLAY MODE』51ページ
参照）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9. TRIGGER
入力音をトリガーにして、録音を開始する機能です。

トリガー録音のオン/オフ .............................. [On, Off]

On（インジケーター点灯）：録音待機時、スレッショルド･
レベル（EDIT TRIGGER P1参照）を越えた入力音をきっか
けに録音を開始します。
Off（インジケーター消灯）：通常の録音を行います。

On時、録音待機中に、スレッショルド･レベル越えないと
録音が開始しないので注意してください。[STOP]キーを押
して、トリガー録音をキャンセルし、スレッショルド･レベ
ルを調節し直してください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10. EDIT TRIGGER

P1 スレッショルド･レベルの調節
1

ThrLev:050

P1-1 スレッショルド･レベルの調節 ........... [001...100]

トリガー録音時、録音が始まるきっかけとなる入力音声レ
ベルを調節します。
録音待機中に、この値を越えると録音が始まります。

入力するソースによって適正レベルが異なりますので、ス
レッショルド･レベルをいろいろ変えて、試してください。

P2 プリ･トリガー･タイムの設定
1

PrTrg:000m

P2-1 プリ･トリガー･タイムの設定....... [000...700m（s）]

トリガー録音時、録音開始時刻の前に加えて録音するプリ･
トリガー･タイムを設定します。
トリガー録音時、パーカッションなどの立ち上がりの速い
音などでは、音の出だし部分が欠ける場合があります。
プリ･トリガー･タイムを設定すると録音開始前の小音量部
分を前に加えることができます。
入力するソースによって適正時刻が異なりますのでプリ･ト
リガー･タイムをいろいろ変えて、試してください。

ソングの頭の場合では無効です。

録音したトラックの後に録音を開始する場合、プリ･トリ
ガー･タイムを000ms以外にするとその秒前の音の上に重
なるため、前の音の最後が欠けます。

プリ·トリガー· 
タイム 

スレッショルド· 
レベル 

トリガー·オン 

録音開始時刻 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11. TEMPO

P1 テンポ･マップの設定
ソングのテンポと拍子を設定します。

メトロノーム音を聴きながらテンポを設定するときは、メ
トロノーム･オン（METRONOME参照）にした後、このペー
ジに入ってください。

1

4

2 3 5

2:120–4/4˙ ˙:Metro4 ˙

P1-1 テンポ･マップ番号の選択 ........................ [0...9]

テンポ･マップ番号を選択します。

0：ソングの先頭に置く基本となるテンポ･マップです。ロ
ケーションの設定（P1-4）は行えません。
1...9：ソングの先頭以外に置くテンポ･マップです。ソング
の途中でテンポや拍子を変更するときに選びます。

P1-2 テンポ設定 ................................ [40...240, （Trk）]

ソングのテンポを�＝40～240設定します。
テンポ･ソース（EDIT TEMPO P1参照）に、Map選択時、設
定が可能です。
テンポ･ソースにTrk選択時、このページでもTrkを表示しテ
ンポを設定することができません。このときテンポ録音
（EDIT TEMPO P2参照）したテンポで再生（録音）します。

録音後にテンポ変更を行うとロケーション･カウンターに表
示する小節や拍子等とトラック音声が合わなくなります。
合わせ直すにはタップ･テンポ録音（EDIT TEMPO参照）を
行ってください。

P1-3 拍子設定....................................... [1...8/4, 10/4,
1...8/8, 10/8, 12/8, 16/8, 1...8/16, 10/16, 12/16, 16/16]

拍子を設定します。

P1-4 マップ･ロケーションの設定.............................
[000（Delete Map）, 001...999Meas（小節単位で設定可）]

テンポ･マップのロケーション（設定変更開始時刻）を設定し
ます。［ ］キーと［ ］キーを同時に押すことによって、ロ
ケーション･カウンターへ移動します。

テンポ･マップ番号（P1-1）が0のときは設定できません。

000：テンポ･マップを削除するときに選択します。削除す
るテンポ･マップに000を設定し、その後このページから出
るとテンポ･マップが削除されます。
001...999：1～999の小節単位でロケーションを設定しま
す。

前後のマップの位置に関係なく移動できます。
ただしP1を出た後、テンポ･マップ番号（P1-1）はソングの
頭からマップの置かれている時刻順に合わせ、自動的に若
い番号から振り直すため、番号が変わります。
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P1-5 メトロノーム･タイプの選択.............................
[『メトロノーム･タイプ･リスト』参照]

拍子設定（P1-3）で選択した拍子に合ったメトロノーム･タ
イプからメトロノーム･タイプを選びます。
テンポと拍子チェンジに合わせてメトロノーム･タイプを設
定することにより、リズム･パターンが変更できます。

P2 メトロノーム音量設定

P2-1 メトロノーム音量設定 ....................... [001...100]

メトロノームの音量を設定します。

このページまたはEDIT METRONOME P1（55ページ参照）
のどちらからでも値を変えられます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12. EDIT TEMPO

P1 テンポ･ソースの設定
1

TmpSrc:Map

P1-1 テンポ･ソースの選択 ......................... [Map, Trk]

テンポ･ソースを選びます。

Map：TEMPO P1で作成したテンポ･マップを元にテンポ･
チェンジを行います。
Trk：テンポ録音（EDIT TEMPO P2参照）したテンポを元に
テンポ･チェンジを行います。

テンポ録音を行うまでTrkを選択できません。
テンポ録音後、自動的にTrkになります。

P2 テンポ録音
MIDIクロックを記録することにより、外部シーケンサーと
のMIDIクロックによる同期が行えます。
タップ･テンポを記録することにより、あらかじめ本体に録
音したテンポが不明のソース（CD等）を小節単位で管理する
ことができます。

拍子チェンジがあるソングの場合、あらかじめTEMPO P1
で拍子チェンジを含んだテンポ･マップを作成しておいてく
ださい。

テンポ録音はメモリが一杯になると強制的に終了します。

1

TempoRec ˙ MIDIclk  ?

P2-1 テンポ録音ソースの選択 ......... [MIDIclk, MeasTap]

テンポ録音ソースを選びます。

MIDIclk：外部シーケンサー等で作成したソングのMIDIク
ロックを記録し、テンポ･トラックを作成します。
MeasTap：小節頭のタップを記録し、テンポ･トラックを
作成します（35ページ参照）。

タップ･テンポ録音時、フット･スイッチはSYSTEM P3の
設定に関係なく、タップ･マーカーになります。

テンポ･トラック作成後、P1-1でテンポ･ソースをTrkにす
ることにより、テンポ･トラックを使用したテンポ･チェン
ジが行えます。

録音し直す場合、前のテンポ･トラックを消去するので注意
してください。また、MIDIクロックとタップは同じ場所に
記録しますので、最後に録音した方が有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13. METRONOME

メトロノーム･オン/オフ ................................ [On, Off]

メトロノームをオン/オフします。

On（インジケーター点灯）：テンポ･ソース（EDIT TEMPO
P1参照）のテンポ、拍子、メトロノーム･タイプで、再生ま
たは録音時（EDIT METRONOME P2参照）にメトロノーム
が鳴ります。またTEMPO P1やEDIT METRONOME P1
に入ったときも鳴ります。
Off（インジケーター消灯）：再生または録音時にメトロノー
ムは鳴りません。またTEMPO P1やEDIT METRONOME
P1に入ったときも鳴りません。

メトロノーム音はOUTPUT L/RおよびPHONEから出力し
ます。メトロノーム音を直接録音することはできません。

メトロノーム音をD8に録音するには、OUTPUT L/R端子
の出力をケーブルを接続することによってINPUT 1/2端子
に入力し、通常の録音をしてください。このとき、
[MASTER]フェーダーを0にしてください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14. EDIT METRONOME

P1 メトロノーム音量設定
メトロノーム･オン（METRONOME参照）時、このページに
入るとメトロノーム音が鳴ります。メトロノーム音を聴き
ながら、音量を設定できます。

1

MetVol:050

P1-1 メトロノーム音量設定 ....................... [001...100]

メトロノームの音量を設定します。

このページまたはEDIT TEMPO P2のどちらからでも値を
変えられます。このページにいるときにメトロノームをオ
ン/オフするには、[EDIT]キー押した後に[METRONOME]
キー押して切り換えます。

P2 メトロノーム･モードの設定
1

MetMod:P+R

P2-1 メトロノーム･モードの設定.......... [P+R, Rec, Off]

メトロノーム･オン（METRONOME参照）選択時に、いつメ
トロノーム音を鳴らすかを設定します。

P+R（Play＋Recording）：再生時と録音時にメトロノーム
が鳴ります。
Rec（Recording）：録音時にメトロノームが鳴ります。
Off：メトロノーム･オン／オフに関係なく再生時と録音時
にメトロノームは鳴りません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15. IN/LOC1, OUT/LOC2,
TO/LOC3

[IN/LOC1]、[OUT/LOC2]、[TO/LOC3]の各キーにソング
の任意の時刻を登録し、キーを押すことによって登録した
時刻（ロケート･ポイント)へ移動します。
また、登録した時刻はこの他、オート･プレイ/オート･リ
ピート再生時や、オート･パンチ録音時のイン/アウト･ポイ
ントとして、また、トラック･エディットのエディット･ポ
イントとしても使用します。

◇ [STORE]キーを押した後、[LOC（/IN,OUT,TO）]キーを押
すことによって、現在時刻を各キーに登録します。

IN/LOC1 ..................................................................

[IN/LOC1]キーに登録した時刻は、各機能を選択したとき
次のように動作します。

• ロケート･ポイント1への移動
• オート･パンチ録音時のパンチ･イン時刻
• オート･プレイ/オート･リピート再生時の再生開始時刻
• エディット･トラック時の
Copy Trackのコピー元の開始時刻
Blank Insert Trackの空白インサート先の開始時刻
Erase Trackのイレース先の開始時刻
Delete Trackのデリート先の開始時刻
Swap Trackのスワップ元/先の開始時刻

OUT/LOC2 ...............................................................

[OUT/LOC2]キーに登録した時刻は、各機能を選択したと
き次のように動作します。

• ロケート･ポイント2への移動
• オート･パンチ録音時のパンチ･アウト時刻
• オート･プレイ/オート･リピート再生時の再生終了時刻
• エディット･トラック時の
Copy Trackのコピー元の終了時刻
Blank Insert Trackの空白インサート先の終了時刻
Erase Trackのイレース先の終了時刻
Delete Trackのデリート先の終了時刻
Swap Trackのスワップ元/先の終了時刻

TO/LOC3 .................................................................

[TO/LOC3]キーに登録された時刻は、各機能を選択したと
き次のように動作します。

• ロケート･ポイント3への移動
• エディット･トラック時の
Copy Trackのコピー先の時刻
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16. SCENE
ミキサーの設定をソングの任意の時刻に登録します。
これらの登録したミキサーの設定を「シーン」といいます。
登録が可能なシーン数は1ソングにつき20までです。
シーンに登録できるミキサーの設定は、ハイEQ“HEQ”、
ローEQ“LEQ”、エフェクト･センド“Snd”、AUXセンド
“Aux”、パン（［PAN］、［BALANCE］ツマミ）、 チャンネル
の音量レベル（［CHANNEL］ フェーダー）です。

◇ [STORE]キーを押した後、[SCENE]キーを押すことによっ
て現在のシーンを登録します。登録時、登録先のシーン番
号を表示します。

シーン･リードのオン/オフ............................. [On, Off]

On（インジケーター点灯）：シーン･リードを実行します。
登録をした時刻ごとに設定を切り換えながら再生します。
Off（インジケーター消灯）：シーン･リードを実行しません。
時刻に関係なく汎用の設定として呼び出すことができま
す。

シーンが登録されていない場合、Onになりません。
シーン･リードOn時は［PAN］ツマミと［CHANNEL］フェー
ダーの設定値がパネル上の実際の位置と異なります。

シーン･リードOn時にも各ミキサー･パラメーター値は変更
できます。
OffからOnに切り換えるとその時刻に登録されているシー
ンを呼び出します。例えばシーン1の登録時刻とシーン2の
登録時刻の中間でOffからOnに切り換えた場合はシーン1が
読み込まれます。
OnからOffに切り換えると各シーンの値はOffに切り換える
直前の設定を維持します。Onの間にミキサー･パラメー
ター値を変更した場合も、変更された値を維持します。

シーン1 シーン2 シーン3 シーン4

イントロ バース コーラス インターリュード 

＊ 実際にはフェーダー、パンのツマミは動きません。 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17. EDIT SCENE

P1 シーン･パラメーター一覧
シーンとして登録したミキサーの各設定値（SCENE参照）を
レベル･メーター部に表示します。

1

3

2

S01:Fader

P1-1 シーン番号の選択 ................... [S01...20, CUR, --]

シーンの各設定値を確認したい番号を選びます。

シーン･リードOn時

現在時刻に置かれたシーンを自動選択します。現在シーン
の確認のために使用します。

S01...20：現在時刻に置かれたシーンの各値をレベル･メー
ター部に表示します。現在時刻に置かれた1つのみが選べ
ます。
CUR（Current）：現在のミキサーの各設定値をレベル･メー
ター部に表示します。シーンを切り換えた後、ミキサーの
各設定を変えたときにそれぞれの値を確認できます。
- -：現在時刻にシーンがない場合に表示します。

シーン･リードOff時

現在時刻に関係なく選択したシーンを呼び出します。セッ
ティング･メモリーまたは各シーンの確認に使用します。

S01...20：選択したシーンの各値をレベル･メーター部に表
示し、そのシーンを呼び出します。現在の音声はこの値を
元に出力します。
最初に表示されるシーン番号は現在の各ミキサー値の元に
なったシーン番号（最後に呼ばれたシーン）です。
- -：シーンが一度も呼ばれていない場合に表示します。

シーン選択後、各ミキサー値を変更するとシーン番号横の
“: ”が“＊”に変化し、選択シーンとは値が異なっていること
を示します。

[TRACK STATUS] RECのトラックに対応するミキサー･
チャンネルにはシーンの呼び出しを行いません。

P1-2 シーン表示パラメーターの選択........................
[Fader, Pan, Snd, Aux, HiEQ, LoEQ]

P1-1で選択したシーンのミキサーの各値のうち、レベル･
メーターに表示するパラメーターを選びます。

P1-3 シーン･スタート･ロケーションの表示..............

P1-1で選択したシーンを切り換える時刻を表示します。表
示単位はロケーション･カウンター表示モード（DISPLAY
MODE参照）に従います。
シーンが登録されていない場合、“- -”を表示します。

P2 シーンの削除
登録したシーンを削除します。

◇ P2-1で削除するシーンを選択後、［ ］キーをおよそ1秒押
すことによってシーンを削除します。

シーン･リードOn時は削除できません。
1

2

Del˘S--
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P2-1 削除するシーン番号の選択 ............. [S01...20, All]

削除するシーン番号を選びます。

S01...20：選択した1つのシーンを削除します。
All：現在選択中のソング内のすべてのシーンを削除します。

空シーン“- -”は削除できません。

P2-2 シーン･スタート･ロケーションの表示..............

シーンを切り換える時刻を表示します。
空シーンでは、“- -”を表示します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18. STORE
ロケーションやマーク、シーンを登録するときに登録待機
の状態にします。

◇ [STORE]キーを押すごとにディスプレイに“Store”→
“Mark”→「[STORE]キーを押す前のページ」の順で切り換わ
ります。

P1 IN/LOC 1、OUT/LOC 2、TO/LOC 3、
シーンの登録

Store˘

1

P1-1 IN/LOC 1、OUT/LOC 2、TO/LOC 3、シーンの登録
番号 ................................... [In, Out, To / S01...20]

IN/LOC 1、OUT/LOC 2、TO/LOC 3の登録

登録する時刻へ移動した後、[ S TOR E ]キーを押して
“Store”を表示します。登録する[IN/LOC 1]キー、[OUT/
LOC 2]キー、[TO/LOC 3]キーを押すことによって登録し
ます。

シーンの登録シーンの登録シーンの登録シーンの登録シーンの登録

登録する時刻へ移動し、ミキサーを設定した後、[STORE]
キーを押して“Store”を表示します。[SCENE]キーを押す
ことによって登録します。

P2 マークの登録

Mark˘

1

P2-1 マークの登録番号 ........................... [M001...100]

マークの登録マークの登録マークの登録マークの登録マークの登録

登録する時刻へ移動した後、[STORE]キーを2回押して
“Mark”を表示します。[IN/LOC 1]、[OUT/LOC 2]、[TO/
LOC 3]のいずれかのキーを押すことによって登録します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19. SCRUB

スクラブ･オン/オフ....................................... [On, Off]

スクラブ、プレイ･フロム、プレイ･トゥ再生機能のオン/オ
フを選択します。音が鳴り出す正確な時刻を検索するとき
に使用すると便利です。

On（インジケーター点灯）: [VALUE]ダイヤルを回すと、ス
クラブ再生します。[PLAY]キーを押すと、現在停止してい
る時刻から再生を開始し、2秒間再生して停止します。停
止後、自動的に再生を開始した時刻に戻ります（プレイ･フ
ロム機能）。[STOP]キーを押しながら[PLAY]キーを押す
と、現在停止している時刻の2秒前から再生を開始し、停
止していた時刻まで再生します（プレイ･トゥ機能）。[FF]
キーを押すと、現在停止している時刻から1/2倍速で再生
を開始し、[STOP]キーを押すまで再生を続けます。停止
後、自動的に再生を開始した時刻に戻ります（スロー･プレ
イ機能）。

レベル･メーターは、再生中はSYSTEM P1（47ページ参
照）の設定に関係なくフェーダーの前の音量を表示し、停止
時は停止時刻における音量レベルを保持し表示します。
[TRACK STATUS]PLAYとREC（PLAYに切り換わります）
のトラックを再生します。
Off（インジケーター消灯）: 通常動作をします。

On選択時、[VALUE]ダイヤルはスクラブ再生をするための
ダイヤルになるため、[VALUE]ダイヤルを使った各設定値
を変更することができません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20. UNDO

アンドゥ/リドゥ...................... [U（Undo）, R（Redo）, （Off）]

各実行後、その実行を行う前の状態に戻すアンドゥ、また
アンドゥを行う前の状態に戻すリドゥが行えます。

録音、エディット･トラック（Copy Track、Blank Insert
Track、Erase Track、Delete Track、Swap Track）をそ
れぞれ実行後、アンドゥを行うとその直前の設定に戻りま
す。

表示時、アンドゥが行えます。
表示時、リドゥが行えます。

電源オフ後やフォーマット後など、対象が失われるとアン
ドゥ/リドゥは行えません。



58

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21. TRACK STATUS

トラック･ステータスの選択 ......................................
[PLAY, REC（ANALOG）, REC（DIGITAL）, Mute]

各トラックの状態を選択します。

◇ [TRACK STATUS]キーを押すごとに、インジケーターの
点灯する色が変わり、機能が切り替わります。

PLAY（インジケーター緑色点灯）：選択トラックは再生でき
る状態です。
REC(ANALOG)（インジケーター赤色点滅/点灯）: [REC
SELECT] INPUT1/2またはMASTER時、選べます。選択ト
ラックにはINPUT 1/2端子からの外部入力、またはマス
ター･バスからの音声を録音することができます。インジ
ケーターが録音待機状態では点滅、録音（またはリハーサ
ル）中は点灯します。
REC(DIGITAL)（インジケーター橙色点滅/点灯）: [REC
SELECT] DIGITAL IN時、選べます。選択トラックには
DIGITAL IN端子からの外部入力を録音することができま
す。インジケーターが録音待機状態では点滅、録音（または
リハーサル）中は点灯します。
内蔵エフェクトおよびAUX IN端子からの外部入力は行えま
せん。
MUTE（インジケーター消灯）：選択トラックをミュートし
ます。

入力モニター（47ページ参照）がAUTOのとき[TRACK
STATUS]RECにすると、EQとフェーダーは入力音に対し
てのみ有効となり、トラックの再生音にはフェーダー、EQ
による効果がかかりません。再生中などに誤ってフェー
ダー、EQの設定値を変えると、入力音の音量、EQが変更
されてしまうので注意してください。
ただし[REC SELECT]がMASTERに設定されているときは
[TRACK STATUS]がPLAYのときと同じで常に再生トラッ
ク音が聞こえ、フェーダー、ＥＱが有効です。

TRACK STATUS=REC

TRACK STATUS=REC

TRACK STATUS=PLAY

INPUT
FADER

HEQ LEQ

FADER

[EQ]

HEQ LEQ

TRACK

INPUT

TRACK

INPUT

TRACK

[EQ]

[EQ]

FADER

HEQ LEQ

[EQ]

録音 

再生 

再生 

録音、入力に
EQ、フェーダー
が効く 

再生に、EQ、
フェーダーが効
かない 

再生にE Q、
フェーダーが
効く 

ペアリング（PAIR On/Off参照）が可能です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22. EQ

P1 ハイEQゲインの調節
1 2

HEQ1  :+00

P1-1 チャンネル番号の表示 .....................................
[1, 2, 3, 4, 5, 6, 1-2, 3-4, 5-6, 7-8]

現在選択しているチャンネル番号を表示します。
1-2、3-4、5-6はペアリングOn時（PAIR On/Off参照）に
表示します。

P1-2 HEQ（Fc=10kHz）ゲインの設定... [－15...+00...+15]

10kHzのカットオフ周波数を－15～+15dBの範囲で調節し
ます。

P2 ローEQゲインの調節
1 2

LEQ1  :+00

P2-1 チャンネル番号の表示 .....................................
[1, 2, 3, 4, 5, 6, 1-2, 3-4, 5-6, 7-8]

現在選択しているチャンネル番号を表示します。
1-2、3-4、5-6はペアリングOn時（PAIR On/Off参照）に
表示します。

P2-2 LEQ（Fc=100Hz）ゲイン設定 ...... [－15...+00...+15]

100Hzのカットオフ周波数を－15～+15dBの範囲で調節
します。

ハイEQおよびローEQは、ペアリング（PAIR On/Off参
照）、シーン登録（SCENE参照）が可能です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23. EFFECT SEND

P1 エフェクト送りレベル（Snd）調節
各チャンネル･フェーダー後に内部エフェクトへ送るレベル
を調節します。
内部エフェクトを使用する場合に設定します。

[REC SELECT]DIGITAL IN選択時、内部エフェクトはオフ
になります。

1 2

Snd1  :000
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P1-1 チャンネル番号の表示 .....................................
[1, 2, 3, 4, 5, 6, 1-2, 3-4, 5-6, 7-8]

現在選択しているチャンネル番号を表示します。
1-2、3-4、5-6はペアリングOn時（PAIR On/Off参照）に
表示します。

P1-2 エフェクト送りレベルの設定...... [000...100, Wet]

内部エフェクト（EFFECT参照）への送りレベルを調節しま
す。

[EFFECT ASSIGN] INPUT1/2時

各チャンネルのセンド･バスは自動的にオフになり、Input
1/2端子からの入力音声をエフェクトに送ります。

[EFFECT ASSIGN] MASTER（Send Type）時

000～100：内部エフェクトへの送りレベルを調節しま
す。
Wet：選択チャンネルの音声はすべてエフェクトへ送り、
マスター･バスへのDry音声は送りません。

[EFFECT ASSIGN] MASTER（Global Type）時

各チャンネルのセンド･バスは自動的にオフになり、マス
ター･バスからの音声をエフェクトへ送ります。

ペアリング（PAIR On/Off参照）、シーン登録（SCENE参照）
が可能です。

P2 外部出力（Aux）レベルの設定
各チャンネル･フェーダー後にAUX OUT（外部出力）へ送る
レベルを調節します。
外部エフェクトを使用する場合などに設定します。

[REC SELECT]DIGITAL IN選択時、および［EFFECT
ASSIGN］INPUT1/2またはMASTER（Global Type）選択時、
AUX IN（外部入力）は使用できません。

1 2

Aux1  :000

P2-1 チャンネル番号の表示 .....................................
[1, 2, 3, 4, 5, 6, 1-2, 3-4, 5-6, 7-8]

現在選択しているチャンネル番号を表示します。
1-2、3-4、5-6はペアリングOn時（PAIR On/Off参照）に
表示します。

P2-2 外部出力（Aux）送りレベル設定 ..... [000...100, Off]

AUX OUTへの送りレベルを調節します。
ペアリング（PAIR On/Off参照）、シーン登録（SCENE参照）
が可能です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24. PAN/BALANCE
各チャンネルのマスター･バスへのステレオ信号のパン/バ
ランスを調節します。

ペアリングOff（PAIR On/Off参照）のチャンネル1～6は、

マスター･バスへのパン調節になります。
ペアリングOnのチャンネル（1～6）およびチャンネル7/8
は、マスター･バスへの左右バランス調節になります。

ペアリング（PAIR On/Off参照）、シーン登録（SCENE参照）
が可能です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25. FADER
音量レベルを調節します。

録音レベルは、外部入力（[REC SELECT] INPUT1/2、
DIGITAL IN）録音時、チャンネル･フェーダーで調節しま
す。バウンス録音などマスター（[REC SELECT] MASTER）
録音時、マスター･フェーダーで調節します。

[CHANNEL]（1...7/8） フェーダー（再生/入力録音レベル
の調節）

各チャンネルの音量レベルを調節します。
[TRACK STATUS] PLAYのチャンネルでは、再生する音
量レベルを調節します。
[TRACK STATUS] RECのチャンネルでは、INPUT1/2端
子またはDIGITAL IN端子からの音声信号の入力または録音
レベルを調節します。

[MASTER]フェーダー（マスター/マスター録音レベルの
調節）

マスター･バスの音量レベルを調節します。
設定した音量でOUTPUT L/R端子およびDIGITAL OUT端
子から出力します。
[REC SELECT] INPUT1/2またはDIGITAL IN時、マスター･
バスの音量レベルを調節します。
[REC SELECT] MASTER時、[TRACK STATUS] REC
（ANALOG）を選択しているトラックへの録音レベルを調節
します。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26. PAIR On/Off

P1-1 ペアリングのオン/オフ ........................ [On, Off]

ミキサー･チャンネルのペアリングのオン/オフを設定しま
す。

隣り合う奇数･偶数チャンネル（1-2、3-4、5-6）のミキサー
の各設定を一方のチャンネルの値を変更することにより両
方のチャンネルの値を同時に変えることができます。

ペアリングの対象となるミキサーの各設定は次の通りで
す。
［TRACK STATUS］キー、ハイEQ“HEQ”、ローEQ
“LEQ”、エフェクト･センド“Snd”、Auxセンド“Aux”、バ
ランス（［P A N ］ツマミ）、チャンネルの音量レベル
（［CHANNEL］フェーダー）
このうち［TRACK STATUS］および［CHANNEL］フェー
ダー以外はペアに含むか含まないかを設定することができ
ます（EDIT SYSTEM P3『チャンネル･ペアの有効設定』参
照）。

◇ ペア･チャンネルを設定したいチャンネルの[EFFECT
SEND]キーを同時に押すことによってオン/オフを切り換
えます。
“HEQ”、“LEQ”、“Snd”、“Aux”は奇数･偶数のどちらの
チャンネルでも設定できます。
［CHANNEL］フェーダーおよび［BALANCE（PAN）］ツマミ*
はペアの奇数チャンネルでのみ設定が行えます。

ペアリングOn時、ペアに含まれるEQなどの選択チャンネ
ル番号を“-”（例：HEQ1-2）で表示します。
ペアリングOff時、EQなどの選択チャンネル番号の表示を
通常（例：HEQ1）にします。

* PANは、ペアリングOff時、マスター･バスへのパン調節
に、ペアリングOn時、マスター･バスへの左右バランス
調節になります。

Snd1-2:000

1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27. REC SELECT

入力/録音ソースの選択.............................................
[INPUT1/2, INPUT1/2+MASTER, MASTER, DIGITAL IN]

入力および録音するソースを選びます。

INPUT 1/2（インジケーター点灯）: INPUT 1/2端子にギター
やキーボード、マイクなどの外部機器を接続して、通常の
入力または録音するときに選びます。

REC�
SELECT

INPUT 1/2

MASTER

DIGITAL IN

INPUT 1/2+MASTER（両方のインジケーター点灯）：マス
ター・バスからの入力を録音するとき（バウンス）、他のト
ラックと一緒にINPUT1/2端子に接続した外部機器の入力
を録音する場合に選びます。

REC�
SELECT

INPUT 1/2

MASTER

DIGITAL IN

MASTER（インジケーター点灯）：マスター・バスからの入
力を録音するとき、8トラックすべての再生音をバウンス
する場合に選びます。

REC�
SELECT

INPUT 1/2

MASTER

DIGITAL IN

DIGITAL IN（インジケーター点灯）: DIGITAL IN端子に接続
したCDやMDなどの外部機器の入力を録音するときに選び
ます。
内部エフェクトおよびAUX IN端子からの外部入力は使用で
きなくなります。

REC�
SELECT

INPUT 1/2

MASTER

DIGITAL IN
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28. EFFECT
D8は1系統のマルチ･エフェクターを内蔵しています。130
のエフェクト･プログラムがあり、そのうち65はファクト
リー･プリセット、65はユーザー･エリア（エディットした
内容を保存できる）です。
1つのエフェクト･プログラムは、最大4種類のエフェクト
を接続しています。このようなエフェクトの接続パターン
を「チェイン」といいます。

（例）ギター用プログラムNo.1 Rock Lead（EG1: ROCK）
のチェイン（『エフェクト･プログラム･リスト』参照）

INPUT Distortion Mono �
Delay OUTPUTNoise �

Reduction
Amp �
Simulator

エフェクト･プログラムの入出力部は、チェインを構成する
各エフェクトによって決まり、そのエフェクト･タイプを大
きく3つに分けることができます（『P1-2 エフェクト名の表
示』参照）。
これらのエフェクト･プログラムは、エフェクトを選択する
目安として、楽器別、機能別に11種類の分類（カテゴリー）
をしています（『P1-1 エフェクト･カテゴリーとエフェクト
番号の選択』参照）。
また、エフェクトを挿入する位置をINSERT、MASTER
（Send Type）、MASTER（Global Type）の3タイプから選ぶ
ことができます（『EFFECT ASSIGN』参照）。
その他、エフェクト･プログラムとは別にモニター･ディレ
イがあり、モニター音のみにディレイをかけることができ
ます（『P2 モニタ･ディレイの設定』参照）。

P1 エフェクトの選択

EG4:CLEAN

1 2

P1-1 エフェクト･プログラム（カテゴリー･番号）の選択
....... [RD1...SE9（Factory Preset）, U01...U65（User Area）]

エフェクト･プログラムを選びます。
エフェクト･カテゴリー名の2文字に続き、同カテゴリー内で
の通し番号、エフェクト名（P1-2参照）の順で表示します。
エフェクトをエディットすると“:”の表示が“＊”に替わりま
す。保存すると“:”に戻ります。（エディット/ユーザ･エリ
アへの保存はEDIT EFFECT参照）

（例）画面表示例

エレクトリック･ギター、4番、クリーン･ギター（モノラ
ル･イン－ステレオ･アウト）です。

D8のエフェクト･プログラムは楽器別、機能別に11種類の
カテゴリー（分類）を持ちます。

機能別カテゴリー 表示

リバーブ/ディレイ RD
モジュレーション MO
ダイナミクス DY
イコライザー EQ

楽器別カテゴリー 表示

エレクトリック･ギター EG
アコースティック･ギター AG
エレクトリック･ベース EB
ヴォーカル VO
ドラムス DR
キーボード KB
スペシャル SE

機能別カテゴリーには、空間処理系、ダイナミクス系など
を用意しています。
ミックス･ダウンなどのミックス時のトータル･エフェクト
としての使用をおもな目的としています。
[EFFECT ASSIGN] MASTER（Global Type）のときにEQを
選択すればトータルEQとして、リミッターを選択すれば
トータル･リミッターとして使用できます。

楽器別カテゴリーには、使用楽器に合った各エフェクトを
用意しています。ただし、使用楽器と違うカテゴリーのエ
フェクト（ピアノにベース用エフェクトをかける等）を選択
してみても面白い効果を得られる場合がありますので、カ
テゴリーにこだわらずさまざまなエフェクト･プログラムを
試してください。

P1-2 エフェクト名の表示 ...........（˙ROOM...˙CnCNL）

エフェクトは入出力部の機能別に＜モノラル･インーステレ
オ･アウト＞、＜モノラル･インーモノラル･アウト＞×2、
＜ステレオ･インーステレオ･アウト＞の3つの構成に分け
られます。

＜モノラル･イン－モノラル･アウト＞×2チャンネル、お
よび＜ステレオ･イン－ステレオ･アウト＞用エフェクトに
は、エフェクト名の先頭に“˙”を表示します（『エフェク
ト･プログラム･リスト』参照）。

＜モノラル･イン－ステレオ･アウト＞

1チャンネル（もしくは複数チャンネル入力をエフェクトへ
の入力前にミックスしたもの）のモノラル入力にエフェクト
をかけ、ステレオ出力するものです。モノラル出力でよい
場合はステレオの片チャンネル出力のみを使用します。

ただし、エフェクトによってはステレオ･アウトといって
も、両チャンネルの出力が同じチェインもあります。

EffectINPUT OUTPUTL(or R) L�
R

ステレオ･ソースの入力に対してこのタイプを選択すると、
次図のように両チャンネルの信号をミックスした状態でエ
フェクトがかかります。

［モノラル･インーステレオ･アウト］型でステレオ入力
するとき

EffectINPUT OUTPUT
L�

R

L�

R
+



62

＜モノラル･イン－モノラル･アウト＞×2チャンネル

2チャンネル同時に同一のエフェクトを別々にかけたい場
合に使用します。
例えば、キーボードのピアノ音色をステレオで入力して、
左右別々にコンプレッサーをかけて録音するような場合な
どです。
ただし、[EFFECT ASSIGN] INPUT1/2およびMASTER
（Global Type）の場合にのみ、2チャンネル同時入力を受け
付けます。

Effect
INPUT OUTPUT

L�

R

L�

R Effect

もちろん、片チャンネルだけ入力しても問題ありません。
モノラル･ソースの入力に対してこのタイプを選択すると、
次図のように片チャンネルだけに効果がかかり、片チャン
ネルのみ出力します。

［モノラル･イン－モノラル･アウト］×2チャンネル型で
モノラル入力するとき

Effect
INPUT OUTPUT

L�

R

L�

R Effect

＜ステレオ･イン－ステレオ･アウト＞

ステレオ･ソースの入力を前提としているものです。

INPUT OUTPUT
L�

R

L�

R
Effect

モノラルソースの入力では効果が期待できない場合があり
ます（次図）。
センターキャンセラーなどステレオソースを入力しないと
エフェクト効果が得られないものが、この分類に入りま
す。

［ステレオ･イン－ステレオ･アウト］型でモノラル入力
するとき

INPUT OUTPUT
L�

R

L�

R
Effect

P2 モニター･ディレイの設定
モニター音にのみディレイをかけます。ボーカルやギター
の録音時に、モニター音にディレイによる広がり感を付加
して演奏しやすくし、録音にはそのディレイをかけないと
いった場合に有効です。

 

1

MoniDly:o˙

1 2

T  :200ms˙

[EFFECT ASSIGN] INPUT1/2、[REC SELECT] INPUT1/
2選択時のみ、モニター･ディレイのページを表示できま
す。

P2-1 モニター･ディレイのオン/オフ..... [o（On）, ー（Off）]

モニター･ディレイをオン（o）/オフ（ｰ）します。

[EFFECT ASSIGN] INPUT1/2、[REC SELECT] INPUT1/
2選択時、[TRACK STATUS] REC（ANALOG）のトラック
にのみ、モニター･ディレイのオンが機能します。そして
INPUT 1/2端子に入力した音のみにモニター･ディレイが
かかります。再生トラックにはモニター･ディレイはかかり
ません。
モニター･ディレイのオンが機能するには上記設定になって
いればよく、エフェクトの各チェインがすべてオフになっ
ていてもかかります。また、モニター･ディレイのオン/オ
フの切り換えは、（チャンネルに関係なく）1箇所で行いま
す。電源をオフにすると、次の電源オン時、モニター･ディ
レイの機能は自動的にオフになります。

P2-2 モニター･ディレイ･パラメーターの選択 ..........
（『エフェクト･パラメーター･リスト』参照）

P2-3 モニター･ディレイ･パラメーター値の設定 .......
（『エフェクト･パラメーター･リスト』参照）

P2-2でモニター･ディレイのパラメーターを選択し、P2-3
でその値を設定します。

モニター･ディレイで設定したパラメーターは自動的に保存
します。ただし、電源をオフにすると初期設定に戻りま
す。

モニター･ディレイのページ表示中、[EDIT]キーを押すと、
そのときの選択しているエフェクト･プログラムのエディッ
ト･ページに入ります（『29. EDIT EFFECT』参照）。[EDIT]
キーを押してエディット･ページから抜けるとモニター･
ディレイのページに戻ります。
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29. EDIT EFFECT

P1 エフェクトのエディットと保存
EFFECT P1で選択したエフェクト･プログラムをエディッ
トします。プログラムは最大4種類のエフェクトで構成さ
れています。

 

31 42

4BEQ   :o˙ LoG:-15dB˙

65

All Eff:o Ren˘Room

7

Write˘U01?

◇ EDIT EFFECT時、[EFFECT]キーを押すたびにチェインを
構成する各エフェクトを順に表示した後、オール･エフェク
ト･オン/オフ（P1-5）→リネーム（P1-7）→保存（P1-8）を表
示します。

P1-1 エフェクトの選択 ...........................................
（『エフェクト･プログラム･リスト』参照）

EFFECT P1で選んだエフェクト･プログラムを構成する各
エフェクトを選択します。

P1-2 エフェクトのオン/オフ ............................ [o, ー ]

各エフェクトの機能をオン(o)/オフ(-)します。

P1-3 エフェクト･パラメーターの選択 ......................
（『エフェクト･パラメーター･リスト』参照）

エディットするエフェクトのパラメーターを選びます。

◇ [ ]キーを押すと次のパラメーターへ、[ ]キーを押すと
前のパラメーターに移ります。いずれかのパラメーターを
表示しているとき、[EFFECT]キーを押すと、P1-1 エフェ
クトの選択ページに移ります。

P1-4 エフェクト･パラメーター値

エフェクト･パラメーターの値を設定します。

P1-5 エフェクト･プログラムのオン/オフ .......... [o, ー ]

エフェクト･プログラムの機能をオン(o)/オフ(-)します。

[EFFECT ASSIGN]の設定により機能が変わります。

[EFFECT ASSIGN] エフェクト･プログラム･オフ時
INPUT 1/2 各エフェクトの機能をオフし、信号

はエフェクトをスルーします。

“EffRet”が0になります。

各エフェクトの機能をオフし、信号
はエフェクトをスルーします。

オフ(-)はこのページ内のみで有効でます。別のページに移
ると自動的にオンになります。

P1-2でオンにしたエフェクトのみオフになります。オン(o)
に戻すと、P1-2でオンに設定していたエフェクトのみがオ
ンに戻ります。また、モニター･ディレイのオン/オフは切
り替わりません。

P1-6 保存先エフェクト･プログラム名の入力 ............
[(blank), A...Z, a...z, 0...9, @, !, ", #, $, %, ', (, ), ＊, +, ,, -, .,
/, :, ;, <, =, >, ?, [, ¥, ], ^, _, {, ¦, }]

保存するエフェクト･プログラムの名前を入力します。

エフェクト･プログラム･ネームに˙(ステレオ入力エフェ
クトを表す記号)がある場合、名前の入力時にこの記号を変
更してしまうと、新たに選択することができなくなりま
す。保存するエフェクト･プログラムの名称に˙を残した
い場合は、この記号以降から入力してください。

P1-7 保存先ユーザー･エフェクト番号の選択画面

エディット元がユーザー･エフェクト･プログラムU＊＊（＊
＊は番号）のときは、ライト先番号に同じ番号のU＊＊を表
示します。また、エディット元がプリセット･エフェクト･
プログラムのときは、ライト先番号にU01番を自動的に表
示します。

[VALUE]ダイヤルを回して保存先番号を選択した後、[ ]
キーをおよそ1秒間押すことによって“Complete”を表示
し、保存が完了します。

電源を切ったり、他のエフェクト･プログラムを選択すると
エディットした内容は失われます。エディットした内容を
残しておきたい場合は保存をしてください。

保存先番号のプログラムに上書きをしますので、元のプロ
グラムは失われます。

ユーザ･エリアは全ソングに共通して使用することができま
す。

MASTER (Global Type)

MASTER
(Send Type)

“Snd”が
00000 ...100100100100100
“Snd”が
WetWe tWe tWe tWe t
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30. EFFECT ASSIGN

エフェクト挿入位置の選択 .......................................
[INPUT1/2, MASTER（Send Type）, MASTER（Global Type）, OFF]

内蔵エフェクトの挿入位置を選択します。

INPUT1/2：内蔵エフェクトは[TRACK
STATUS] REC（ANALOG）を選択してい
るミキサー･チャンネルのEQとフェー
ダーの間にインサート･エフェクトとし
て挿入します（70ページ参照）。
インサート･タイプのエフェクトを録音時にかける場合など
に使用します。
各チャンネルの“Snd”（『23. EFFECT SEND』参照）を自動
的にオフします。

MASTER（Send Type）：内蔵エフェクト
は各ミキサー･チャンネルの“S n d”
（EFFECT SEND参照）によって送られる
（センド･バス）音声を入力として、マス
ター･バスに出力するマスター･エフェ
クトとして挿入します（6 9ページ参
照）。エフェクトへ送られる信号はモノラルのため、ステレ
オ入力タイプのエフェクトを選択しても、効果の得られな
い場合があります。
マスター･タイプのエフェクトを再生時や録音時にかけた
り、インサート･タイプのエフェクトを再生音にかけて録音
する場合などに使用します。
各チャンネルの“Snd”（『23. EFFECT SEND』参照）は手動
で設定します。

MASTER（Global Type）：内蔵エフェク
トは、マスター･バスから出力する音声
を入力して、マスター･フェーダーの前
に出力するマスター･エフェクトとして
挿入します（69ページ参照）。
ミックス･ダウン時の完成したソング全
体にステレオ･コンプなどのエフェクトをかける場合などに
使用します。
各チャンネルの“Snd”（『23. EFFECT SEND』参照）を自動
的にオフにします。

OFF：内蔵エフェクトからの戻り音声を
オフにします。
エフェクト戻りレベルの設定（『EDIT EF-
FECT ASSIGN P1』参照）値を無視しま
す。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31. EDIT EFFECT ASSIGN

P1 エフェクト戻りレベルの設定
1

EffRet:000

P1-1 エフェクト戻りレベルの設定 ............. [000...100]

内蔵エフェクトからの戻り音量レベルを設定します。

P2 エフェクト戻りバランスの設定
1

EffBal:CNT

P2-1 エフェクト戻りバランスの設定.. [L50...CNT...R50]

内蔵エフェクトからの戻り音声の左右バランスを設定しま
す。

P3 外部入力（AUX IN）レベルの設定
1

AuxRet:000

P3-1 外部入力（AUX IN）レベルの設定 ........ [000...100]

外部入力（AUX IN）からの入力音量レベルを設定します。

P4 外部入力（AUX IN）バランスの設定
1

AuxBal:CNT

P4-1 外部入力（AUX IN）バランスの設定 ...................
[L50...CNT...R50]

外部入力（AUX IN）からの入力の左右バランスを設定しま
す。

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

E

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

E

点灯 

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

E

点滅 

EFFECT�
ASSIGN

INPUT 1/2

MASTER

E
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1. 故障とお思いになる前に

■ 音が出ない!
□ D8とその他の接続機器の電源が入っていますか？ (→p.8)
□ D8の[MASTER]フェーダーまたは[PHONES]ツマミが下

がっていませんか？ (→p.2, 7)
□ D8のチャンネルの音量レベルが下がっていませんか？

シーン・リードを使用した場合に実際の音量レベルと
フェーダーの位置が一致しないことがあります。

→ いったんフェーダーを上下に動かすと一致します。
□ [TRACK STATUS]がMUTEになっていませんか？ (→p.58)
□ オーディオ・ケーブルが正しく接続されていますか？ (→p.7)
□ オーディオ・ケーブルが断線していませんか？
□ 接続機器のボリュームが下がっていませんか？ (→p.8)

入力音が出ない、または音が小さい
□ [TRIM]が適正ですか？ (→p.10, 11)
□ [TRACK STATUS]がRECになっていますか？ (→p.10)
□ [REC SELECT]と入力ソースが一致していますか？ (→p.60)
□ AUX入力時に“AuxRet”レベルが0または0付近になってい

ませんか？ (→p.64)
□ 再生時“Monitor”設定がAutoになっていませんか？ （→p.47）
□ デジタル入力のフォーマットが違っていませんか？
→ CP-1201、またはS/P DIFに準拠した楽器やデジタル・

オーディオ機器を接続してください。

■ チャンネル・フェーダー、EQが効かない!
□ [TRACK STATUS]がRECになっているとき、入力音にの

みEQとフェーダーがかかり、再生音にはかかりません。
→ 効果を得たい場合は[TRACK STATUS]をPLAYにして再

生してください。

■ 録音できない!
□ D8の[CHANNEL]フェーダーが下がっていませんか？
（[REC SELECT] INPUT1/2、DIGITAL IN時） （→p.10, 11）

□ D 8のマスター・フェーダーが下がっていませんか？
（[REC SELECT] MASTER時） （→p.17）

□ 録音しようと思っているトラックの[TRACK STATUS]が
RECになっていますか？ （→p.10, 11, 17）

□ ディスクに録音できる時間が不足していませんか？ （→
p.51）

□ 録音するソースに対して“InAssign”設定が正しく設定され
ていますか？ （→p.48）

□ [REC SELECT]と入力ソースが一致していますか？ （→p.60）

■ 録音できる時間が残量表示と違う!
□ [DISPLAY MODE]でFreeTime表示時（→p.51）、ディス

ク・ドライブの残り容量から換算する録音可能な時間が、
実際に録音できる時間より少なくなることがあります。こ
れは故障ではありません。

→ 通常、FreeTimeは、現在選択中のディスク・ドライブの
残り容量に対してモノラル録音、つまり1トラック分の録
音可能な時間として換算し表示します。ステレオ録音、ま
たは2トラック同時録音による録音可能な時間を確認する
には、2つの[TRACK STATUS]をRECにすることによっ
て確認することができます。

→ 一度録音されたトラックに上書き録音すると、以前の録音
データがディスクに保持されるため余分にディスク容量を
消費します。いったん録音されたトラックが不要な場合
は、アンドゥをしてから録音し直すと、ディスク容量が節
約できます。

→ 一度録音されたトラックに上書き録音するとき、ディスク
容量は次のように変化します。
例えば、あるトラックに10分間（A～B）録音し、そのト
ラック上でA～Bを覆うようにして12分間（A～C）録音し直
すとします。上書き録音終了後にもディスク上に録音し直
す前のA～B区間の録音データ（10分間の容量約50MB）を
保持し、合計22分間の容量（約110MB）を使用することに
なります。このようなときにディスク容量を確保したい場
合は、HDDアクセス・インジケーターが完全に消灯してい
ることを確認のうえ電源を切り、再度電源を入れ直すこと
で、以前の録音データ（A～B）を自動的にD8が消去し、
ディスクの残量を増やすことができます。

A

A C

B
Track

10 minutes

Track

12 minutes

また、あるトラックに10分間（A～B）録音し、そのトラッ
ク上の一部分に5分間（C～D）録音し直すとします。このよ
うなデータは先に録音したA～C区間がまだ使用された状
態になっているため、ディスク上での上書き録音をする前
のA～B区間のデータは再度電源を入れ直しても消去され
ません。このような場合には[E]DiskBusy (→p.67)の2項
目の作業をすることによってディスク容量を節約すること
ができます。

A

C D

B
Track

Track

5 minutes

10 minutes

→ 録音中は、音声を入力していない（無音）の状態でもディス
ク容量を消費します。必要な区間だけをパンチ・イン/ア
ウト録音したり、録音した無音の区間をErase Trackする
ことによってディスクの残量を無駄に使用することなく、
節約することができます。

■ 入力音または録音した音にノイズや歪みが多い!
□ [TRIM]が適正ですか？ [TRIM]が大きすぎると音がひず

み、逆に小さすぎるとノイズが多くなります。
→“ChMtr”設定をPreにして各チャンネルのレベル・メー

ターのCLIPが点灯しない範囲で出来るだけ大きくなるよ
うに[TRIM]を調整してください。

□ エフェクトの入力または出力で歪んでいませんか？
→ 入力は、“EfMtr”設定（→p.47）をInにし、レベル・メー

ターEを見ながら各チャンネルの音量レベル（[TRIM]、
フェーダー）または“Snd”設定を調整してください。

→ 出力は、“EfMtr”設定をOutにし、レベル・メーターEを見
ながらEDIT EFFECTでエフェクトの各パラメーターを設
定し直してみるか (→p.12)または（上記『入力』を参考に）エ
フェクトへの入力を下げてください。
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□ EQで歪んでいませんか？
→ [TRIM]または“HEQ”、“LEQ”を調節してください。

■ 音とびがする!
□ 同一ソング内でパンチ・イン/アウト録音や細かい単位で

のトラック・エディットを何度も行うことによって、これ
らのデータが多数でき、ハード・ディスク・アクセスのパ
フォーマンスが低下して音とびすることがあります。

→ 症状が激しい場合は[E]DiskBusyを表示し停止します。音
とびが起こったり[E]D iskBusyが表示されたら、[E]
DiskBusy (→p.67)の2項目を参照し、対処してください。

■ エフェクトがかからない!
内部エフェクト
□ [EFFECT ASSIGN]がOFF（インジケーター消灯）になって

いませんか？ (→p.64)
□ [EFFECT ASSIGN]がMASTER（SEND Type）設定時、
“Snd”レベル(→p.58)または“EffRet”レベル(→p.64)が0ま
たは0付近になっていませんか？

□ [REC SELECT]がDIGITAL INになっていませんか？
→ DIGITAL IN選択時、[EFFECT ASSIGN]はOFFになります。

AUX使用時の外部エフェクト
□ [EFFECT ASSIGN]がMASTER（SEND Type）またはOFF以

外の設定になっていませんか？(→p.21)また、OFFの場合
でも[REC SELECT]がDIGITAL IN選択時はAUXが無効
（OFF表示）になります。

□“Aux”レベル(→p.59)または“AuxRet”レベル(→p.64)が0
または0付近になっていませんか？

■ カーソルが出てこない!
□ 再生などレコーダー動作中は、停止してみてください。
□ スクラブON中は、スクラブOFFにしてください。

■ スイッチがきかない!
□ 再生などレコーダー動作中は、停止してみてください
□ スクラブON中は、スクラブOFFにしてください

■ D8にMIDIシーケンサーなどが同期しない!
□ MIDIケーブルが正しく接続されていますか？(→p.7, 36)
□ MIDIケーブルが断線していませんか？

MTC、MIDIクロックで同期できない
□ D8をマスター、MIDIシーケンサーをスレーブに設定して

いますか？(→p.36)
□ D8の同期出力信号設定とMIDIシーケンサーの入力信号設

定が合っていますか？ (→p.36)
□“TmpSrc”でTrk選択時、テンポ・トラックにMIDIクロッ

クやタップ・テンポが記録されていますか？ (→p.54)
□ MIDIシーケンサーの設定が正しく設定されていますか？
→ MIDIシーケンサーの『取扱説明書』を参照してください。

MMCをD8が受信しない
□“RcvMMC”がOFFになっていませんか？ (→p.37)
□ D8の“DeviceID”設定とMIDIシーケンサーのDeviceID設定

が合っていますか？ (→p.37)
□ MIDIシーケンサーがMMCを出力する設定になっています

か、または対応していますか？
→ MIDIシーケンサーの『取扱説明書』を参照してください。

■ 外部ディスク・ドライブを認識しない!
DriveInfo(→p.49)で認識しない
□ 外部ディスク・ドライブが正しく接続されていますか？(→

p.37)
□ 複数のディスク・ドライブのデバイスIDが重複していません

か？
→ デバイスIDの設定方法はドライブの『取扱説明書』を参照し

てください。

ドライブ/ソング選択（p.44参照）で選択できない
□ 初期化しましたか？ (→p.38)
→ 外部ディスク・ドライブに録音またはソングのコピーを行

う場合（HDD、リムーバブル・ディスク対象）は初期化が必
要です。
バックアップを行う場合（リムーバブル・ディスク対象）は初
期化は不要で、“DiskInfo”で認識されていれば使用可能です。

■ 外部リムーバブル・ディスクが取り出せない!
□ 外部リムーバブル・ディスク・ドライブがカレント・ドライ

ブ（EDIT SONG/TRACK P1で選択されているもの）の場合、
途中で取り出されるとデータを破壊する恐れがあるのでD8
側からロックをかけています。そのまま電源オフすると次回
電源オン時までディスクを取り出せません。

→ ディスクを取り出すにはドライブ・ソング選択で別のドラ
イブを選択するか、または『リムーバブル・ディスク・ド
ライブのディスクを入れ換える』（→p.39）を参照してくだ
さい。
誤って電源オフにしてしまった場合も電源をオンにし直
し、上記の方法で取り出してください

□ カレント・ドライブでないものはドライブのイジェクト・
キーで取り出します。

■ ドライブが最後に再生またはロケート後、長時間
（10分以上）放置後に再生音がおかしい

□ ドライブによっては長時間アクセスをしないでいるとス
リープ・モードに入ってしますものがあります。

→ 一度ストップ・キーを押して見てください。ストップ・キー
を押すことによりスリープ・モードの解除を行います。
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2. 各種のメッセージ
Completed
□ 各種実行を正常に終了しました。この表示を消すには[ ]

キーを押します。

SngFull
□ ディスク・ドライブに登録できる最大ソング数を越えていま

す。
→ 不要なソングを削除するか他のドライブを選択してください。

Working
□ 各種作業を実行中です。表示が消えるまでしばらくお待ち

ください。
表示中は電源をオフしないでください。オフにするとデー
タを破壊する恐れがあります。

■ エラー・メッセージ
表示を消すには[ ]キーを押します。

DAT Read
□ リストア時、DATからのデータ読み出しに失敗しました。
→ DATテープがD8のバックアップ・データであることを確

認し、再度リストアを実行してください。

DigiIn
□ DIGITAL IN端子にデジタル信号が入力されていません。
→ デジタル機器の電源またはD8との接続を確認してくださ

い。デジタル機器によっては再生前だとデジタル信号を出
さないものもありますのでその場合はデジタル機器をポー
ズ状態にしてみてください。

Disk
□ ディスク･ドライブの読み書きに失敗しました。
→ このメッセージが出たソングを削除してください。それで

もこのメッセージが出る場合はディスク･ドライブを
フォーマットし直してください。

DiskBusy
□ 使い始めのディスク・ドライブでこのメッセージを表示し

た場合は、ディスク・ドライブの動作速度が遅いためこの
ドライブは録音/再生には使えません。

→ バックアップ用として使用してください。
□ パンチ録音やトラック・エディットで細かいデータがたく

さん入っていると、ディスク・ドライブの書き込み/読み
出しが遅くなる場合があります。

→ 細かいデータが詰まっているトラックを探してそのデータ
を録音し直すことにより一つのデータにしてください。探
し出したトラックをコピー・トラックによってCLP（クリッ
プ）にコピーした後、他の新しいソングを作成しそのソング
にCLPからコピー・トラックします。その新しいソングで
“REC SELECT＝MASTER”、“EFFECT ASSIGN＝OFF”、
“MASTER FADER＝UNITY（＝10）”、“コピー先トラックの
TRACK STATUS＝PLAY”に設定し、別の空いているトラッ
クにバウンス録音します。コピーしてできたトラックと同
じで、しかもデータとして一つにつながったトラックを作
ります。新しいソングに作ったそのデータを先程と同様に
CLPを使用したコピー・トラックで元の曲の元の場所に戻
せばドライブが遅くなるのを解消することが可能です。

DrvFull
□ ドライブ容量が足りません。
→ 電源を一度オフにしてから、オンしてください。

それでもこのメッセージを表示する場合は不要なソングを
削除するか他のドライブを選択してください。

 IlliglFs
□ リストア時、DATからのサンプリング周波数が異常です。
→ DATはテープ再生前だとサンプリング周波数48kHzまたは

32kHzになる場合があるので再生してください。
それでも表示が出る場合はDATテープがD8のバックアッ
プ・データであることを確認してください（詳しくはDAT
の『取扱説明書』参照）

In＞＝Out
□ トラック・エディット、オート・パンチ録音、オート・プ

レイまたはオート・リピートのために設定したInとOutの
時刻設定に誤りがあります。InがOutより後ろの時刻に
あったり、InとOutの時刻が同じ場合などです。

→ InとOutを正しく設定し直してください。

MemFull
□ 録音、またはトラック・エディットに必要なメモリー容量

が足りません。
→ 不要なデータを削除してください。

またはDiskBusyの2の項を行うことによりメモリーを節約
することができます。

MIDI Ovr
□ MMC受信中、またはMIDIクロックを記録中にMIDIデータ

の受信に失敗しました。
→ 送信側の不要なMIDIデータを削除してください。

NoData
□ 現在選択中のソングにデータがないので実行できません。
→ データがある別のソングを選んでください。

NumOfTrk
□ トラック・エディット時にソースとデスティネーションの

トラック数が異なります。
→ トラック数が同じになるように設定してください。
□ CLP内にデータがないので実行できません（コピー・トラッ

ク）。
→ CLPにデータをコピーするか、別のソース・トラックを選

択してください。

Protect
□ 選択したディスク･ドライブのライト･プロテクトがかかっ

ているので書き込みができません。
→ ディスクを取り出してライト･プロテクトを解除してくださ

い。

TmpFast
□ テンポ記録時、テンポが速すぎて記録に失敗しました。
→ MIDIclkを記録する場合は、シーケンサー等のMIDIクロッ

ク出力側のテンポをもう少し遅く設定してください。
→ MeasTapを記録する場合は、[PLAY]キーまたはフット･ス

イッチをもう少し遅く押してください。

TmpSlow
□ テンポ記録時、テンポが遅すぎて記録に失敗しました。
→ MIDIclkを記録する場合は、シーケンサー等のMIDIクロッ

ク出力側のテンポを40以上に設定してください。
→ MeasTapを記録する場合は、[PLAY]キーまたはフット･ス

イッチをもう少し速く押してください。
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3. MIDI インプリメンテーション･チャート

※『MIDIインプリメンテーション』の配布についてはコルグ･インフォメーションへお問い合わせください。

ベーシック 
チャンネル 

ファンクション… 

送　　　　信 

MIDI インプリメンテーションチャート 

受　　　　信 備　　　　考 

電源ON時 
設定可能 

Date : 1997. 10. 27Model  D8

アフター 
タッチ 

ピッチベンダー 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

キー別 
チャンネル別 

プログラム 
チェンジ： 

 
設定可能範囲 

リアル 
タイム 

：クロック 
：コマンド 

エクスクルーシブ 

 
コモン 
 

：クォーター・フレーム 
：ソング・ポジション 
：ソング・セレクト 
：チューン 

モード1：オムニ・オン、ポリ　　　モード2：オムニ・オン、モノ　　　　　　　　　　　　　　：あり 

モード3：オムニ・オフ、ポリ　　　モード4：オムニ・オフ、モノ　　　　　　　　　　　　　　：なし 

 

 

 
その他 
 

備考 
 

：ローカルON/OFF 
：オールノートオフ 
：アクティブセンシング 
：リセット 

コントロール 
 
チェンジ 

ベロシティ 
 

ノートオン 
ノートオフ 

ノート 
ナンバー： 

 
音域 

 
モード 

電源ON時 
メッセージ 
代用 

  
× 
× 

× 
 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 

○ 
○ 
× 
× 
 
○ 
○ 

× 
× 
× 
× 

× 

× 
 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

○ 

× 
× 
× 
× 

○ 
○ 

× 
× 
× 
× 

× 

× 

 

× 
× 
× 

 

＊1＊1

＊2
＊3＊3

＊4＊4
＊5

＊5

＊2

＊1:  RcvMMC=○に設定しているとき受信する。 
＊2:  Gen=MTC30に設定しているとき送信する。 
＊3:  Gen=Clockに設定しているとき送信する。 
＊4:  Gen=Clockに設定しているとき送信する。 
＊5:  TempoRecでMIDIclkを選択してテンポを記憶するとき受信する。 

[ Digital Recording Studio ]
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4. ブロック･ダイアグラム

■Effect Assign = Master (Send Type)

■ Effect Assign = Master (Global Type)
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■ Effect Assign = Input 1/2
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5. エフェクト･プログラム･リスト
CATEGORY DISPLAY I/O PROGRAM CHAIN
No. PROGRAM NAME No. NAME TYPE EFFECT1 EFFECT2 EFFECT3 EFFECT4

Reverb/Delay
1 ROOM REVERB RD1: ˙ROOM C S.4BEQ ROOM
2 HALL REVERB RD2: ˙HALL C S.4BEQ HALL
3 PLATE REVERB RD3: ˙PLATE C S.4BEQ PLATE
4 EARLY REFLECTION RD4: ˙ER C S.4BEQ ER
5 DELAY RD5: DELAY A DLY
6 STEREO DELAY RD6: ˙DLY B S.DLY
7 CROSS DELAY RD7: ˙X.DLY C X.DLY
8 DUAL DELAY RD8: ˙D.DLY B DualDLY
9 TEMPO DELAY RD9: ˙T.DLY B TmpoDLY

Modulation
1 TREMOLO MO1: ˙TREM B, C S.TREM
2 PHASER MO2: ˙PHASE B, C S.PHASE
3 DUAL PITCH SHIFTER MO3: D.PTCH A D.PITCH
4 CHORUS/FLANGER MO4: ˙CH/FL B, C S.CH/FL
5 ENSEMBLE MO5: ENSEMB A ENSEMBL

Dynamics
1 TOTAL LIMITER DY1: ˙LIMIT B, C S.COMP S.4BEQ
2 REMASTER POP DY2: ˙POP B, C S.COMP S.4BEQ
3 REMASTER DANCE DY3: ˙DANCE B, C S.COMP S.4BEQ
4 REMASTER L.A.STUDIO DY4: ˙L.A. B, C S.COMP S.4BEQ

Equalizer
1 HI-BOOST EQ1: ˙HiBST B S.4BEQ
2 HI-CUT EQ2: ˙HiCUT B S.4BEQ
3 MID-BOOST EQ3: ˙MdBST B S.4BEQ
4 MID-CUT EQ4: ˙MdCUT B S.4BEQ
5 LOW-BOOST EQ5: ˙LoBST B S.4BEQ
6 LOW-CUT EQ6: ˙LoCUT B S.4BEQ

Electric Guitar
1 ROCK LEAD EG1: ROCK A DISTORT NR  AMP SIM DLY
2 GRUNGE LEAD EG2: GRUNGE A DISTORT NR  AMP SIM DLY
3 BLUES EG3: BLUES A DISTORT NR  AMP SIM DLY
4 CLEAN EG4: CLEAN A COMP 4BEQ CH/FL S.DLY
5 SIMULATOR-STACK EG5: STACK A AMP SIM CAB RES CH/FL S.DLY
6 SIMULATOR-SOLID STATE EG6: SS A AMP SIM CAB RES CH/FL S.DLY
7 SIMULATOR-TREM EG7: TREM A AMP SIM CAB RES TREMOLO DLY
8 SIMULATOR-PHASE EG8: PHASE A AMP SIM CAB RES PHASER DLY
9 E.BASS SIM EG9: EB SIM A COMP 4BEQ PITCH DLY

Acoustic Guitar
1 12 STRING SIM AG1: 12STR A COMP 4BEQ PITCH DLY
2 CHORUS AG2: CHORUS A COMP 4BEQ CH/FL S.DLY
3 NYLON STRING SIM AG3: NYLON A COMP 4BEQ CH/FL S.DLY

Electric Bass
1 FINGER EB1: FINGER A COMP 4BEQ CH/FL S.DLY
2 SLAP EB2: SLAP A COMP EXCITER CH/FL S.DLY
3 PICKED EB3: PICKED A DISTORT NR FILTER DLY
4 FILTER EB4: FILTER A DISTORT NR FILTER DLY
5 WOODBASS SIM EB5: WB SIM A COMP 4BEQ GATE

Vocal
1 ROCK VOCAL VO1: PUNCH A COMP EXCITER CH/FL S.DLY
2 VOCAL DOUBLE VO2: DOUBLE A COMP 4BEQ CH/FL S.DLY
3 CHORUS VO3: VoxCHO A COMP EXCITER PITCH DLY
4 DEATHMETAL VOICE VO4: VoxDST A DISTORT NR AMP SIM DLY
5 DE-ESSER VO5: DE-ESS A DEESSER

Drums
1 ROCK DRUM DR1: ˙ROCK B, C S.COMP S.4BEQ
2 JAZZ DRUM DR2: ˙JAZZ B, C S.COMP S.4BEQ
3 POWER DRUM DR3: ˙POWER B, C S.COMP S.XCITE
4 INDUSTRIAL DR4: ˙INDST B DECIMA S.4BEQ
5 DIST DRUM DR5: ˙DIST B S.DIST S.NR S.4BEQ

Keyboard
1 ST. POP PIANO KB1: ˙PopPf B, C S.COMP S.4BEQ
2 PAN E.PIANO KB2: PAN.Pf A COMP 4BEQ PAN S.DLY
3 ROTARY ORGAN KB3: ORGAN A DISTORT NR AMP SIM PHASER
4 STRINGS KB4: STRING A COMP 4BEQ CH/FL S.DLY
5 BRASS ENSEMBLE KB5: BRASS A COMP EXCITER CH/FL S.DLY

Special Effects
1 RING MODULATOR SE1: RING A RingMOD
2 AUTOWAH SE2: A.WAH A WAH+OD NR AMP SIM DLY
3 ROTARY SPEAKER SE3: ROTARY A ROTARY
4 DOPPLER SE4: DOPLER A DOPPLER
5 LO-FI SE5: ˙LO-FI B DECIMA S.4BEQ
6 TELEPHONE VOICE SE6: ˙PHONE B DECIMA S.4BEQ
7 AM RADIO SE7: ˙RADIO B DECIMA S.4BEQ
8 TURNTABLE SIMULATOR SE8: ˙PHONO B PHONO
9 CENTER CANCELLER SE9: ˙CnCNL C CnCNL

User Area  ( 工場出荷時、プリセットのRD1..SE9までと同様のプログラムが入っています。 )
U01:˙ROOM～U65:˙CnCNL

(Default=˙RD1:ROOM)

※ I/O TYPE はプログラムの入出力タイプを表します。
タイプが複数あるプログラムは、チェイン構成エフェクトの内部パラメータの設定によりプログラムの入出力タイプが決定するものです。
Ａ: ［モノラル・イン－ステレオ・アウト］型, Ｂ: ［モノラル・イン－モノラル・アウト］ｘ２チャンネル型, Ｃ: ［ステレオ・イン－ステレオ・アウト］型

※ プリセット・プログラムで２チャンネル同時入力が可能なものには、画面表示プログラムネームの先頭に ˙マークが付いています。
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6. エフェクト･ パラメー
ター･リスト

画面表示されるエフェクト･タイプ名＿(略さないエフェクト･タイプ名)＿説明

画面表示パラメーター名＿(略さないパラメーター名)＿可変幅＿説明

4BEQ (4 Band Equalizer)
4つの帯域の音質を調整できるイコライザーです。ゲインは＋
でブースト、－でカットとして働きます。
LoG (Low Gain) －15...+15dB Lowのゲイン
LoF (Low Fc) 80...1.00k(Hz) Lowのカットオフ周波数
LMG (LowMid Gain) －15...+15dB Low Midのゲイン
LMF (LowMid Fc) 80...16.0k(Hz) Low Midの中心周波数
LMQ (LowMid Q) WIDE,0.6...9.9,NRRW Low Midの帯域幅
HMG (HiMid Gain) －15...+15dB High Midのゲイン
HMF (HiMid Fc) 80...16.0k(Hz) High Midの中心周波数
HMQ (HiMid Q) WIDE,0.6...9.9,NRRW High Midの帯域幅
HiG (Hi Gain) －15...+15dB Highのゲイン
HiF (Hi Fc) 1.00k..16.0k(Hz) Highのカットオフ周波数
TRM (Trim) －24...+6dB 入力レベル

S.4BEQ (Stereo 4Band Equalizer)
4BEQの2チャンネル同時入出力タイプです。パラメーターは、
4BEQと同様です。

AMP SIM (Amp Simulator)
ギター･アンプの音響特性をシミュレートしたエフェクトで
す。ライン録りでも実際にギター･アンプを鳴らしているよう
なリアルなサウンドが得られます。
Type (AmpType) AMP1...5 ギター･アンプのタイプの選択

CAB RES (Cabinet Resonator)
ギター･アンプのスピーカー･キャビネットの音響特性、箱鳴り
をシミュレートするエフェクトです。Amp Simulatorと同様に
ライン録りに最適です。
SIZE (Size) 0...50 箱の大きさ
DEPTH (Depth) 0...50 効果の深さ

CH/FL (Chorus/Flanger)
音程の移動感や厚みを与えるエフェクトです。ディレイ･タイ
ムで効果が大きく変化します。
SPD (Speed) 0.01...16.0(Hz) 変調のスピード
DEPTH (Depth) 0...50 変調の深さ
DLY (Delay) 0.1...60ms ディレイタイム
Fback (Feedback) －50...+50 フィードバック量
H.Damp (HighDamp) 0...50 フィードバックの高域の減衰量
L.Damp (LowDamp) 0...50 フィードバックの低域の減衰量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

S.CH/FL (Stereo Chorus/Flanger)
CH/FLの2チャンネル同時入力タイプです。パラメーターは
CH/FLに以下のものが追加されます。
PHASE (Phase) 0...180 チャンネル間の変調の相対位相差

CnCNL (Center Canceller)
音楽(ステレオソース)を入力して、中央に定位しているボーカ
ルやリード･ギターなどの音を消し、さらにピッチ･コントロー
ルが可能なエフェクトです。
PITCH (Pitch) －12,...,－1,Off,+1,...+12 半音単位でのピッチ･シフト量
ADJ (Adjustment) L50...0...R50 キャンセル･ポジション

COMP (Compressor/Limiter)
リミッター：入力信号の音量を一定にするエフェクトです。
コンプレッサー：入力信号を圧縮して、音の粒をそろえてパン
チを与えるエフェクトです。
Ratio値がinf:1の時、リミッターとして働きます。
Ratio値がinf:1以外の時、コンプレッサーとして働きます。
THR (Threshold) －1... －40dB 効果のかかり始めるレベル
RTO (Ratio) 1.0:1...inf:1 圧縮比
ATK (Attack) FAST,1,...,49,SLOW アタックの長さ
REL (Release) FAST,1,...,49,SLOW リリースの長さ
LVL (Level) 0...50 エフェクト･レベル

S.COMP (Stereo Compressor/Limiter)
COMPの2チャンネル同時入力タイプです。LINKパラメーター
により、効果をかけるトリガーの指定ができます。
THR (Threshold) －1... －40dB 効果のかかり始めるレベル
RTO (Ratio) 1.0:1...inf:1 圧縮比
ATK (Attack) FAST,1,...,49,SLOW アタックの長さ
REL (Release) FAST,1,...,49,SLOW リリースの長さ
LVL (Level) 0...50 エフェクト･レベル
LINK (Link) OFF,L,R,L+R トリガー･チャンネル

DECIMA (Stereo Decimator)
サンプリング周波数を低下させて、チープなサンプラーのよう
なざらざらしたサウンドを作り出すステレオ入力のエフェクト
です。
PreLPF (Pre LPF) 0...50 サンプリング周波数低下による高調

波ノイズを抑えるロー･パス･フィル
タ

Fs (Sampling Fc) 1k...36kHz サンプリング周波数
H.Damp (High Damp) 0...50 高域の減衰量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

DEESSER (De-Esser)
音声の「サ行」の耳につく音を低減させるエフェクトです。
SENS (Sens) 0...50 感度
Fc (Eq Freq.) 80...16.0k(Hz) サイド･バンドEQの中心周波数
G (Eq Gain) －15...+15dB サイド･バンドEQのゲイン
Q (Eq Q) 0.5...10 サイド･バンドEQの帯域幅

DISTORT (Distortion)
入力音を歪ませるエフェクトです。
TYPE (Type) OD,DIST,HI-G ドライブ･タイプ
DRIVE (Drive) 0...50 歪み
TRE (Treble) －15...+15dB 高域の音質
LVL (Level) 0...50 出力レベル
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

S.DIST (Stereo Distortion)
入力音を歪ませるエフェクトです。2チャンネル同時入力タイ
プです。
DRIVE (Drive) 0...50 歪み
TRE (Treble) －15...+15dB 高域の音質
LVL (Level) 0...50 出力レベル
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

DLY (Mono Delay)
入力信号を時間的に遅らせた音を作り出すエフェクトです。
T (Time) 1ms...1s ディレイ･タイム
Fback (Feedback) 0...50 フードバック量
H.Damp (HighDamp) 0...50 フィードバックの高域の減衰量
L.Damp (LowDamp) 0...50 フィードバックの低域の減衰量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス
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DualDLY (Dual Delay)
L/Rチャンネルのパラメーターを別々に設定できるディレイで
す。
LT (L Time) 1ms...1s Lチャンネルのディレイ･タイム
RT (R Time) 1ms...1s Rチャンネルのディレイ･タイム
LFBack (L Feedback) 0...50 Lチャンネルのフードバック量
RFBack (R Feedback) 0...50 Rチャンネルのフードバック量
LHDamp (L HiDamp) 0...50 Lチャンネルのフィードバックの高

域の減衰量
RHDamp (R HiDamp) 0...50 Rチャンネルのフィードバックの高

域の減衰量
LLDamp (L LowDamp) 0...50 Lチャンネルのフィードバックの低

域の減衰量
RLDamp (R LowDamp) 0...50 Rチャンネルのフィードバックの低

域の減衰量
LMx (L Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET Lチャンネルのエフェクト音とダイ

レクト音のバランス
RMx (R Wet/Dry) DRY,1,2,..,49,WET Rチャンネルのエフェクト音とダイ

レクト音のバランス

S.DLY (Stereo Delay)
Mono Delayの2チャンネル同時入出力タイプです。
パラメーターは、Mono Delayと同様です。

TmpoDLY (Tempo Delay)
ディレイ･タイムをテンポとノートで設定することができま
す。
TEMPO (Tempo) 30...250 テンポ
NOTE (NoteLength) 4...64T 音符長
Fback (Feedback) 0...50 フィードバック量
H.Damp (HighDamp) 0...50 フィードバックの高域の減衰量
L.Damp (LowDamp) 0...50 フィードバックの低域の減衰量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

X.DLY (Cross Delay)
L/Rチャンネルのフィードバックが交差するディレイです。
各チャンネルのディレイ･タイムを別々に設定できます。
LT (L Time) 1ms...1s Lチャンネルのディレイ･タイム
RT (R Time) 1ms...1s Rチャンネルのディレイ･タイム
Fback (Feedback) 0...50 フードバック量
H.Damp (HighDamp) 0...50 フィードバックの高域の減衰量
L.Damp (LowDamp) 0...50 フィードバックの低域の減衰量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

DOPPLER (Doppler)
ドップラー効果のシミュレートです。
SPD (Speed) 0.01...4.00(Hz) 移動スピード
PITCH (Pitch) 0...50 ドップラー効果のピッチ幅
SPRED (Spread) －50...+50 左右の広がり感
DLY (Delay) 1ms...1s ディレイ･タイム
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

ENSEMBL (Ensemble)
コーラスブロックを複数もつアンサンブルです。立体的で深み
のあるアンサンブル効果が得られます。
SPD (Speed) 0.01...16.0(Hz) 変調のスピード
DEPTH (Depth) 0...50 変調の深さ
H.Damp (HighDamp) 0...50 高域の減衰量
L.Damp (LowDamp) 0...50 低域の減衰量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

ER (Early Reflections)
残響音をシミュレートするリバーブから初期反射音のみを取り
出したエフェクトで、音に臨場感や存在感を与える効果があり
ます。
CRV (Curv) SHARP, LOOSE, MOD, REV 初期反射音の減衰のカーブの選択
T (ER Time) 10...400ms 初期反射音の長さ
PDL (PreDelay) 0...200 ms 原音から最初の初期反射音までの時

間
H.Damp (HighDamp) 0...50 高域の減衰量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

EXCITER (Exciter)
音にメリハリを持たせ、輪郭を強調するエフェクトです。
BLEND (Blend) 0...50 エキサイター効果の深さ
EMPHA (Emphatic Point) 0...100 強調する周波数

S.XCITE (Stereo Exciter)
EXCITERの2チャンネル同時入出力タイプです。
パラメーターはExciterと同様です。

FILTER (Filter)
エンベロープにより周波数が動くレゾナンス付きのフィルター
です。
TYPE (Type) LPF,BPF,HPF フィルター･タイプ
SENS (Sens) 0...50 感度
ATK (Attack) FAST,1,2...49,SLOW アタックの強さ
MANUAL (Manual) 0...50 効果のかかる周波数
RES (Resonance) 0...50 レゾナンス量(共振の強さ)
PLTY (Polarity) UP, DOWN 極性

GATE (Gate)
設定したレベルよりも小さな信号をミュートするエフェクトで
す。
THR (Threshold) ｰ80...-1dB 効果のかかり始めるレベル
ATK (Attack) FAST, 1...49, SLOW アタックの長さ
REL (Release) FAST, 1...49, SLOW リリースの長さ

NR (Noise Reduction)
ノイズを抑える効果を持つエフェクトです。
THR (Threshold) －1... －40dB 効果のかかり始めるレベル

S.NR (Stereo NR)
NRの2チャンネル同時入出力タイプです。
パラメーターはNRと同様です。

PAN (Pan)
音を左右に揺らすエフェクトです。定位の中心位置を設定でき
ます。
SPD (Speed) 0.01...16.0(Hz) 変調のスピード
DEPTH (Depth) 0...50 変調の深さ
BAL (LR Balance) L50,L49..0,R1,..R50 定位の中心位置

PHASER (Phaser)
音の位相を動かすことによってうねりを作り出すエフェクトで
す。
SPD (Speed) 0.01...16.0(Hz) スピード
DEPTH (Depth) 0...50 変調の深さ
MANUAL (Manual) 0...50 効果のかかる周波数
RES (Resonance) －50...+50 レゾナンス量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバ

ランス

S.PHASE (Stereo Phaser)
PHASERの2チャンネル同時入力タイプです。パラメーターは
PHASERに以下のものが追加されます。
PHASE (Phase) 0...180 チャンネル間の変調の相対位相差

PHONO (Turntable SIM)
レコード･プレーヤのシミュレータです。スクラッチ･ノイズも
付加できます。
RPM (Rpm) 33,45,78 回転速度
WOW (Wow&Flutter) 0...50 回転速度のムラによる音程の揺れ
HiCUT (High Cut) 0...50 高域カット･フィルタ
NOISE (Scratch noise) 0...50 スクラッチ･ノイズ
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PITCH (Pitch Shifter)
入力信号のピッチを変えるエフェクトです。
PITCH (Pitch) －24...+24 半音単位でのピッチシフト量
FINE (Fine) －50...+50 セント単位でのピッチシフト量
DLY (Delay) 1ms...1s 入力信号からのディレイタイム
Fback (Feedback) 0...50 フィードバック量
H.Damp (HighDamp) 0...50 フィードバックの高域の減衰量
TYPE (Type) SLOW,FAST 反応速度。SLOWは反応速度は遅く

なりますが、音色変化の少ないタイ
プです。

MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ
ンス

D.PITCH (Dual Pitch Shifter)
2系統のピッチ･シフターを持つエフェクトです。
PTCH1 (Pitch1) －24...+24 半音単位でのピッチシフト量1
FINE1 (Fine1) －50...+50 セント単位でのピッチシフト量1
HDamp1 (High Damp1) 0...50 フィードバックの高域の減衰量1
LVL1 (Level1) 0...50 入力信号からのディレイタイム1
PTCH2 (Pitch2) －24...+24 半音単位でのピッチシフト量2
FINE2 (Fine2) －50...+50 セント単位でのピッチシフト量2
HDamp2 (High Damp2) 0...50 フィードバックの高域の減衰量2
LVL2 (Level2) 0...50 入力信号からのディレイタイム2
TYPE (Type) SLOW, FAST 反応速度。SLOWは反応速度は遅く

なりますが、音色変化の少ないタイ
プです。

MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ
ンス

HALL (Hall Reverb)
ホールでの残響やアンビエンス感をシミュレートしたエフェク
トです。
T (Time) 0.26...16s 残響時間
PDL (PreDly) 0...300ms 原音からのディレイ･タイム
H.Damp (HighDamp) 0...25 高域の減衰量
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2,...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

ROOM (Room Reverb)
ルームのシミュレートです。パラメーターはHall Reverbを参
照してください。
T (Time) 0.10...5.2s 残響時間

PLATE (Plate Reverb)
プレート･リバーブのシミュレートです。パラメーターはHall
Reverb を参照してください。
T (Time) 0.26...16s 残響時間

RingMOD (Ring Modulator)
入力信号にサイン波をかけあわせて金属的な音色を作り出すエ
フェクトです。
Fc (Mod Fc) 50Hz...5000Hz オシレータの周波数
MIX (Wet/Dry) DRY,1,2, ...,49,WET エフェクト音とダイレクト音のバラ

ンス

ROTARY (Rotary Speaker SIM)
ロータリー･スピーカーをシミュレートしたエフェクトです。
Hspd (Horn Speed) 0.01...16.0(Hz) ホーンの回転速度
Rspd (RotorSpeed) 0.01...16.0(Hz) ローターの回転速度
BAL (Balance) 0...50 低音側ローターと高音側ホーンの音

量バランス

TREMOLO (Tremolo)
入力信号の音量を揺らすエフェクトです。
SPD (Speed) 0.01...16.0(Hz) 変調のスピード
DEPTH (Depth) 0...50 変調の深さ

S.TREM (Stereo Tremolo)
Tremoloの2チャンネル同時入力タイプです。パラメーター
は、Tremoloに以下のものが追加されます。
PHASE (Phase) 0...180 チャンネル間の変調の相対位相差

WAH+OD (Wah+Overdrive)
オーバー･ドライブ付きのオートワウ･エフェクトです。
PLTY (Polarity) UP,DOWN 極性
SENS (Sens) 0...50 感度
ATK (Attack) FAST,1,...,49,SLOW アタックの強さ
MANUAL (Manual) 0...50 効果のかかる周波数
DRIVE (Drive) 0...50 歪み
LVL (Level) 0...50 出力レベル

MoniDly (Monitor Delay)
モニター専用のディレイです。
T (Time) 1...200ms ディレイ･タイム
Fback (Feedback) 0...50 フィードバック量
H.Damp (HighDamp) 0...50 フィードバックの高域の減衰量
LVL (Level) 0...50 出力レベル



75

第

4章

 
付 
 録
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7. メトロノーム･タイプ･リスト
Time No. Name bar Set

1/ 4 01 Metro1 1    --
02 Hihat1 1    --

2/ 4 01 Metro2 1    --
02 Hihat2 1    --
03 2Beat1 1 Tight
04 2Beat2 2 Loose
05 March 4 March

3/ 4 01 Metro3 1    --
02 Hihat3 1    --
03 3Beat1 2 Tight
04 3Beat2 4 Loose
05 3/4Jazz 4 Loose

4/ 4 01 Metro4 1    --
02 Hihat4 1    --
03 8Beat1 1 Tight
04 8Beat2 1 Tight
05 8Beat3 1 Tight
06 8Beat4 1 Tight
07 8Beat5 1 Tight
08 8Beat6 1 Tight
09 8Beat7 1 Tight
10 8Beat8 2 Tight
11 8Beat9 2 Tight
12 8Shfl1 4 Tight
13 8Shfl2 1 Loose
14 Rock1 2 Tight
15 Rock2 2 Tight
16 Rock3 1 Tight
17 RokShfl 2 Tight
18 RockRim 4 Rim
19 Funk 4 Tight
20 R&B 2 Tight
21 Motown1 2 Loose
22 Motown2 2 Loose
23 Ballad1 4 Rim
24 Surf 2 Tight
25 Reggae 2 Rim
26 Disco 4 Tight
27 Latin1 1 Latin1
28 Latin2 1 Latin2
29 Club1 1 Analog
30 Club2 2 Analog
31 Dance1 2 Analog
32 Dance2 4 Analog
33 Jungle1 4 Jungle
34 Jungle2 4 Jungle
35 16Beat1 1 Tight

Time No. Name bar Set

4/ 4 36 16Beat2 1 Tight
37 16Beat3 1 Loose
38 16Beat4 1 Loose
39 16Beat5 2 Tight
40 16Beat6 2 Tight
41 16Beat7 2 Tight
42 16Beat8 4 Tight
43 16Beat9 4 Tight
44 HipHop1 4 Tight
45 HipHop2 4 Tight
46 Samba 4 Tight
47 Bossa 2 Rim
48 LtDance 2 Latin1
49 Rosanna 2 Tight
50 Rydeen 1 Tight
51 Jazz1 4 Loose
52 Jazz2 4 Loose

5/ 4 01 Metro5 1    --
02 Hihat5 1    --
03 5Beat1 1 Tight
04 5Beat2 1 Tight
05 5/4Jazz 2 Loose

6/ 4 01 Metro6 1    --
02 Hihat6 1    --

7/ 4 01 Metro7 1    --
02 Hihat7 1    --
03 7Beat1 1 Tight
04 7Beat2 1 Tight
05 7/4Jazz 1 Loose

8/ 4 01 Metro8 1    --
02 Hihat8 1    --

10/ 4 01 Metro10 1    --
02 Hihat10 1    --

1/ 8 01 Metro1 1    --
02 Hihat1 1    --

2/ 8 01 Metro2 1    --
02 Hihat2 1    --

3/ 8 01 Metro3 1    --
02 Hihat3 1    --

4/ 8 01 Metro4 1    --
02 Hihat4 1    --

5/ 8 01 Metro5 1    --
02 Hihat5 1    --

Time No. Name bar Set

6/ 8 01 Metro6 1    --
02 Hihat6 1    --
03 6/8-1 2 Tight
04 6/8-2 4 Tight
05 6/8-3 2 Tight
06 6/8Shfl 4 Loose
07 Fusion 2 Tight
08 Ballad2 4 Rim
09 World 4 Latin1

7/ 8 01 Metro7 1    --
02 Hihat7 1    --

8/ 8 01 Metro8 1    --
02 Hihat8 1    --

10/ 8 01 Metro10 1    --
02 Hihat10 1    --

12/ 8 01 Metro12 1    --
02 Hihat12 1    --

16/ 8 01 Metro16 1    --
02 Hihat16 1    --

1/16 01 Metro1 1    --
02 Hihat1 1    --

2/16 01 Metro2 1    --
02 Hihat2 1    --

3/16 01 Metro3 1    --
02 Hihat3 1    --

4/16 01 Metro4 1    --
02 Hihat4 1    --

5/16 01 Metro5 1    --
02 Hihat5 1    --

6/16 01 Metro6 1    --
02 Hihat6 1    --

7/16 01 Metro7 1    --
02 Hihat7 1    --

8/16 01 Metro8 1    --
02 Hihat8 1    --

10/16 01 Metro10 1    --
02 Hihat10 1    --

12/16 01 Metro12 1    --
02 Hihat12 1    --

16/16 01 Metro16 1    --
02 Hihat16 1    --

01 : Scukyll Express
Paul Kramer – Guitar, and Drums
Dave Zeltner – KeyBoards, Bass, and
Drums
song copyright © 1996 Remark Music

02 : Moonlit sea
written by Yuko Asai
Yuko Asai – All instruments and voices
song copyright © 1997 Yuko Asai

©1997 KORG Inc. all rights reserved

(Default=4/4, 01:Metro4)

※ barは何小節パターンかを表します。例えば8小節分を聞くと8Beat1 は1小節パターンなので 8回同じパターンを繰り返し、
8Shfl2は 4小節パターンなので 2回同じパターンを繰り返します。

※Setは使用するドラムセットの種類です。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8. デモ・ソング･リスト
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9. D8 Specifications

■仕様
＜レコーダー部＞

トラック数 ：8トラック（50ソング×8トラック）
：同時再生8トラック、同時録音2トラック、再生6
トラック＋録音2トラック

録音フォーマット ：16bit非圧縮、44.1 kHz
録音時間 ：最長約4.5時間（内蔵1.4Gバイト･ハードディ

スク使用時）
最大記憶容量 ：内蔵＋4Gバイト×7ドライブ
ソング数 ：50ソング（オート･セーブ機能により、ソング

切替時のセーブ/ロード作業不要）
ロケート･ポイント ：1ソングにつき3ポイント
マーク･ポイント ：1ソングにつき100ポイント
メトロノーム/リズム･パターン数

：131パターン　
MIDI同期 ：送信（MTC、MIDI CLOCK）

：受信（MMC）
：テンポ･マップ（1ソングにつき10イベント）
：シンク･トラック（1ソングにつき1トラック）

編集 ：トラック（コピー、インサート、イレース、スワッ
プ、デリート{ソング間のトラックコピー可能}）

：ソング（コピー、ムーブ、リカバー、デリート）
：アンドゥ、リドゥ

カウンター/ロケート･フォーマット
：Min/Sec/mSec、Meas/Beat/Tick、Min/
Sec/Frame (30NDF のみ)

＜ミキサー部＞

構成 ：12チャンネル4バス、1インターナル･エ
フェクト･センド、1AUXセンド、1マス
ター･ステレオ･アウト

信号処理 ：24bit　44.1 kHz
イコライザー ：HIGH (10 kHz ±15 dB)

： LOW (100 Hz ±15 dB)
シーン･メモリー ：1ソングにつき20シーン

＜マルチ･エフェクト部＞

構成 ：1in-2out、2in-2out、1in-1out×2のいずれか
信号処理 ：24bit　44.1 kHz
プログラム ：プリセット65種、ユーザー65種　　
チェーン ：38種
エフェクト ：50種　　　　

＜一般＞

ディスプレイ ：102mm×23mmカスタムLCD
電源 ：AC 9V  AC/AC power supply
消費電力 ：16 W（AC 9V  2.0A max. ）
外形寸法 ：385mm（W）×248.5mm（D）×83.2mm（H）
重量 ：2.6 kg

■主要規格
周波数特性 ：10 Hz － 21 kHz　±1 dB

@+4 dBu,10 kΩ 負荷
S/N ：92 dB 以上 @IHF-A
全高調波歪率 ：0.03 % 以下 20 Hz -20 kHz

@+16 dBu, 10 kΩ 負荷
A/D変換 ：18bitリニア、非圧縮
D/A変換 ：18bitリニア、非圧縮
サンプリング周波数 ：44.1 kHz

■ アナログ･デジタル入出力規格

<LINE, MIC/GUITAR INPUT1>
コネクター ：φ6.3mmTRSフォン･ジャック

（平衡）  @LINE、MIC
（不平衡）@GUITAR

入力インピーダンス ：10 kΩ  @LINE,MIC
1 MΩ  @GUITAR

規定レベル ：－50 dBu  @TRIM=max.
+4 dBu  @TRIM=min.

最大レベル ：－38 dBu  @TRIM=max.
+16 dBu  @TRIM=min.

ソース･インピーダンス ：600 Ω

<LINE, MIC INPUT2>
コネクター ：φ6.3mmTRSフォン･ジャック（平衡）
入力インピーダンス ：10 kΩ
規定レベル ：－50 dBu  @TRIM=max.

+4 dBu  @TRIM=min.
最大レベル ：－38 dBu  @TRIM=max.

+16 dBu  @TRIM=min.
ソース･インピーダンス ：600 Ω

<AUX INPUTS L/R>
コネクタ ：RCAピン･ジャック
入力インピーダンス ：10 kΩ
規定レベル ：－10 dBu
最大レベル ：+2 dBu
ソース･インピーダンス ：600 Ω

<MASTER OUTPUTS L/R>
コネクター ：RCAピン･ジャック
出力インピーダンス ：150 Ω
規定レベル ：－10 dBu
最大レベル ：+2 dBu
負荷インピーダンス ：10 kΩ 以上

<AUX OUTPUT>
コネクター ：RCAピン･ジャック
出力インピーダンス ：150 Ω
規定レベル ：－10 dBu
最大レベル ：+2 dBu
負荷インピーダンス ：10 kΩ 以上

<PHONES OUTPUTS>
コネクター ：φ6.3mmステレオ･フォン･ジャック
出力インピーダンス ：100 Ω
最大レベル ：50 mW @32 Ω

<DIGITAL INPUT/OUTPUT>
コネクター ：オプティカル
フォーマット ：S/P DIF(IEC958,EIAJ CP-1201)

<SCSI>
コネクター ：D-sub 25pins female

<MIDI IN/OUT>
コネクター ：DIN5ピン×2

<FOOT SW>
コネクター ：φ6.3mmフォン･ジャック

（別売PS-1使用）

<AC 9V IN>
コネクター ：DIN4ピン

■ Accessories： AC/ACパワー･サプライ
（付属 AC/ACパワー･サプライ KA141使用）

■ Options ： PS-1 Pedal Switch

PM-15B Powered Monitor
※ 仕様および外観等は改良のため予告なく変更することがあります。



77

D8の追加機能

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

トラック1～8をバウンスする
8トラックすべてに録音した演奏をバウンスすることがで
きるようになりました。トラック1～8の音をトラック7と
8にステレオでまとめる場合について説明します(p.17参
照）。

バウンス録音先のトラック7と8の元データは録音時に上書
きされますので、この作業の前にあらかじめソングをコ
ピーしておいてください。

■ 再生トラックと録音トラックの設定

1 ［REC SELECT]キーを数回押してMASTER（イ
ンジケーター点灯)にします。MASTERではマ
スター・バスからの入力を録音することができ
ます。

2 トラック1～6の各[TRACK STATUS]キーを数回押して
PLAY（インジケーター緑色点灯）にして再生トラックにしま
す。トラック7/8の[TRACK STATUS]キーを数回押して
REC (ANALOG)(インジケーター赤色点滅）にして録音ト
ラックにします。

3 トラック1～8の[PAN]のツマミを回して各トラックを好み
の位置に定位します。

■ 再生レベルと録音レベルの調整

4 [PLAY]キーを押して再生を開始します。

5 [CHANNEL]フェーダー1～8を上げて各トラックの再生レ
ベルを調節します。

6 [MASTER]フェーダーはトラック7/8の録音レベルとな
り、マスター・レベル・メーターL・Rに録音レベルを表示
します。

■ EQ、エフェクトをかけて録音する

7 必要に応じてトラック1～8にEQ、エフェクトをかけて録
音します。

■ 録音開始と停止

8 [REC]キーを押した後、[PLAY]キーを押して録音を開始
し、[STOP]キーを押して録音を終了します。

■ 録音内容の確認（再生）

9 トラック7/8をPLAY（インジケーター緑色点灯）、その他を
MUTEにします。

10 現在時刻を録音を開始した時刻より前に移動して再生し、
録音内容を確認します。

録音内容を確認した結果、作業をやりなおしたいときは
[UNDO]キーを押してください。トラック7と8がバウンス
前の状態に戻りますので、良い結果が得られるまで何度も
作業を繰り返すことができます。このとき[UNDO]キーを
押し忘れて録音をしてしまうと元のトラック7と8のデータ
が失われてしまいますので、あらかじめバウンス前のソン
グのコピーをとっておくことをお奨めします。

REC
SELECT

INPUT 1/2

MASTER

DIGITAL IN
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このたびはコルグ Digital Recording Studio D8 をお買い上げ
いただき、まことにありがとうございます。本製品を末永く
ご愛用いただくためにもこの取扱説明書をよくお読みになっ
て正しい方法でご使用ください。 

 1997 KORG INC. 1102 GH Printed in Japan

■本社：〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ15ｰ12 ☎(03)3325-5691 ■インフォメーション：〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ11ｰ17 ☎(03)5376-5022
■東京営業所：〒168-0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ11ｰ17 ☎(03)3323-5241
■名古屋営業所/ショールーム/スタジオ：〒466-0825 名古屋市昭和区八事本町100ｰ51 ☎(052)832-1419
■大阪営業所：〒531-0072 大阪市北区豊崎3ｰ2ｰ1淀川５番館7F ☎(06)6374-0691
■福岡営業所：〒810-0012 福岡市中央区白金1ｰ325第２池田ビル1F ☎(092)531-0166

■製品をお買い上げいただいた日より一年間は保証期
間です。万一保証期間内に、製造上の不備による故障
が生じた場合は無償修理いたしますので、お買い上げ
の販売店に保証書を提示して修理をご依頼ください。
ただし次の場合の修理は有償となります。
1. 消耗部品（電池など）を交換する場合。
2. 輸送および移動時の落下、衝撃などお客様の取扱
方法が不適当のため生じた故障。

3. 天災（火災等）によって生じた故障。
4. 故障の原因が本製品以外の他の機種にある場合。
5. コルグ・サービスステーションおよびコルグ指定者以
外の手で修理、改造された部分の処理が不適当で
あった場合。

6. 保証書に販売店名、お客様氏名、ご住所、お買い上
げ日等が記入されていない場合。

7. 保証期間が切れている場合。
8. 日本国外で使用される場合。

■当社が修理した部分が再度故障した場合は、保証期
間外であっても３ヵ月以内に限り無償修理いたします。
また仕様変更に関しては有償になりますのでご了承く
ださい。
■お客様が保証期間中に移転された場合でも、保証書は
引き続きお使いいただけます。移転先のコルグ製品取
扱店、またはコルグ・インフォメーションまでお問い合わ
せください。
■保証期間が切れますと修理は有償になりますが、引き
続き製品の修理は責任を持ってさせていただきます。
修理用性能部品（電子回路など）は通常８年間を基準
に保有しております。ただし外装部品（パネルなど）の
修理は、類似の代替品を使用することもありますのでご
了承ください。
■その他、アフターサービスについてご不明の点は下記
へお問い合わせください。

アフターサービスアフターサービス

▼▲▼▲▼▲▼ 株式会社コルグ ▼▲▼▲▼▲▼
インフォメーション 〒 168ｰ0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ11ｰ17 ☎ (03)5376ｰ5022

東京営業所 〒 168ｰ0073 東京都杉並区下高井戸1ｰ11ｰ17 ☎ (03)3323ｰ5241

名古屋営業所 〒 466ｰ0825 名古屋市昭和区八事本町100ｰ51 ☎ (052)832ｰ1419

大阪営業所 〒 531ｰ0072 大阪市北区豊崎3ｰ2ｰ1 淀川５番館7F ☎ (06)6374ｰ0691

福岡営業所 〒 810ｰ0012 福岡市中央区白金1ｰ3ｰ25 第２池田ビル1F ☎ (092)531ｰ0166

■修理等のお問い合わせは最寄りの各営業所、または下記までお問い合わせください。

営業技術課 〒 143ｰ0001 東京都大田区東海5ｰ4ｰ1
明正大井5号営業所  コルグ物流センター内 ☎ (03) 3799-9085

<WARNING!>

This Product is only suitable for sale in Japan. Properly qualified service is not available for this product if
purchased elsewhere. Any unauthorised modification or removal of original serial number will disqualify

this product from warranty protection.

（この英文は日本国内で購入された外国人のお客様のための注意事項です。）
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